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         はじめに

         このマニュアルは，プログラムプロダクトHiRDB Version 10のディザスタリカバリシステムについて説明したものです。なお，ここに記載されていない前提情報については，マニュアル「HiRDB
            Version 10 解説」を参照してください。

         
            対象読者

            HiRDB Version 10（以降，HiRDBと表記します）をディザスタリカバリシステムで構築または運用する方を対象にしています。

            このマニュアルは次に示す知識があることを前提に説明しています。

            
               	
                  UNIX，またはLinuxのシステム管理の基礎的な知識

               

               	
                  RAID Manager，TrueCopy，およびUniversal Replicatorについての知識

               

               	
                  HiRDBの構築および運用についての知識

               

            

         
         
            図中で使用する記号

            このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

            [image: [図データ]]
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         第1編　概要編

         
            1　リアルタイムSANレプリケーションの概要

            
               この章では，地震や火災などの大規模災害からの早期復旧を想定したディザスタリカバリシステム，リアルタイムSANレプリケーションの環境設定，および運用方法について説明します。

            

            
               1.1　リアルタイムSANレプリケーションとは

               
                  1.1.1　機能概要

                  通常使用しているシステムが地震，火災などの災害によって物理的に回復困難な状況になった場合，遠隔地に準備している予備のシステムを稼働して業務を続行できます。このシステム環境をリアルタイムSANレプリケーション（RiSe）といいます。なお，通常使用しているシステムがあるサイトをメインサイトといい，遠隔地に準備している予備のシステムがあるサイトをリモートサイトといいます。

                  メインサイトおよびリモートサイトのデータは，日立ディスクアレイシステム上に配置し，メインサイトのデータに更新が発生した場合，日立ディスクアレイシステムのTrueCopyまたはUniversal Replicatorを使用してリモートサイトに反映（更新コピー）します。

                  リアルタイムSANレプリケーションの概要を次の図に示します。

                  
                     図1‒1　リアルタイムSANレプリケーションの概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              通常はメインサイトのHiRDBを使用して業務を行います。メインサイトのファイルに更新が発生した場合，その更新内容をリモートサイトに更新コピーします。更新コピーによってメインサイトとリモートサイトで同じデータを持ちます。

                           

                           	
                              メインサイトで地震や火災などの大規模災害が発生し，メインサイトのシステムが早期に復旧できない場合，リモートサイトでHiRDBを再開始して業務を続行できます。

                              
                                 	参考

                                 	
                                    
                                       	
                                          更新コピーはTrueCopyまたはUniversal Replicatorが行います。TrueCopyおよびUniversal Replicatorは，ホストを経由しないで，日立ディスクアレイシステム間で直接データをコピーします。

                                       

                                       	
                                          RAID Managerとは，日立ディスクアレイシステムの付加プログラムプロダクトで，TrueCopyおよびUniversal Replicatorを制御，運用するコマンドなどを提供しています。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  1.1.2　更新コピーの対象になるファイル

                  更新コピーの対象になるファイルを次に示します。これらのファイルに更新が発生すると，リモートサイトの同じファイルに更新情報がコピーされます。

                  
                     	
                        データベースファイル（RDエリアを構成するHiRDBファイル）

                     

                     	
                        システムログファイル

                     

                     	
                        シンクポイントダンプファイル

                     

                     	
                        ステータスファイル

                     

                  

               
               
                  1.1.3　同期コピーと非同期コピー

                  更新コピー処理には同期コピーと非同期コピーがあります。同期コピーと非同期コピーの特徴を次の表に示します。

                  
                     表1‒1　同期コピーと非同期コピーの特徴
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 同期コピー

                              
                              	
                                 非同期コピー

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 処理方式

                              
                              	
                                 リモートサイトの更新処理が完了したあとにメインサイトの更新処理を完了します（メインサイトの更新処理がリモートサイトの更新処理を待ち合わせます）。

                              
                              	
                                 リモートサイトの更新処理の完了を待たないでメインサイトの更新処理を完了します。

                              
                           

                           
                              	
                                 メインサイトとリモートサイトのデータの整合性

                              
                              	
                                 メインサイトとリモートサイトで常にデータが一致します。

                              
                              	
                                 データ欠損が発生することがあります。そのため，メインサイトとリモートサイトでデータが一致しないことがあります。

                              
                           

                           
                              	
                                 性能への影響※

                              
                              	
                                 トランザクションの処理性能が低下します。低下の割合はサイト間の距離に比例します。

                              
                              	
                                 性能への影響はありません。

                              
                           

                        
                     

                     
                        注※　TrueCopyおよびUniversal Replicatorが保証する理論値に従った特徴です。

                     

                  
               
            
            
               1.2　リモートサイトへのデータ反映方式

               ここでは，メインサイトからリモートサイトにデータを反映するときの処理方式について説明します。リアルタイムSANレプリケーションではデータを反映するときの処理方式が四つあります。データ反映方式によってシステムの構築方法や，運用方法が異なるため，使用しているシステムに合わせて，HiRDB管理者は次に示す方式から一つを選択してください。

               
                  	
                     全同期方式

                  

                  	
                     全非同期方式

                  

                  	
                     ハイブリッド方式

                  

                  	
                     ログ同期方式

                  

               

               
                  1.2.1　全同期方式

                  全同期方式を適用すると，リモートサイトへの更新コピー処理が同期コピーで行われます。同期コピーの場合，リモートサイトの更新処理が完了したあとにメインサイトの更新処理を完了します（メインサイトの更新処理がリモートサイトの更新処理を待ち合わせます）。したがって，全同期方式を適用した場合，メインサイトの更新内容が必ずリモートサイトに反映されます。そのため，メインサイトのHiRDBが災害などによって異常終了した場合，異常終了直前の状態からリモートサイトでHiRDBを再開始してサービスを続行できます。

                  ただし，メインサイトでファイル（更新コピーの対象ファイル）を更新するときに，リモートサイトのファイルに更新が反映されるまでの間，待ち合わせを行うため，メインサイトのトランザクション性能に影響を与えることがあります。

                  全同期方式の概要を次の図に示します。また，リモートサイトに更新コピーするときの処理方式（全同期方式の場合）を次の表に示します。

                  
                     図1‒2　全同期方式の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     表1‒2　リモートサイトに更新コピーするときの処理方式（全同期方式の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リモートサイトにコピーされるファイル

                              
                              	
                                 更新コピーするときの処理方式

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 データベースファイル

                              
                              	
                                 同期コピー

                              
                           

                           
                              	
                                 システムファイル

                              
                              	
                                 システムログファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 ステータスファイル

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  1.2.2　全非同期方式

                  全非同期方式を適用すると，リモートサイトへの更新コピー処理が非同期コピーで行われます。非同期コピーの場合，リモートサイトの更新処理の完了を待たないでメインサイトの更新処理を完了するため，メインサイトのトランザクション性能に影響を与えません。

                  ただし，メインサイトのファイル（更新コピーの対象ファイル）の更新内容がリモートサイトに反映されないことがあります。そのため，メインサイトのHiRDBが災害などによって異常終了し，リモートサイトでHiRDBを再開始した場合，再開始したときの状態が異常終了直前の状態と異なることがあります。したがって，全非同期方式の場合，メインサイトから継続したサービスの開始を保証できません。

                  全非同期方式の概要を次の図に示します。また，リモートサイトに更新コピーするときの処理方式（全非同期方式の場合）を次の表に示します。

                  
                     図1‒3　全非同期方式の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     表1‒3　リモートサイトに更新コピーするときの処理方式（全非同期方式の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リモートサイトにコピーされるファイル

                              
                              	
                                 更新コピーするときの処理方式

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 データベースファイル

                              
                              	
                                 非同期コピー

                              
                           

                           
                              	
                                 システムファイル

                              
                              	
                                 システムログファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 ステータスファイル

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  1.2.3　ハイブリッド方式

                  ハイブリッド方式を適用すると，リモートサイトへの更新コピー処理が次に示すようになります。

                  
                     	
                        データベースファイルの更新コピー処理は非同期コピーで行います。

                     

                     	
                        システムファイルの更新コピー処理は同期コピーで行います。

                     

                  

                  システムログファイルなどのデータベースの回復に必要な情報はリモートサイトへの反映を保証するように同期コピーを行います。したがって，メインサイトのHiRDBが災害によって異常終了した場合，異常終了直前の状態でリモートサイトのHiRDBを再開始できます。ハイブリッド方式は，主に大規模システム向けの処理方式といえます。

                  また，回復可能なデータベースファイルについては非同期コピーとし，トランザクション性能への影響を全同期方式に比べて少なくします。

                  
                     	参考

                     	
                        ハイブリッド方式は，全同期方式と全非同期方式の両方の利点を持ちますが，ほかの方式に比べて運用が難しくなります。運用の違いについては，次に示す個所を参照してください。

                        
                           	
                              「システム設計時の考慮点」

                           

                           	
                              「運用時の注意事項（ハイブリッド方式限定）」

                           

                           	
                              表「データベースの更新同期を取る必要がある操作」の「RDエリアの自動増分」

                           

                           	
                              「データベースを初期設定するときの注意事項」

                           

                           	
                              「障害発生時の運用」

                           

                           	
                              「共用表を使用する場合の注意事項（ハイブリッド方式限定）」

                           

                        

                     

                  

                  ハイブリッド方式の概要を次の図に示します。また，リモートサイトに更新コピーするときの処理方式（ハイブリッド方式の場合）を次の表に示します。

                  
                     図1‒4　ハイブリッド方式の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     表1‒4　リモートサイトに更新コピーするときの処理方式（ハイブリッド方式の場合）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リモートサイトにコピーされるファイル

                              
                              	
                                 更新コピーするときの処理方式

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 データベースファイル

                              
                              	
                                 非同期コピー

                              
                           

                           
                              	
                                 システムファイル

                              
                              	
                                 システムログファイル

                              
                              	
                                 同期コピー

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイル

                              
                           

                           
                              	
                                 ステータスファイル

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  1.2.4　ログ同期方式

                  ログ同期方式を適用すると，リモートサイトへの更新コピー処理が次に示すようになります。

                  
                     	
                        データベースファイルの更新コピー処理は，初期構築時またはシステムログ適用化時に一度だけ行います。

                     

                     	
                        システムファイルの更新コピー処理は同期コピーで行います。

                     

                  

                  ログ同期方式では，業務サイトでトランザクションを受け付け，ログ適用サイトで業務サイトからコピーされたシステムログを基に，データベースの更新処理を行います。通常，メインサイトが業務サイト，リモートサイトがログ適用サイトとなります。

                  システムログファイルなどのデータベースの回復に必要な情報は，リモートサイトへの反映を保証するために同期コピーを行います。したがって，メインサイトのHiRDBが災害によって異常終了した場合，異常終了直前の状態でリモートサイトのHiRDBを再開始できます。ログ同期方式は，主に小，中規模システム向けの処理方式といえます。

                  データベースファイルについては，初期構築時またはシステムログ適用化時にだけコピーするため，ほかの方式に比べて通信量を削減できます。そのため，トランザクション性能への影響は小さくなります。なお，リモートサイト側でシステムログを基にデータベースを更新するため，常にリモートサイトのHiRDBを稼働しておく必要があります。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              ログ同期方式を適用する場合，付加PPのHiRDB Disaster Recovery Light Editionをインストールして，pdopsetupコマンドでセットアップする必要があります。

                           

                           	
                              ログ同期方式の場合，全同期方式，全非同期方式，およびハイブリッド方式に比べて，副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルが必要となります。したがって，副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルがあることを考慮して，ハードウェア構成を決めてください。

                           

                           	
                              リモートサイトのHiRDBは，ログ適用を行うために稼働しています。そのため，ログ適用サイトのHiRDBに対してUAPを実行することはできません。

                           

                        

                     

                  

                  
                     	参考

                     	
                        ログ同期方式は，ほかの処理方式に比べて通信量を削減できますが，運用が難しくなります。運用の違いについては，次に示す個所を参照してください。

                        
                           	
                              「各サイトの運用」

                           

                           	
                              「システムログ適用化」

                           

                           	
                              「サイト切り替え」

                           

                           	
                              「障害発生時の運用」

                           

                        

                     

                  

                  ログ同期方式の概要を次の図に示します。また，ログ適用サイトに更新コピーするときの処理方式（ログ同期方式の場合）を次の表に示します。

                  
                     図1‒5　ログ同期方式の概要
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	〔説明〕

                     	
                        
                           	
                              初期構築時またはシステムログ適用化時だけデータベースファイルをコピーします。それ以外はコピーしません。

                           

                           	
                              業務サイトから同期コピーしたシステムログを読み込んで，データベースへの更新処理を行います。これをログ適用といいます。

                              
                                 表1‒5　ログ適用サイトに更新コピーするときの処理方式（ログ同期方式の場合）
                                 
                                    
                                       
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             ログ適用サイトにコピーされるファイル

                                          
                                          	
                                             更新コピーするときの処理方式

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             データベースファイル

                                          
                                          	
                                             初期構築時またはシステムログ適用化時だけコピー

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             システムファイル1

                                          
                                          	
                                             システムログファイル

                                          
                                          	
                                             同期コピー

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             正シンクポイントダンプファイル

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             正ステータスファイル

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             システムファイル2

                                          
                                          	
                                             副シンクポイントダンプファイル

                                          
                                          	
                                             コピーなし

                                          
                                       

                                       
                                          	
                                             副ステータスファイル

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                              
                                 	参考

                                 	
                                    正シンクポイントダンプファイルおよび正ステータスファイルは，ログ適用処理で使用するファイルです（通常のHiRDBの運用に必要なシンクポイントダンプファイルおよびステータスファイルのことです）。副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルは，ログ適用処理を行っているときのシンクポイントダンプおよびシステムステータス情報を保存するためのファイルです。なお，ログ適用サイトのHiRDBで出力されるメッセージに，シンクポイントダンプファイルおよびステータスファイルの情報がある場合，それは副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルを示しています。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
            
            
               1.3　各処理方式の特徴

               リアルタイムSANレプリケーションの処理方式を全同期方式，全非同期方式，ハイブリッド方式，またはログ同期方式のどれにするかを検討してください。各処理方式の特徴を次の表に示します。

               
                  表1‒6　全同期方式，全非同期方式，ハイブリッド方式，およびログ同期方式の特徴
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              大分類

                           
                           	
                              小分類

                           
                           	
                              リアルタイムSANレプリケーションの処理方式

                           
                        

                        
                           	
                              全同期方式

                           
                           	
                              全非同期方式

                           
                           	
                              ハイブリッド方式

                           
                           	
                              ログ同期方式

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              HiRDBファイルの配置

                           
                           	
                              同期ペアボリュームに配置するファイル

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              非同期ペアボリュームに配置するファイル

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              SMPLペアボリュームに配置するファイル

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              データ欠損※1

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              なし

                           
                        

                        
                           	
                              トランザクション処理性能

                           
                           	
                              更新コピー待ち合わせ時間による性能劣化

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              あり

                           
                           	
                              あり

                           
                        

                        
                           	
                              性能比較※2

                           
                           	
                              44

                           
                           	
                              100

                           
                           	
                              88

                           
                           	
                              88

                           
                        

                        
                           	
                              コスト

                           
                           	
                              初期導入

                           
                           	
                              やや高い

                           
                           	
                              高い

                           
                           	
                              高い

                           
                           	
                              低い

                           
                        

                        
                           	
                              運用

                           
                           	
                              高い

                           
                           	
                              高い

                           
                           	
                              高い

                           
                           	
                              低い

                           
                        

                        
                           	
                              ほかの機能との組み合わせ

                           
                           	
                              同時に実行できない機能

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              あり※4

                           
                        

                        
                           	
                              ログレスモード，または更新前ログ取得モードでのUAP，SQL実行時の影響

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              なし

                           
                           	
                              トランザクション性能が劣化※3

                           
                           	
                              システムログ適用化が必要

                           
                        

                        
                           	
                              運用

                           
                           	
                              災害対策用のサイトのHiRDB運用

                           
                           	
                              災害時だけ稼働

                           
                           	
                              災害時だけ稼働

                           
                           	
                              災害時だけ稼働

                           
                           	
                              常に稼働

                           
                        

                        
                           	
                              運用手順

                           
                           	
                              簡単

                           
                           	
                              簡単

                           
                           	
                              やや複雑

                           
                           	
                              複雑

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※1

                  	
                     障害や，HiRDB管理者の操作の誤りによって，リモートサイトへの反映が正しく行われなかった場合，データ欠損が発生するか，またはリモートサイトでHiRDBが再開始できないことがあります。

                  

                  	注※2

                  	
                     サイト間伝送距離1500km，通信速度1ギガbpsの環境下で，リアルタイムSANレプリケーションを使用しないときのトランザクション性能を100とした場合の，おおよその相対値です。なお，相対値はメインサイトとリモートサイト間の減衰率に依存します。

                  

                  	注※3

                  	
                     詳細については，「運用時の注意事項（ハイブリッド方式限定）」を参照してください。

                  

                  	注※4

                  	
                     詳細については，「ほかの機能との関連」を参照してください。

                  

               

            
            
               1.4　前提プラットフォームおよび前提製品

               
                  1.4.1　前提プラットフォーム

                  前提プラットフォームを次に示します。メインサイトとリモートサイトで同じプラットフォームにしてください。

                  
                     	
                        AIX

                     

                     	
                        Linux

                     

                  

               
               
                  1.4.2　前提製品

                  リアルタイムSANレプリケーションを使用する場合，日立ディスクアレイシステムシリーズの製品が必要となります。前提製品を次の表に示します。なお，これらの前提製品はメインサイトとリモートサイトの両方に必要です。

                  日立ディスクアレイシステムシリーズの製品ごとに前提プラットフォームがあります。詳細は，日立ディスクアレイシステムのマニュアルを参照してください。

                  
                     表1‒7　前提製品
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 日立ディスクアレイシステムの機器名称

                              
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーションの処理方式

                              
                              	
                                 必要となる日立ディスクアレイシステム

                              
                           

                           
                              	
                                 全同期方式

                              
                              	
                                 全非同期方式

                              
                              	
                                 ハイブリッド方式

                              
                              	
                                 ログ同期方式

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 9500V

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       Hitachi TrueCopy basic

                                    

                                    	
                                       RAID Manager

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 9900V

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       Hitachi TrueCopy

                                    

                                    	
                                       Hitachi TrueCopy Asynchronous※2

                                    

                                    	
                                       RAID Manager

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 Adaptable Modular Storage（AMS）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       TrueCopy remote replication

                                    

                                    	
                                       RAID Manager

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 Network Storage Controller（NSC）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       TrueCopy

                                    

                                    	
                                       TrueCopy Asynchronous※2

                                    

                                    	
                                       RAID Manager

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 Universal Storage Platform（USP）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       TrueCopy

                                    

                                    	
                                       TrueCopy Asynchronous※2

                                    

                                    	
                                       RAID Manager

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 Virtual Storage Platform（VSP）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       TrueCopy

                                    

                                    	
                                       Universal Replicator※2

                                    

                                    	
                                       RAID Manager

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 Unified Storage（HUS）

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       TrueCopy

                                    

                                    	
                                       Universal Replicator※2

                                    

                                    	
                                       RAID Manager

                                    

                                 

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	(凡例)

                     	
                        ○：使用できます。

                        −：使用できません。

                     

                     	注※1

                     	
                        9530Vでは使用できません。

                     

                     	注※2

                     	
                        全非同期方式およびハイブリッド方式の場合，必要です。

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         第2編　全同期方式，全非同期方式，およびハイブリッド方式編

         
            2　システム設計時の考慮点

            
               この章では，システム設計時の考慮点について説明します。

            

            
               2.1　保護モードの選択（全非同期方式を除く）

               全同期方式，またはハイブリッド方式を選択した場合は保護モードを決定してください。リモートサイトへの同期コピーに失敗したときにHiRDBが行う処置を保護モードとして設定します。保護モードの選択基準を次の表に示します。

               なお，決定した保護モードはpd_rise_fence_levelオペランドに指定してください。

               
                  表2‒1　保護モードの選択基準
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              保護

                              モード

                           
                           	
                              同期コピーに失敗した

                              ときにHiRDBが行う処置

                           
                           	
                              メリット

                           
                           	
                              デメリット

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              data

                           
                           	
                              メインサイトの更新処理（同期コピーに失敗したファイルがあるボリュームの更新処理）を中止します。

                           
                           	
                              メインサイトとリモートサイトの整合性が常に保たれます。

                           
                           	
                              リモートサイトの障害がメインサイトの一部または全体に影響を与えます。特に，メインサイトとリモートサイト間のリンク障害が発生すると，メインサイトのすべてのボリュームが更新できなくなるため，メインサイトのHiRDBが異常終了することがあります。

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              メインサイトの更新処理を続行します。

                           
                           	
                              同期コピーの障害が発生しても，メインサイトの業務を続行できます。

                           
                           	
                              障害を回復し，メインサイトとリモートサイトのデータの整合性が保てるようになるまで，次に示す制限または現象が発生します。

                              
                                 	
                                    リモートサイトでHiRDBを再開始できない

                                 

                                 	
                                    サイトの切り替え時に一部のデータに欠損が発生することがある

                                 

                              

                              また，障害が発生したことをリモートサイトで検知できないことがあるため，該当するペア論理ボリュームグループの整合性の監視および保証が必要となります。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	参考

                  	
                     非同期コピーは常にneverとして動作します。

                  

               

            
            
               2.2　HiRDBの環境設定時の考慮点

               HiRDBの環境設定時の考慮点について説明します。

               
                  2.2.1　メインサイトとリモートサイトで一致させる項目

                  メインサイトとリモートサイトの両方にHiRDBシステムを構築します。メインサイトとリモートサイトで一致させる項目を次に示します。

                  
                     	
                        HiRDBおよび関連プログラムのバージョン

                     

                     	
                        HiRDB管理者の環境（ユーザID，グループID，環境変数）

                     

                     	
                        HiRDB運用ディレクトリの絶対パス名

                     

                     	
                        HiRDBシステム定義の内容※

                     

                     	
                        HiRDBファイルの絶対パス名

                     

                  

                  
                     	注※

                     	
                        「リモートサイトで変更する項目」で示すオペランドについては，メインサイトとリモートサイトで指定値を変更する必要があります。

                        
                           	注意事項

                           	
                              メインサイトとリモートサイトでこれらの項目が一致するかどうかをHiRDBはチェックしません。これらの項目が一致していない場合，HiRDBの動作は保証できません。

                           

                        

                        
                           	参考

                           	
                              HORCMINSTオペランドにはRAID Managerのインスタンス番号を指定します。このオペランドには，メインサイトとリモートサイトで同じ値を指定してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  2.2.2　リモートサイトで変更する項目

                  メインサイトのHiRDBの標準ホスト名とリモートサイトのHiRDBの標準ホスト名を変える必要があります。そのため，次の表に示すシステム定義のオペランドの指定値をメインサイトとリモートサイトで変更してください。

                  
                     表2‒2　メインサイトとリモートサイトで指定値を変更する必要があるオペランド
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オペランド名

                              
                              	
                                 オペランドの説明

                              
                              	
                                 リモートサイトでの指定値

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプション

                              
                              	
                                 ユニットを定義したサーバマシンのホスト名またはFQDNを指定します。

                              
                              	
                                 リモートサイトのホスト名またはFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdunitオペランドの-cオプション

                              
                              	
                                 予備系のホスト名またはFQDNを指定します。

                              
                              	
                                 リモートサイトの予備系のホスト名またはFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdstartオペランドの-xオプション

                              
                              	
                                 pdunitオペランドの-xオプションに指定したホスト名またはFQDNを指定します。

                              
                              	
                                 リモートサイトのホスト名またはFQDNを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdstartオペランドの-mおよび-nオプション

                              
                              	
                                 マルチコネクションアドレス機能を使用する場合に，HiRDBクライアントが接続するフロントエンドサーバのホスト名またはFQDNを指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_hostnameオペランド

                              
                              	
                                 ユニットを定義したサーバマシンの標準ホスト名を指定します。

                              
                              	
                                 リモートサイトの標準ホスト名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注意事項

                     	
                        メインサイトとリモートサイトでこれらのオペランドの値が異なるかどうかをHiRDBはチェックしません。これらのオペランドの値が同じ場合，HiRDBの動作は保証できません。

                     

                  

               
               
                  2.2.3　システム定義の指定

                  
                     (1)　指定するオペランド

                     リアルタイムSANレプリケーションを使用する場合に指定する必要があるオペランドを次の表に示します。

                     
                        表2‒3　指定する必要があるオペランド
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    リアルタイムSANレプリケーションの処理方式

                                 
                              

                              
                                 	
                                    全同期方式

                                 
                                 	
                                    全非同期方式

                                 
                                 	
                                    ハイブリッド方式

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_rise_use

                                 
                                 	
                                    Y

                                 
                                 	
                                    Y

                                 
                                 	
                                    Y

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_rise_pairvolume_combination

                                 
                                 	
                                    sync

                                 
                                 	
                                    async

                                 
                                 	
                                    hybrid

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_rise_fence_level

                                 
                                 	
                                    dataまたはnever※

                                 
                                 	
                                    省略

                                 
                                 	
                                    dataまたはnever※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_rise_disaster_mode

                                 
                                 	
                                    省略

                                 
                                 	
                                    省略

                                 
                                 	
                                    normal

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HORCMINST

                                 
                                 	
                                    RAID Managerのインスタンス番号

                                 
                              

                           
                        

                     
                     注※　適用する保護モードを指定します。

                  
                  
                     (2)　制限を受けるオペランド

                     リアルタイムSANレプリケーションを使用する場合に制限を受けるオペランドを次の表に示します。これらの制限事項に違反した場合は，pdconfchkコマンドまたはHiRDBの開始時にKFPS01896-Eエラーとなります。

                     
                        表2‒4　制限を受けるシステム定義のオペランド
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    制限事項

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_mode_conf

                                 
                                 	
                                    MANUAL1またはMANUAL2を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_dbsync_point

                                 
                                 	
                                    ハイブリッド方式の場合，syncを指定するか，またはこのオペランドを省略してください。全同期方式および全非同期方式の場合，制限事項はありません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_hostname

                                 
                                 	
                                    省略できません。メインサイトまたはリモートサイトの標準ホスト名を指定してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
            
            
               2.3　RAID Managerの環境設定時の考慮点

               
                  2.3.1　環境設定時の考慮点

                  RAID Managerの環境設定時の考慮点について説明します。RAID Managerの環境設定の詳細については，RAID Managerのマニュアルを参照してください。

                  
                     (1)　RAID Manager管理者

                     HiRDBからRAID Managerに問い合せをするため，HiRDB管理者にRAID Manager管理者の権限を与えてください。

                  
                  
                     (2)　インスタンス

                     更新コピーの対象ファイルを配置したペアボリュームを，一つのインスタンスとして運用操作してください。インスタンス番号については任意でかまいませんが，ShadowImage(HOMRCF)と組み合わせる場合は，ShadowImage用のインスタンスと別の番号にしてください。また，インスタンス番号をHORCMINSTオペランドに指定してください。このとき，メインサイトとリモートサイトで同じ値を指定してください。

                  
                  
                     (3)　RAID Managerのコマンドの実行環境

                     HiRDBがRAID Managerのコマンドを発行してTrueCopyおよびUniversal Replicatorの状態を取得するため，HiRDBから発行するRAID
                        Managerのコマンドが，TrueCopyおよびUniversal Replicatorのコマンドとして動作するようにしてください。

                  
               
            
            
               2.4　HiRDBファイルシステム領域作成時の考慮点

               HiRDBファイルシステム領域作成時の考慮点について説明します。

               
                  2.4.1　ファイル区分

                  リアルタイムSANレプリケーションでは，HiRDBファイルシステム領域の種類とHiRDBファイルの種類の組み合わせで決まる分類をファイル区分という概念で表します。リアルタイムSANレプリケーションで使用するファイル区分を次の表に示します。

                  
                     表2‒5　リアルタイムSANレプリケーションで使用するファイル区分
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域の種類※1

                              
                              	
                                 pdfmkfsコマンドの

                                 -kオプションの指定

                              
                              	
                                 ファイル区分

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域

                              
                              	
                                 DB

                              
                              	
                                 DB

                              
                           

                           
                              	
                                 共用RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域

                              
                              	
                                 SDB

                              
                              	
                                 DB

                              
                           

                           
                              	
                                 システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                              
                              	
                                 システムログファイル

                              
                              	
                                 SYS

                              
                              	
                                 LOG

                              
                           

                           
                              	
                                 シンクポイントダンプファイル

                              
                              	
                                 SPD

                              
                           

                           
                              	
                                 ユニット用ステータスファイル

                              
                              	
                                 USTS

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバ用ステータスファイル

                              
                              	
                                 SSTS

                              
                           

                           
                              	
                                 監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                              
                              	
                                 監査証跡ファイル※2

                              
                              	
                                 SYS

                              
                              	
                                 なし

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※1

                     	
                        記載されていないHiRDBファイルシステム領域のファイル（例えば，アンロードログファイルなど）は，ファイル区分なしとなります。また，ログ同期方式の場合，副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルもファイル区分なしとなります。

                     

                     	注※2

                     	
                        セキュリティ監査機能を使用する場合に作成します。

                     

                  

               
               
                  2.4.2　HiRDBファイルシステム領域を作成するときの留意事項

                  HiRDBファイルシステム領域を作成するときの留意事項を次に示します。

                  
                     	
                        更新コピーの対象ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域（RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域，システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域）は，キャラクタ型スペシャルファイルに作成してください。

                     

                     	
                        pdfmkfsコマンドで表「リアルタイムSANレプリケーションで使用するファイル区分」に示すHiRDBファイルシステム領域を作成する場合は，-kオプションにDB，SDB，またはSYSを指定してください。-kオプションにSVRを指定したり，-kオプションを省略したりしないでください。

                     

                     	
                        全同期方式，ハイブリッド方式，またはログ同期方式を適用する場合は，システムファイル用のHiRDBファイルシステム領域を次に示すようにそれぞれ個別に作成してください。

                        
                           	
                              システムログファイル専用のHiRDBファイルシステム領域

                           

                           	
                              シンクポイントダンプファイル専用のHiRDBファイルシステム領域

                           

                           	
                              ユニット用ステータスファイル専用のHiRDBファイルシステム領域

                           

                           	
                              サーバ用ステータスファイル専用のHiRDBファイルシステム領域

                           

                        

                     

                     	
                        HiRDB/パラレルサーバに全同期方式，ハイブリッド方式，またはログ同期方式を適用する場合は，HiRDBファイルシステム領域を使用するサーバ（またはユニット）を混在しないようにしてください。また，共用RDエリア用のHiRDBファイルシステム領域の場合は，HiRDBファイルシステム領域を使用する更新可能バックエンドサーバを混在しないようにしてください。

                        
                           	注意事項

                           	
                              これらの条件が満たされているかどうかをHiRDBはチェックしません。これらの条件が満たされていない場合，HiRDBの動作は保証できません。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  2.4.3　HiRDBファイルシステム領域の構成例

                  HiRDB/パラレルサーバに全同期方式，ハイブリッド方式，またはログ同期方式を適用する場合のHiRDBファイルシステム領域の構成例を次に示します。

                  
                     (1)　正しい例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           ファイル区分が同じで，かつ使用するサーバが同じです。

                        

                     

                  
                  
                     (2)　間違った例

                     [image: [図データ]]

                     
                        	〔説明〕

                        	
                           使用するサーバ（DSとBES1）が混在しています。

                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           使用するサーバ（BES1とBES2）が混在しています。

                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           ファイル区分（LOG，SPD，SSTS）が混在しています。

                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           ファイル区分に該当しない監査証跡ファイルがあります。

                           [image: [図データ]]

                        

                        	〔説明〕

                        	
                           ファイル区分に該当しない副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルがあります。

                        

                     

                  
               
            
            
               2.5　ボリュームの設計時の考慮点

               ボリュームの設計時の考慮点について説明します。

               
                  2.5.1　ペアボリューム設計時の考慮点

                  更新コピーの対象ファイルを格納するペアボリュームを設計するときの考慮点を次の表に示します。

                  
                     表2‒6　ペアボリュームを設計するときの考慮点
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項目

                              
                              	
                                 考慮点

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 HiRDBファイルシステム領域との対応

                              
                              	
                                 ログ同期方式の場合，LVMなどを使用して，ペアボリュームを論理ボリューム（LV）として扱い，そのLVにHiRDBファイルシステムを配置してはいけません。

                              
                           

                           
                              	
                                 容量

                              
                              	
                                 ペアボリュームの容量は，対応づけたHiRDBファイルシステム領域の容量以上が必要です。

                              
                           

                           
                              	
                                 総数

                              
                              	
                                 更新コピーを行うHiRDBファイルシステム領域数＋予備数

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注意事項

                     	
                        これらの条件が満たされているかどうかをHiRDBはチェックしません。これらの条件が満たされていない場合，HiRDBの動作は保証できません。

                     

                  

               
               
                  2.5.2　ペア論理ボリューム設計時の考慮点

                  RAID Managerのマニュアルに従ってペアボリュームにペア論理ボリュームを割り当ててください。

               
               
                  2.5.3　ペア論理ボリュームグループ設計時の考慮点

                  
                     (1)　名称規則

                     次の表に示すペア論理ボリュームグループの名称規則に従って，ペア論理ボリュームグループの名称を決めてください。

                     
                        表2‒7　ペア論理ボリュームグループの名称規則
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ファイル区分

                                 
                                 	
                                    リアルタイムSANレプリケーションの処理方式

                                 
                              

                              
                                 	
                                    全同期方式，ハイブリッド方式，またはログ同期方式

                                 
                                 	
                                    全非同期方式

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    DB

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    aaaa_ALL

                                    すべてのファイル区分について，一つのペア論理ボリュームグループに割り当てます。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    LOG

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                              

                              
                                 	
                                    SPD

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    USTS

                                 
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    SSTS

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    監査証跡グループ名※：上記以外の任意の名称

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           aaaa：HiRDB識別子

                           bb....bb：サーバ名

                           cccc：ユニット識別子

                        

                        	注※

                        	
                           セキュリティ監査機能の監査証跡をメインサイトからリモートサイトへ引き継ぐ場合に作成する，監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域を作成するペア論理ボリュームグループ名

                        

                     

                  
                  
                     (2)　ペア論理ボリュームとの対応

                     全同期方式，ハイブリッド方式，またはログ同期方式では，ペア論理ボリュームの設計が正しく行われると，ペア論理ボリューム内にあるファイルのファイル区分や，そのファイルを使用するユニット，サーバはすべて同じになります。ファイル区分が異なる場合や，使用するユニット，サーバが異なる場合は，「HiRDBファイルシステム領域を作成するときの留意事項」の記載事項を確認してください。

                  
                  
                     (3)　構成例

                     ペア論理ボリュームグループ（ペア論理ボリューム）上に，更新コピーの対象ファイル（HiRDBファイルシステム領域）を配置します。全同期方式，ハイブリッド方式，およびログ同期方式でのファイル配置の構成例を次の図に示します。

                     
                        図2‒1　ファイル配置の構成例
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           HRD1：HiRDB識別子

                           UNT1：ユニット識別子

                           sds1：サーバ名

                           RD：ユーザ用RDエリアのファイル

                           MAST：マスタディレクトリ用RDエリアのファイル

                           DDIC：データディクショナリ用RDエリアのファイル

                           LOG：システムログファイル

                           SPD：シンクポイントダンプファイル

                           SSTS：サーバ用ステータスファイル

                           USTS：ユニット用ステータスファイル

                           
                              	ポイント

                              	
                                 
                                    	
                                       ペア論理ボリュームグループは，ファイル区分とファイルを使用するサーバ（またはユニット）ごとに作成します。

                                    

                                    	
                                       更新コピーの対象ファイルは，ファイル区分とファイルを使用するサーバ（またはユニット）が一致するペア論理ボリュームグループに配置します。

                                    

                                    	
                                       ファイル区分とファイルを使用するサーバが一致しないファイルを，同じペア論理ボリュームグループ内に配置できません。

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	対応関係

                        	
                           
                              	
                                 ペア論理ボリュームグループは複数のペア論理ボリュームで構成されます。

                              

                              	
                                 一つのペア論理ボリュームは一つのペアボリュームに対応しています。

                              

                              	
                                 一つのペアボリュームは一つのHiRDBファイルシステム領域に対応しています。

                              

                              	
                                 一つのHiRDBファイルシステム領域内には複数のファイルを格納できます。

                              

                           

                        

                     

                  
               
               
                  2.5.4　ペアボリュームの構成例

                  HiRDB/シングルサーバにリアルタイムSANレプリケーションを適用したときのペアボリュームの構成例を次の図に示します。

                  
                     	
                        ペアボリュームの構成例（全同期方式の場合）

                     

                     	
                        ペアボリュームの構成例（全非同期方式の場合）

                     

                     	
                        ペアボリュームの構成例（ハイブリッド方式の場合）

                     

                  

                  
                     	●図2-2〜図2-4の共通事項

                     	
                        
                           	
                              HiRDB識別子：HRD1

                           

                           	
                              ユニット識別子：UNT1

                           

                           	
                              サーバ名：sds1

                           

                           	
                              MASTER：マスタディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              DDIC：データディクショナリ用RDエリア

                           

                           	
                              DDIR：データディレクトリ用RDエリア

                           

                           	
                              USER：ユーザ用RDエリア

                           

                           	
                              LOG_nx：システムログファイル

                              n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                           

                           	
                              SPD_nx：シンクポイントダンプファイル

                              n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                           

                           	
                              USTS_nx：ユニット用ステータスファイル

                              n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                           

                           	
                              SSTS_nx：サーバ用ステータスファイル

                              n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                           

                           	
                              LUnn：ペアボリューム名

                              n：1〜16は同一番号を持つペアボリューム名同士をペアボリューム化していることを示しています。

                           

                           	
                              図中の意味を次に示します。

                              [image: [図データ]]

                              
                                 図2‒2　ペアボリュームの構成例（全同期方式の場合）
                                 [image: [図データ]]

                              
                              
                                 図2‒3　ペアボリュームの構成例（全非同期方式の場合）
                                 [image: [図データ]]

                              
                              
                                 図2‒4　ペアボリュームの構成例（ハイブリッド方式の場合）
                                 [image: [図データ]]

                              
                           

                        

                     

                  

               
               
                  2.5.5　システム構成例

                  ハイブリッド方式のシステム構成例（HiRDB/シングルサーバの場合）を次の図に示します。

                  
                     図2‒5　ハイブリッド方式のシステム構成例（HiRDB/シングルサーバの場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        DB：データベースファイル

                        LOG：システムログファイル

                        SPD：シンクポイントダンプファイル

                        USTS：ユニット用ステータスファイル

                        SSTS：サーバ用ステータスファイル

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         
            3　システムの構築

            
               この章では，ディザスタリカバリシステムの構築手順について説明します。

            

            
               3.1　ディザスタリカバリシステムの構築手順

               ディザスタリカバリシステムの構築手順を次の図に示します。

               
                  図3‒1　ディザスタリカバリシステムの構築手順
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注

                  	
                     図中の番号は，「ディザスタリカバリシステム構築時の作業」の項番号に対応しています。

                  

               

            
            
               3.2　ディザスタリカバリシステム構築時の作業

               ディザスタリカバリシステム構築時の作業について説明します。

               
                  3.2.1　RAID Managerの環境構築

                  
                     (1)　RAID Managerのコンフィグファイル

                     ペア論理ボリュームグループはRAID Managerのコンフィグファイル（HORCM_CONF）に指定します。RAID Managerのコンフィグファイルに対応づける項目を次の表に示します。

                     
                        表3‒1　RAID Managerのコンフィグファイルに対応づける項目
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    項目名

                                 
                                 	
                                    RAID Managerのコンフィグファイル（HORCM_CONF）

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    ペア論理ボリューム

                                 
                                 	
                                    HORCM_DEV dev_nameパラメタ

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ペア論理ボリュームグループ

                                 
                                 	
                                    HORCM_DEV dev_groupパラメタ

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
                  
                     (2)　RAID Managerインスタンスの起動

                     「RAID Managerのコンフィグファイル」で構築したRAID Managerインスタンスを，メインサイトおよびリモートサイトで起動します。RAID Managerインスタンスの起動には，RAID Managerのhorcmstartコマンドを使用します。horcmstartコマンドについては，RAID
                        Managerのマニュアルを参照してください。

                  
                  
                     (3)　ペア論理ボリュームグループの生成

                     RAID Managerのpaircreateコマンドでペア論理ボリュームグループを生成します。このとき，メインサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。paircreateコマンドについては，RAID
                        Managerのマニュアルを参照してください。

                     paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（-fオプションの値）は，リアルタイムSANレプリケーションの処理方式（pd_rise_pairvolume_combinationオペランドの値），および保護モード（pd_rise_fence_levelオペランドの値）によって異なります。関係を次の表に示します。

                     
                        表3‒2　paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    リアルタイムSANレプリ

                                    ケーションの処理方式（pd_rise_pairvolume_

                                    combinationオペランドの値）

                                 
                                 	
                                    保護モード

                                    （pd_rise_fence_level

                                    オペランドの値）

                                 
                                 	
                                    ペア論理ボリューム

                                    グループ名

                                 
                                 	
                                    フェンスレベル

                                    （paircreate

                                    コマンドの

                                    -fオプション

                                    の値）

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    sync

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡グループ名※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    never

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    never

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡グループ名※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    async

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    aaaa_ALL

                                 
                                 	
                                    async

                                 
                              

                              
                                 	
                                    hybrid

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    async

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡グループ名※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    never

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    async

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                                 	
                                    never

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡グループ名※

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           aaaa：HiRDB識別子

                           bb....bb：サーバ名

                           cccc：ユニット識別子

                           −：該当しません。

                        

                        	注※

                        	
                           セキュリティ監査機能の監査証跡をメインサイトからリモートサイトへ引き継ぐ場合に作成する，監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域を作成するペア論理ボリュームグループ名

                        

                     

                     また，非同期ペアボリュームを作成するときに指定するコンシステンシーグループについても，リアルタイムSANレプリケーションの処理方式（pd_rise_pairvolume_combinationオペランドの値）によって異なります。関係を次の表に示します。

                     
                        表3‒3　paircreateコマンド実行時に指定するコンシステンシーグループ（-fオプションの値）
                        
                           
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    リアルタイムSANレプリ

                                    ケーションの処理方式（pd_rise_pairvolume_

                                    combinationオペランドの値）

                                 
                                 	
                                    ペア論理

                                    ボリューム

                                    グループ名

                                 
                                 	
                                    コンシステンシーグループID

                                    （paircreateコマンドの-fオプションの値）

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    sync

                                 
                                 	
                                    非同期ペアボリュームはありません。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    async

                                 
                                 	
                                    aaaa_ALL

                                 
                                 	
                                    HiRDBシステム内の全ペア論理ボリュームグループを，同じコンシステンシーグループに割り当ててください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡グループ名※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    hybrid

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    各ペア論理ボリュームグループを異なるコンシステンシーグループに割り当ててください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           aaaa：HiRDB識別子

                           bb....bb：サーバ名

                        

                        	注※

                        	
                           セキュリティ監査機能の監査証跡をメインサイトからリモートサイトへ引き継ぐ場合に作成する，監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域を作成するペア論理ボリュームグループ名

                        

                     

                     ペア論理ボリュームグループの作成例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                     
                        	
                           HiRDB識別子：HRD1

                        

                        	
                           ユニット識別子：UNT1

                        

                        	
                           サーバ名：sds1

                        

                     

                     ●システム定義の例

                     set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = hybrid
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                     ●paircreateコマンドの実行例（メインサイトから実行）

                     paircreate -g HRD1_sds1_DB -f async -vl
paircreate -g HRD1_sds1_LOG -f data -vl
paircreate -g HRD1_UNT1_USTS -f data -vl
paircreate -g HRD1_sds1_SSTS -f data -vl
paircreate -g HRD1_sds1_SPD -f data -vl

                  
               
               
                  3.2.2　メインサイトのHiRDBの環境構築

                  メインサイトのHiRDBシステムを構築してください。HiRDBシステムの構築方法については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        HiRDBファイルシステム領域とペアボリュームとの対応に誤りがないように注意してください。対応に誤りがあると，データ欠損が発生したり，リモートサイトでの再開始ができなくなったりします。

                     

                  

                  リアルタイムSANレプリケーションに関するオペランドを次の表に示します。各オペランドの説明については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

                  
                     表3‒4　リアルタイムSANレプリケーションに関するオペランド
                     
                        
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 オペランド名

                              
                              	
                                 説明または注意事項

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pd_rise_use

                              
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーションを使用するかどうかを指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_rise_pairvolume_combination

                              
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーションの処理方式を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_rise_disaster_mode

                              
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーションの処理方式がハイブリッド方式の場合，メインサイトとリモートサイト間で同期を取って，データの整合性を維持するかどうかを指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_rise_fence_level

                              
                              	
                                 障害が発生して，リモートサイトのボリュームに対するデータの同期コピー（HiRDBファイルの全部または一部を転送すること）が失敗したときの，HiRDBの処理を指定します（フェンスレベルを指定します）。

                              
                           

                           
                              	
                                 HORCMINST

                              
                              	
                                 ペア論理ボリュームを定義したRAID Managerのインスタンス番号を指定します。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_mode_conf

                              
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーションを使用（pd_rise_useオペランドにYを指定）する場合はMANUAL1またはMANUAL2を指定します。pd_rise_useオペランドにYを指定している場合にこのオペランドにAUTOを指定すると，HiRDBの開始処理がエラーになります。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_dbsync_point

                              
                              	
                                 pd_rise_useオペランドにYを指定し，かつpd_rise_pairvolume_combinationオペランドにhybridを指定する場合はsyncを指定してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_rdarea_open_attribute

                              
                              	
                                 このオペランドにSCHEDULEを指定した場合の注意事項を次に示します。

                                 
                                    	
                                       リアルタイムSANレプリケーションの処理方式がハイブリッド方式の場合，トランザクション終了時に1トランザクション当たり2秒以上のオーバヘッドが掛かります。

                                    

                                    	
                                       リアルタイムSANレプリケーションの処理方式がハイブリッド方式の場合，リモートサイトへのデータベースの同期待ち合わせを行います。トランザクションの終了時，「アクセスしたRDエリア数×2秒」以上のオーバヘッドが掛かることがあります。

                                    

                                 

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_spool_cleanup_interval_level

                                 pd_spool_cleanup_level

                              
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーション使用時に出力されるトランザクション情報ファイルが，このオプションの指定値によって削除対象になります。

                              
                           

                           
                              	
                                 pd_hostname

                              
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーションを使用する場合はこのオペランドを省略できません。メインサイトのpd_hostnameオペランドにはメインサイトの標準ホスト名を，リモートサイトのpd_hostnameオペランドにはリモートサイトの標準ホスト名を指定してください。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  3.2.3　メインサイトのHiRDBの構成確認

                  RAID Managerの環境作成とメインサイトのHiRDBの環境構築が終了したあとに，pdconfchkおよびpdrisechkコマンドでメインサイトのHiRDBの構成確認をしてください。

                  なお，これらのコマンドではチェックできない項目があります。コマンドでチェックできない項目については，HiRDB管理者がチェックをしてください。コマンドでのHiRDBの構成確認可否を次の表に示します。

                  
                     表3‒5　コマンドでのHiRDBの構成確認可否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 チェック項目

                              
                              	
                                 コマンドでの確認可否

                              
                           

                           
                              	
                                 pdconfchk

                              
                              	
                                 pdrisechk

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 指定する必要があるオペランドを指定しているか

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 RAID Managerのコンフィグレーションファイルの指定が正しいか

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 RAID Managerインスタンス番号が正しいか※1

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 RAID Managerインスタンスが起動しているか※2

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 更新コピーが必要なペア論理ボリュームグループがすべてあるか

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○※3

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 項番5のペア論理ボリュームグループのボリューム属性について，pdrisechkコマンドを実行したサイトがP-VOLになっているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 7

                              
                              	
                                 項番5のペア論理ボリュームグループのペアステータスについて，pdrisechkコマンドを実行したサイトがPAIRになっているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 項番5のペア論理ボリュームグループのフェンスレベルが，表「paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル」で示す仕様に従っているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 9

                              
                              	
                                 項番5のペア論理ボリュームグループのうち，非同期ペアボリュームが表「paircreateコマンド実行時に指定するコンシステンシーグループ（-fオプションの値）」の規則に従ってコンシステンシーグループを正しく設定しているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 HiRDBファイルがすべてあるか

                              
                              	
                                 ○※4

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 11

                              
                              	
                                 HiRDBファイルが「名称規則」の規則に従っていて，正しいペア論理ボリュームグループに配置されているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：チェックできます。

                        ×：チェックできません。HiRDB管理者がチェックしてください。

                     

                     	注※1

                     	
                        HiRDBに指定するRAID Managerのインスタンス番号（HORCMINST）に，実在する別のインスタンスを指定すると，項番5〜9のチェックが正しくできません。

                     

                     	注※2

                     	
                        HiRDBに指定するRAID Managerの，インスタンス番号（HORCMINST）に対応するインスタンスが稼働していない場合，項番5〜9のチェックが正しくできません。

                     

                     	注※3

                     	
                        フロータブルサーバ（データ取り出しバックエンドサーバ）について，RDエリアを配置したHiRDBファイルに対応するペア論理ボリュームグループがないことを示すエラーメッセージ（KFPS04680-E）が出力された場合は無視します。

                     

                     	注※4

                     	
                        -nオプションを指定した場合は×になります。

                     

                  

               
               
                  3.2.4　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）

                  更新コピーの対象ファイルを配置したペア論理ボリュームグループをRAID Managerのhorctakeoverコマンドでリモートサイトにテイクオーバします。このとき，リモートサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。ペア論理ボリュームグループはすべてテイクオーバしてください。horctakeoverコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

                  ペア論理ボリュームグループのテイクオーバの実行例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                  
                     	
                        HiRDB識別子：HRD1

                     

                     	
                        ユニット識別子：UNT1

                     

                     	
                        サーバ名：sds1

                     

                  

                  ●システム定義の例

                  set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = hybrid
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                  ●horctakeoverコマンドの実行例（リモートサイトから実行）

                  horctakeover -g HRD1_sds1_DB -t 10000
horctakeover -g HRD1_sds1_LOG
horctakeover -g HRD1_UNT1_USTS
horctakeover -g HRD1_sds1_SSTS
horctakeover -g HRD1_sds1_SPD

               
               
                  3.2.5　リモートサイトのペア論理ボリュームグループの状態チェック

                  ペア論理ボリュームグループをテイクオーバしたあと，ペア論理ボリュームグループの状態をRAID Managerのpairvolchkコマンドで確認してください。テイクオーバのあと，リモートサイトのペア論理ボリュームグループの属性とステータスがP-VOLとPAIRの場合はテイクオーバが成功しています。pairvolchkコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

               
               
                  3.2.6　リモートサイトのHiRDBの環境構築

                  リモートサイトのHiRDBシステムを構築してください。HiRDBシステムの構築方法については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              HiRDBファイルシステム領域とペアボリュームとの対応に誤りがないように注意してください。

                           

                           	
                              リモートサイトで使用するHiRDBファイル（ファイル区分がDB，USTS，SSTS，LOG，およびSPD）は，メインサイトで作成したHiRDBファイルがコピーされて同期化されています。そのため，リモートサイトでこれらのファイルは作成しないでください。

                           

                        

                     

                  

                  リアルタイムSANレプリケーションに関するオペランドについては，表「リアルタイムSANレプリケーションに関するオペランド」を参照してください。各オペランドの説明については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照してください。

               
               
                  3.2.7　リモートサイトのHiRDBの構成確認

                  リモートサイトのHiRDBの環境構築が終了したあとに，pdconfchkおよびpdrisechkコマンドでリモートサイトのHiRDBの構成確認をしてください。なお，これらのコマンドではチェックできない項目があります。コマンドでチェックできない項目については，HiRDB管理者がチェックをしてください。詳細については，表「コマンドでのHiRDBの構成確認可否」を参照してください。

               
               
                  3.2.8　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（リモート→メイン）

                  更新コピーの対象ファイルを配置したペア論理ボリュームグループを，RAID Managerのhorctakeoverコマンドでメインサイトにテイクオーバします。このとき，メインサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。ペア論理ボリュームグループはすべてテイクオーバしてください。horctakeoverコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

               
               
                  3.2.9　メインサイトのペア論理ボリュームグループの状態チェック

                  ペア論理ボリュームグループをテイクオーバしたあと，ペア論理ボリュームグループの状態をRAID Managerのpairvolchkコマンドで確認してください。テイクオーバのあと，メインサイトのペア論理ボリュームグループの属性とステータスがP-VOLとPAIRの場合はテイクオーバが成功しています。pairvolchkコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

               
            
         
      
   
      
         
            4　メインサイトの運用

            
               この章では，通常運用時のメインサイトの運用方法について説明します。

            

            
               4.1　HiRDBの開始方法

               メインサイトのHiRDBの開始方法について説明します。

               
                  4.1.1　メインサイトのHiRDBの開始手順

                  メインサイトのHiRDBの開始手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              HiRDBが使用するインスタンスのRAID Managerを起動します。

                           

                           	
                              ペア論理ボリュームグループの状態を確認します。確認方法については，「ペア論理ボリュームグループの状態確認」を参照してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでメインサイトのHiRDBを開始します。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    各プラットフォームに用意されているシステム起動初期化コマンド（/sbin/rcなど）から，pdstartコマンドを実行しないでください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  4.1.2　ペア論理ボリュームグループの状態確認

                  メインサイトのHiRDBを開始する前にペア論理ボリュームグループのボリューム属性とペアステータスを確認してください。その組み合わせによっては，HiRDBを開始できない，またはリモートサイトへの切り替えができないことがあります。HiRDBを開始できるか，リモートサイトへの切り替えができるかは次に示す手順で調べてください。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              ペア論理ボリュームグループのボリューム属性とペアステータスを確認します。ペア論理ボリュームグループごとに確認し，表「メインサイトのHiRDBの開始可否，およびリモートサイトへの切り替え可否」でメインサイトのHiRDBの開始可否，およびリモートサイトへの切り替え可否を確認してください。すべてのペア論理ボリュームグループに対してこの作業を実行してください。

                           

                           	
                              表「メインサイトのHiRDBの開始可否」でメインサイトのHiRDBの開始可否を確認します。

                           

                           	
                              表「リモートサイトへの切り替え可否」でリモートサイトへの切り替え可否を確認します。

                           

                        

                     

                  

                  障害が発生して，メインサイトのHiRDBが開始できないときや，リモートサイトへの切り替えができないときの対処方法については，「障害発生時の運用」を参照してください。

                  
                     表4‒1　メインサイトのHiRDBの開始可否，およびリモートサイトへの切り替え可否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リアルタイムSANレプリケーションの処理方式

                              
                              	
                                 保護

                                 モード

                              
                              	
                                 ボリューム属性

                              
                              	
                                 ペア

                                 ステータス

                              
                              	
                                 各ペア論理ボリュームグループのHiRDBの開始可否

                              
                              	
                                 各ペア論理ボリュームグループのリモートサイトへの切り替え可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 全同期方式またはハイブリッド方式

                              
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 SMPL

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 S-VOL

                              
                              	
                                 ＊

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 P-VOL

                              
                              	
                                 COPY

                              
                              	
                                 可能※3

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PSUE

                              
                              	
                                 不可

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                           

                           
                              	
                                 PSUS

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PAIR

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 SMPL

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 S-VOL

                              
                              	
                                 ＊

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 P-VOL

                              
                              	
                                 COPY

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PSUE

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PSUS

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PAIR

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                           

                           
                              	
                                 全非同期方式

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 SMPL

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 S-VOL

                              
                              	
                                 ＊

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 P-VOL

                              
                              	
                                 COPY

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PSUE

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ○※2

                              
                           

                           
                              	
                                 PSUS

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 PAIR

                              
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 ○※2

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        −：該当しません。

                        
                           	ペアステータス：

                           	
                              ×：ペアステータスがありません。

                              ＊：すべてのペアステータスを含みます。

                           

                           	各ペア論理ボリュームグループのHiRDBの開始可否：

                           	
                              可能：メインサイトのHiRDBを開始できます。

                              不可：メインサイトのHiRDBを開始できません。

                              禁止：ボリューム属性，ペアステータスの特性上，HiRDBを開始してはいけません。

                           

                           	各ペア論理ボリュームグループのリモートサイトへの切り替え可否：

                           	
                              ○：リモートサイトへの切り替えができます。

                              △：すでにリモートサイトへの切り替えを行っています。

                              ×：リモートサイトへの切り替えを保証しません。

                           

                        

                     

                  

                  注※1　データ欠損は発生しません。

                  注※2　データ欠損が発生します。

                  注※3　ハイブリッド方式の場合，データベースのペアステータスがPAIR以外のときはHiRDBを開始できません。

                  
                     表4‒2　メインサイトのHiRDBの開始可否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 各ペア論理ボリュームグループのHiRDBの開始可否※1

                              
                              	
                                 組み合わせたときのHiRDBの開始可否

                              
                           

                           
                              	
                                 可能

                              
                              	
                                 不可

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                           
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 不可※2

                              
                           

                           
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                           
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 可能

                              
                           

                           
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                           
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 不可

                              
                           

                           
                              	
                                 なし

                              
                              	
                                 あり

                              
                              	
                                 禁止

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        可能：メインサイトのHiRDBを開始できます。

                        不可：メインサイトのHiRDBを開始できません。

                        禁止：ボリューム属性，ペアステータスの特性上，HiRDBを開始してはいけません。

                     

                     	注※1

                     	
                        表「メインサイトのHiRDBの開始可否，およびリモートサイトへの切り替え可否」の「各ペア論理ボリュームグループのHiRDBの開始可否」のことです。

                     

                     	注※2

                     	
                        開始可否が不可となるペア論理ボリュームグループを閉塞すると，HiRDBを開始できることがあります。

                        
                           表4‒3　リモートサイトへの切り替え可否
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       各ペア論理ボリュームグループのリモートサイトへの切り替え可否※

                                    
                                    	
                                       組み合わせたときのリモートサイトへの切り替え可否

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       ○

                                    
                                    	
                                       △

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       ○

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       △

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       なし

                                    
                                    	
                                       あり

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	（凡例）

                     	
                        ○：リモートサイトへの切り替えができます。

                        △：すでにリモートサイトへの切り替えを行っています。

                        ×：リモートサイトへの切り替えを保証しません。

                     

                     	注※

                     	
                        表「メインサイトのHiRDBの開始可否，およびリモートサイトへの切り替え可否」の「各ペア論理ボリュームグループのリモートサイトへの切り替え可否」のことです。

                     

                  

               
            
            
               4.2　運用時の注意事項（ハイブリッド方式限定）

               ハイブリッド方式で運用する場合の注意事項について説明します。

               
                  4.2.1　メインサイトとリモートサイトのデータベースの更新同期を取る必要がある場合

                  ハイブリッド方式を使用している場合，表「データベースの更新同期を取る必要があるコマンド」および表「データベースの更新同期を取る必要がある操作」で示す操作を行うと，そのときの更新データはシステムログファイルから回復できないため，メインサイトとリモートサイトのデータベースの更新同期を取る必要があります。更新同期を取る処理はHiRDBが行いますが，その分のオーバヘッドが掛かるため，表「データベースの更新同期を取る必要があるコマンド」および表「データベースの更新同期を取る必要がある操作」で示す操作の処理時間が通常より長くなります。また，これらの操作を行ったときにKFPS04680-Eメッセージが出力された場合，これらの操作で更新したRDエリアはサイトを切り替えたあとにデータの回復を保証しません。データベースの更新同期を取る必要があるコマンドおよびデータベースの更新同期を取る必要がある操作を次の表に示します。

                  
                     表4‒4　データベースの更新同期を取る必要があるコマンド
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 コマンド名

                              
                              	
                                 オプション

                              
                              	
                                 コマンドの説明

                              
                              	
                                 オーバヘッド

                              
                              	
                                 KFPS04680-Eメッセージが出力されたときにデータの回復を保証しないRDエリア

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pdhold

                              
                              	
                                 -s

                              
                              	
                                 同期化閉塞

                              
                              	
                                 2（秒/-rオプションに指定したRDエリア）

                              
                              	
                                 -rオプションに指定したRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 -c

                              
                              	
                                 コマンド閉塞かつクローズ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdclose

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 RDエリアのクローズ

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrels

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 RDエリアの閉塞解除

                              
                           

                           
                              	
                                 pdorbegin

                              
                              	
                                 -r

                              
                              	
                                 オンライン再編成のデータベース静止化

                              
                              	
                                 2（秒/-rオプションに指定したRDエリア）

                              
                              	
                                 -rオプションに指定したRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 -s

                              
                              	
                                 2（秒/-sオプションに指定したサーバのRDエリア）

                              
                              	
                                 -sオプションに指定したサーバのRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 -t

                              
                              	
                                 2（秒/-tオプションに指定した表が格納されているRDエリア）

                              
                              	
                                 -tオプションに指定した表が格納されているRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 pdorend

                              
                              	
                                 -sオプション省略時

                              
                              	
                                 オンライン再編成の追い付き反映

                              
                              	
                                 2（秒/オンライン再編成閉塞状態のRDエリア）

                              
                              	
                                 オンライン再編成閉塞状態のRDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 -s

                              
                              	
                                 2（秒/-sオプションに指定したサーバのRDエリアの中で，オンライン再編成閉塞状態のRDエリア）

                              
                              	
                                 -sオプションに指定したサーバのRDエリアの中で，オンライン再編成閉塞状態のRDエリア

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：すべてのオプションが該当します。

                  
                     表4‒5　データベースの更新同期を取る必要がある操作
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 操作

                              
                              	
                                 オーバヘッド

                              
                              	
                                 KFPS04680-Eメッセージが出力されたときにデータの回復を保証しないRDエリア

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 コミットまたはロールバック

                              
                              	
                                 HiRDB Text Search Plug-inを使用した更新

                              
                              	
                                 2（秒/更新したRDエリア）

                              
                              	
                                 更新対象のユーザLOB用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 BLOBデータの更新

                              
                           

                           
                              	
                                 更新前ログ取得モードまたはログレスモードを使用した更新

                              
                              	
                                 更新対象のユーザ用RDエリアおよびユーザLOB用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 共用RDエリアの更新

                              
                              	
                                 更新対象の共用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 オープン属性がSCHEDULE属性のRDエリアの更新

                              
                              	
                                 更新対象のユーザ用RDエリアおよびユーザLOB用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 DISCONNECT

                              
                              	
                                 共用RDエリアの更新

                              
                              	
                                 更新対象の共用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 共用表への定義系SQLの実行※

                              
                              	
                                 2秒

                              
                              	
                                 定義系SQLを実行した共用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 共用表への排他モード指定のLOCK TABLEの実行※

                              
                              	
                                 LOCK TABLEを実行した共用RDエリア

                              
                           

                           
                              	
                                 RDエリアの自動増分

                              
                              	
                                 2（秒/回）

                              
                              	
                                 自動増分を実行したRDエリア

                              
                           

                        
                     

                  
                  注※　HiRDB/パラレルサーバの場合に該当します。HiRDB/シングルサーバの場合は対象外です。

               
               
                  4.2.2　データベースを初期設定するときの注意事項

                  データベースを初期設定するときに実行するpdinitコマンドは，更新ログを出力しないでマスタディレクトリ用RDエリアを更新します。そのため，pdinitコマンドの正常終了後，オンライン業務を開始する前に，シングルサーバまたはディクショナリサーバが使用するRDエリアを格納したペア論理ボリュームグループに対して，pairsyncwaitコマンド（-g
                     aaaa_bb....bb_DB -t 600オプション指定）を実行してください。そして，コマンドがDONEで正常終了するのを確認してください。データベースを初期設定するときの手順を次の図に示します。

                  
                     図4‒1　データベースを初期設定するときの手順
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
            
               4.3　RAID Managerのコマンド実行時の注意事項

               ペア論理ボリュームグループの操作はRAID Managerのコマンドで行います。RAID Managerのコマンドは，ペア論理ボリュームグループ単位に実行してください。なお，RAID
                  Managerのコマンドを実行するときは，RAID Managerのマニュアルに記載している各コマンドの注意事項を守ってください。

               
                  4.3.1　RAID Managerのコマンド実行可否

                  HiRDBが稼働しているかどうかによって，RAID Managerのコマンドが実行できるかどうかが決まります。RAID Managerのコマンド実行可否を次の表に示します。

                  
                     表4‒6　RAID Managerのコマンド実行可否（その1）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 コマンド名

                              
                              	
                                 機能概要

                              
                              	
                                 RAID Managerのコマンド実行可否

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの稼働時

                              
                              	
                                 HiRDB停止時

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 horcmshutdown

                              
                              	
                                 RAID Managerの停止

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 horctakeover

                              
                              	
                                 テイクオーバの実行

                              
                              	
                                 ×

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 paircreate

                              
                              	
                                 ペア論理ボリュームグループの生成

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ○※

                              
                           

                           
                              	
                                 pairsplit

                              
                              	
                                 ペア論理ボリュームグループの分割

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ○※

                              
                           

                           
                              	
                                 pairresync

                              
                              	
                                 ペア論理ボリュームグループの再同期

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 ○※

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：実行できます。

                        △：条件によって異なります。詳細については，表「RAID Managerのコマンド実行可否（その2）」に示します。

                        ×：実行を禁止します。

                     

                     	注※

                     	
                        コマンドの実行後，リモートサイトへの切り替えを保証できない期間が発生します。詳細については，「リモートサイトへの切り替えを保証できない期間」を参照してください。

                        
                           表4‒7　RAID Managerのコマンド実行可否（その2）
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       リアルタイムSANレプリケーションの処理方式

                                    
                                    	
                                       保護モード

                                    
                                    	
                                       RAID Managerのコマンド実行可否

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       全同期方式

                                    
                                    	
                                       data

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       never

                                    
                                    	
                                       ○※

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       全非同期方式

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       ○※

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       ハイブリッド方式

                                    
                                    	
                                       data

                                    
                                    	
                                       ×

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       never

                                    
                                    	
                                       ○※

                                    
                                 

                              
                           

                        
                     

                     	（凡例）

                     	
                        ○：実行できます。

                        ×：実行を禁止します。

                        −：該当しません。

                     

                     	注※

                     	
                        コマンドの実行後，リモートサイトへの切り替えを保証できない期間が発生します。詳細については，「リモートサイトへの切り替えを保証できない期間」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  4.3.2　リモートサイトへの切り替えを保証できない期間

                  RAID Managerのコマンドを実行したあと，リモートサイトへの切り替えを保証できない期間が発生します。リモートサイトへの切り替えを保証できない期間を次の表に示します。

                  
                     表4‒8　RAID Managerのコマンド実行後，リモートサイトへの切り替えを保証できない期間
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 コマンド名

                              
                              	
                                 コマンド実行後，リモートサイトへの切り替えを保証できない期間

                              
                           

                           
                              	
                                 始まり

                              
                              	
                                 終わり

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 horcmshutdown

                              
                              	
                                 コマンドの実行直後

                              
                              	
                                 RAID Managerが再起動して，シンクポイントが有効化されたとき

                              
                           

                           
                              	
                                 paircreate

                              
                              	
                                 コマンドを実行したペア論理ボリュームグループのステータスがPAIRになったとき

                              
                           

                           
                              	
                                 pairsplit

                              
                           

                           
                              	
                                 pairresync

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
         
      
   
      
         
            5　リモートサイトへの切り替え

            
               この章では，メインサイトからリモートサイトへの切り替え方法について説明します。

            

            
               5.1　サイトの切り替え

               この章の説明は，メインサイトからリモートサイトへの切り替えを想定しているため，リモートサイトからメインサイトに切り替える場合は，メインサイトとリモートサイトを読み替えてください。

               
                  5.1.1　サイトの切り替え方式

                  サイトの切り替え方式には幾つかの方式があります。サイトの切り替え方式を次の表に示します。

                  
                     表5‒1　サイトの切り替え方式
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 サイトの

                                 切り替え方式

                              
                              	
                                 説明

                              
                              	
                                 メインサイトの機器の停止可否（サイトの切り替え後）

                              
                              	
                                 サイトの切り替えの再実行可否（サイトを切り替えた直後）

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 計画的サイト切り替え

                              
                              	
                                 サイトの切り替えをできるようにしたまま，リモートサイトに切り替えて運用を行います。

                              
                              	
                                 禁止

                              
                              	
                                 できる

                              
                           

                           
                              	
                                 保守用サイト切り替え

                              
                              	
                                 リモートサイトだけで運用を行う場合に使用します。メインサイトの機器の保守など，一時的に更新コピーを停止するときに使用します。

                              
                              	
                                 できる

                              
                              	
                                 できない

                              
                           

                           
                              	
                                 災害用サイト切り替え

                              
                              	
                                 メインサイトで災害が発生したときの切り替え方式です。

                              
                              	
                                 −（災害によってダウン）

                              
                              	
                                 できない

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：該当しません。

                  
                     	注意事項

                     	
                        保守用サイト切り替えおよび災害用サイト切り替えは，リアルタイムSANレプリケーションの処理方式や保護モードの指定によって，データ欠損が発生したり，サイトの切り替えができなかったりすることがあります。詳細については，「保守用サイト切り替えの結果」，または「災害用サイト切り替えの結果」を参照してください。

                     

                  

               
               
                  5.1.2　メインサイト稼働時のサイトの切り替え方式

                  メインサイト稼働時のサイトの切り替え方式を次の表に示します。

                  
                     表5‒2　メインサイト稼働時のサイトの切り替え方式
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 サイトの切り替え方式

                              
                              	
                                 メインサイト

                              
                              	
                                 リモートサイト

                              
                              	
                                 経路

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバマシン

                              
                              	
                                 日立ディスクアレイシステム

                              
                              	
                                 サーバマシン

                              
                              	
                                 日立ディスクアレイシステム

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       計画的サイト切り替え

                                    

                                    	
                                       保守用サイト切り替え※

                                    

                                 

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 保守用サイト切り替え※

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 7

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 9

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                           

                           
                              	
                                 10

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                           

                           
                              	
                                 11

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                           

                           
                              	
                                 12

                              
                              	
                                 切り替えができません

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 13

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 14

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 15

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 16

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 障害

                              
                           

                           
                              	
                                 17

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                           

                           
                              	
                                 18

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ペア化

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ペア化

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        正常稼働：障害および災害が発生していない状態で，機器のすべてが正常に動作していることを示します。

                        
                           	障害：機器の一部，またはすべてに障害が発生していることを示します。

                           	
                              経路の障害は，サイト間ですべての日立ディスクアレイシステムのデータ送信が停止したことを意味します。

                           

                        

                        ペア化：日立ディスクアレイシステムのペア論理ボリューム生成中，または再同期中であることを示します。

                        災害：災害によってサイト内の全機器が使用できないことを示します。

                        −：正常稼働，障害，ペア化，災害のどれかです。

                     

                     	注※

                     	
                        保守用サイト切り替えの詳細な結果を「保守用サイト切り替えの結果」に示します。

                     

                  

               
               
                  5.1.3　メインサイト災害時のサイトの切り替え方式

                  メインサイト災害時のサイトの切り替え方式を次の表に示します。

                  
                     表5‒3　メインサイト災害時のサイトの切り替え方式
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 サイトの切り替え方式

                              
                              	
                                 メインサイト

                              
                              	
                                 リモートサイト

                              
                              	
                                 経路

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバマシン

                              
                              	
                                 日立ディスクアレイシステム

                              
                              	
                                 サーバマシン

                              
                              	
                                 日立ディスクアレイシステム

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 災害用サイト切り替え※

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 正常稼働

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 切り替えができません

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 障害

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 災害

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 ペア化

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        正常稼働：障害および災害が発生していない状態で，機器のすべてが正常に動作していることを示します。

                        
                           	障害：機器の一部，またはすべてに障害が発生していることを示します。

                           	
                              経路の障害は，サイト間ですべての日立ディスクアレイシステムのデータ送信が停止したことを意味します。

                           

                        

                        ペア化：日立ディスクアレイシステムのペア論理ボリューム生成中，または再同期中であることを示します。

                        災害：災害によってサイト内の全機器が使用できないことを示します。

                        −：正常稼働，障害，ペア化，災害のどれかです。

                     

                     	注※

                     	
                        災害用サイト切り替えの詳細な結果を「災害用サイト切り替えの結果」に示します。

                     

                  

               
               
                  5.1.4　保守用サイト切り替えの結果

                  保守用サイト切り替えの結果を次の表に示します。

                  
                     表5‒4　保守用サイト切り替えの結果
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 処理方式

                              
                              	
                                 保護モード

                              
                              	
                                 保守用サイト切り替えの結果

                              
                           

                           
                              	
                                 制限なし

                              
                              	
                                 制限あり

                              
                           

                           
                              	
                                 データ欠損なしで切り替え可能※1

                              
                              	
                                 データ欠損ありで切り替え可能※1

                              
                              	
                                 データ不整合，再開始できない

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 全同期方式

                              
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 #1〜#11

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 #1〜#3

                                 #4〜#11※3

                              
                              	
                                 #4〜#11※3

                              
                              	
                                 #8〜#11※3

                              
                           

                           
                              	
                                 全非同期方式

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 #1

                                 #2〜#11※3

                              
                              	
                                 #2〜#11※3

                              
                              	
                                 #8〜#11※3

                              
                           

                           
                              	
                                 ハイブリッド方式

                              
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 #1〜#2

                                 #3〜#11※2

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 #3〜#11※2

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 #1〜#2

                                 #3※2

                                 #4〜#11※2※3

                              
                              	
                                 #4〜#7※2※3

                                 #8〜#11※2※3

                              
                              	
                                 #3〜#7※2

                                 #8〜#11※3

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        #1〜#11：表「メインサイト稼働時のサイトの切り替え方式」の項番に対応しています。

                        −：該当しません。

                     

                     	注※1

                     	
                        ボリューム障害に伴う再開始失敗を含みます。

                     

                     	注※2

                     	
                        「運用時の注意事項（ハイブリッド方式限定）」で説明している運用中に障害が発生していないときに限ります。

                     

                     	注※3

                     	
                        障害の範囲によって結果が異なります。

                     

                  

               
               
                  5.1.5　災害用サイト切り替えの結果

                  災害用サイト切り替えの結果を次の表に示します。

                  
                     表5‒5　災害用サイト切り替えの結果
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 処理方式

                              
                              	
                                 保護モード

                              
                              	
                                 災害用サイト切り替えの結果

                              
                           

                           
                              	
                                 制限なし

                              
                              	
                                 制限あり

                              
                           

                           
                              	
                                 データ欠損なしで切り替え可能※1

                              
                              	
                                 データ欠損ありで切り替え可能※1

                              
                              	
                                 データ不整合，再開始できない

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 全同期方式

                              
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 #1〜#3

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 #1

                                 #2〜#3※3

                              
                              	
                                 #2〜#3※3

                              
                              	
                                 #2〜#3※3

                              
                           

                           
                              	
                                 全非同期方式

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 #1〜#3※3

                              
                              	
                                 #1〜#3※3

                              
                              	
                                 −

                              
                           

                           
                              	
                                 ハイブリッド方式

                              
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 #1〜#3※2

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 #1〜#3※2

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 #1※2

                                 #2〜#3※3

                              
                              	
                                 #2〜#3※3

                              
                              	
                                 #1※2

                                 #2〜#3※3

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        #1〜#3：表「メインサイト災害時のサイトの切り替え方式」の項番に対応しています。

                        −：該当しません。

                     

                     	注※1

                     	
                        ボリューム障害に伴う再開始失敗を含みます。

                     

                     	注※2

                     	
                        「運用時の注意事項（ハイブリッド方式限定）」で説明している運用中に障害が発生していないときに限ります。

                     

                     	注※3

                     	
                        障害の範囲によって結果が異なります。

                     

                  

               
            
            
               5.2　計画的サイト切り替え

               
                  5.2.1　計画的サイト切り替えの手順

                  計画的サイト切り替えの手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        [image: [図データ]]

                     

                  

                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　メインサイトのHiRDBの正常終了

                     メインサイトのHiRDBをpdstopコマンドで正常終了します。

                     
                        	注意事項

                        	
                           正常終了に失敗した場合は，計画的サイト切り替えをしないでください。HiRDBの終了処理時に出力されたエラーメッセージを参照し，障害要因を対策したあとに再度HiRDBを正常終了してください。

                        

                     

                  
                  
                     (2)　ペア論理ボリュームグループのステータスの確認

                     すべてのペア論理ボリュームグループのステータスを，次に示すどちらかの方法で確認します。

                     
                        	
                           pairvolchkコマンドを実行する

                        

                        	
                           pairvolchkコマンドを内部的に実行するサンプルシェルプログラムを実行する

                        

                     

                     サンプルシェルプログラムについては，「サンプルシェルプログラム」を参照してください。

                     
                        	注意事項

                        	
                           ペアステータスがPAIRでないペア論理ボリュームグループがある場合は，ペアステータスがPAIRになるように対策してください。ペアステータスがPAIRでないペア論理ボリュームグループが一つでもある場合は，計画的サイト切り替えをしないでください。

                        

                     

                  
                  
                     (3)　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ

                     すべてのペア論理ボリュームグループを，horctakeoverコマンドでテイクオーバします。テイクオーバに失敗した場合は，RAID Managerのエラーログを参照し，テイクオーバの失敗要因を対策してください。対策後，再度テイクオーバを実行してください。

                     すべてのペア論理ボリュームグループでSwap-Takeoverが成功した場合（horctakeoverコマンドの戻り値が1の場合），各ペア論理ボリュームグループに対してpairvolchkコマンドを実行し，ペアステータスを確認してください。すべてのペア論理ボリュームグループでSwap-Takeoverが成功し，かつすべてのペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRの場合に，計画的サイト切り替えができます。

                  
                  
                     (4)　リモートサイトのpd_rise_disaster_modeオペランドの指定値の変更

                     リアルタイムSANレプリケーションの処理方式にハイブリッド方式を選択している場合に，リモートサイトのpd_rise_disaster_modeオペランドの指定値をnormalに変更します。

                     
                        	参考

                        	
                           pd_rise_disaster_modeオペランドの省略値はnormalのため，pd_rise_disaster_modeオペランドを省略している場合は，指定値を変更する必要はありません。

                        

                     

                  
                  
                     (5)　リモートサイトのHiRDBの開始

                     リモートサイトのHiRDBをpdstartコマンドで開始します。KFPS05210-Iメッセージが出力されてHiRDBの開始処理が完了したら，計画的サイト切り替えは完了です。

                     なお，HiRDBが開始できない場合は，HiRDBの開始処理時に出力されたエラーメッセージを参照し，障害を対策したあとに再度HiRDBを開始してください。

                  
               
            
            
               5.3　保守用サイト切り替え

               
                  5.3.1　保守用サイト切り替えの手順

                  保守用サイト切り替えの手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        [image: [図データ]]

                        
                           	注意事項

                           	
                              メインサイト（リモートサイト）からリモートサイト（メインサイト）に保守用サイト切り替えをした場合，切り替え以降はメインサイトのデータの整合性を保てません。このため，リモートサイト（メインサイト）からメインサイト（リモートサイト）にサイトを切り替えることはできません。再びサイトの切り替えができるようにするには，次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                              
                                 	
                                    すべてのペア論理ボリュームグループのステータスをPAIRにする

                                 

                                 	
                                    pd_rise_disaster_modeオペランドの値をnormal（省略値）に変更してからHiRDBを開始する

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　サイトの切り替え可否の確認

                     次に示す条件をすべて満たしているかどうかを確認します。条件を満たしていない場合は，保守用サイト切り替えはできません。

                     
                        	
                           「メインサイト稼働時のサイトの切り替え方式」のサイトの切り替え方式が，「計画的サイト切り替え」または「保守用サイト切り替え」のどちらかである

                        

                        	
                           「保守用サイト切り替えの結果」の保守用サイト切り替えの結果が，「データ欠損なしで切り替え可能」または「データ欠損ありで切り替え可能」のどちらかである

                        

                        	
                           pd_rise_disaster_modeオペランドにnormal（省略値）を指定してHiRDBを稼働している

                        

                     

                  
                  
                     (2)　メインサイトのHiRDBが停止しているかの確認

                     メインサイトのHiRDBが停止中か確認します。停止していない場合は，HiRDBをpdstopコマンドで正常終了してください。正常終了に失敗した場合，保守用サイト切り替えをしないでください。HiRDBの終了処理時に出力されたエラーメッセージを参照し，障害要因を対策したあとに再度HiRDBを正常終了してください。

                     なお，ハイブリッド方式の場合，正常終了ができないケースがあります。この場合，HiRDBをpdstop -fコマンドで強制終了してください。HiRDBが正常終了できないケースについては，「シンクポイントダンプの取得処理（ハイブリッド方式限定）」を参照してください。

                  
                  
                     (3)　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ

                     すべてのペア論理ボリュームグループを，horctakeoverコマンドでテイクオーバします。テイクオーバに失敗した場合は，RAID Managerのエラーログを参照し，テイクオーバの失敗要因を対策してください。対策後，再度テイクオーバを実行してください。

                     すべてのペア論理ボリュームグループでSwap-Takeover，SVOL-Takeover，SVOL-SSUS-Takeoverが成功した場合（horctakeoverコマンドの戻り値が1，2，5のどれかの場合），各ペア論理ボリュームグループに対してpairvolchkコマンドを実行し，ペア論理ボリュームのステータスを確認してください。すべてのペア論理ボリュームグループでSwap-Takeover，SVOL-Takeover，SVOL-SSUS-Takeoverが成功した場合に，保守用サイト切り替えができます。

                  
                  
                     (4)　リモートサイトのpd_rise_disaster_modeオペランドの指定値の変更

                     リアルタイムSANレプリケーションの処理方式にハイブリッド方式を選択している場合に，リモートサイトのpd_rise_disaster_modeオペランドの指定値をaloneに変更します。なお，pd_rise_disaster_modeオペランドを省略している場合は，pd_rise_disaster_modeオペランドを指定してください。

                  
                  
                     (5)　リモートサイトのHiRDBの開始

                     リモートサイトのHiRDBをpdstartコマンドで開始します。KFPS05210-Iメッセージが出力されてHiRDBの開始処理が完了したら，保守用サイト切り替えは完了です。

                     なお，HiRDBが開始できない場合は，HiRDBの開始処理時に出力されたエラーメッセージを参照し，障害を対策したあとに再度HiRDBを開始してください。

                  
               
            
            
               5.4　災害用サイト切り替え

               
                  5.4.1　災害用サイト切り替えの手順

                  災害用サイト切り替えの手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        [image: [図データ]]

                        
                           	注意事項

                           	
                              メインサイト（リモートサイト）からリモートサイト（メインサイト）に災害用サイト切り替えをした場合，切り替え以降はメインサイトのデータの整合性を保てません。このため，リモートサイト（メインサイト）からメインサイト（リモートサイト）にサイトを切り替えることはできません。再びサイトの切り替えができるようにするには，次に示す条件をすべて満たす必要があります。

                              
                                 	
                                    すべてのペア論理ボリュームグループのステータスをPAIRにする

                                 

                                 	
                                    pd_rise_disaster_modeオペランドの値をnormal（省略値）に変更してからHiRDBを開始する

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　ペア論理ボリュームグループのステータスの確認

                     すべてのペア論理ボリュームグループのステータスを，次に示すどちらかの方法で確認します。

                     
                        	
                           pairvolchkコマンドを実行する

                        

                        	
                           pairvolchkコマンドを内部的に実行するサンプルシェルプログラムを実行する

                        

                     

                     サンプルシェルプログラムについては，「サンプルシェルプログラム」を参照してください。

                     ペア論理ボリュームグループのステータスと保護モードによって，災害用サイト切り替えができるかどうかが決まります。次の表を参照して災害用サイト切り替えができるかどうかを確認してください。

                     災害用サイト切り替えができない場合，災害用サイト切り替えでHiRDBを再開始できないため，バックアップを使用してデータベースを回復する必要があります。また，すべてのシステムファイルを再作成する必要があります。

                     
                        表5‒6　災害用サイト切り替えの実行可否
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    処理方式

                                 
                                 	
                                    保護

                                    モード

                                 
                                 	
                                    ペア論理ボリュームグループのステータス

                                 
                                 	
                                    災害用サイト切り替えの実行可否

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    全同期方式

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがある

                                 
                                 	
                                    ×※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがない

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    never

                                 
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがある

                                 
                                 	
                                    ×※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ステータスがPSUEまたはPSUSのペア論理ボリュームグループがある

                                 
                                 	
                                    ○※1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ステータスがCOPY，PSUE，またはPSUSのペア論理ボリュームグループがない

                                 
                              

                              
                                 	
                                    全非同期方式

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがある

                                 
                                 	
                                    ×

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがない

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ハイブリッド方式

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがある

                                 
                                 	
                                    ×※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがない

                                 
                                 	
                                    ○

                                 
                              

                              
                                 	
                                    never

                                 
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがある

                                 
                                 	
                                    ×※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    システムファイルを作成するペア論理ボリュームグループに，ステータスがPSUEまたはPSUSのペア論理ボリュームグループがある

                                 
                                 	
                                    ○※1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    ステータスがCOPYのペア論理ボリュームグループがなく，さらにシステムファイルを作成するペア論理ボリュームグループに，ステータスがPSUEまたはPSUSのペア論理ボリュームグループがない

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           ○：災害用サイト切り替えを実行できます。

                           ×：災害用サイト切り替えを実行できません。

                           −：該当しません。

                        

                        	注※1

                        	
                           サイトの切り替えによるHiRDBの開始ができないことがあります。詳細については，「災害用サイト切り替えの結果」を参照してください。

                        

                        	注※2

                        	
                           条件に一致するペア論理ボリュームグループが属するユニットをpd_start_skip_unitオペランドに指定して，縮退起動できる場合は実行できます。

                        

                     

                  
                  
                     (2)　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ

                     すべてのペア論理ボリュームグループを，horctakeoverコマンドでテイクオーバします。テイクオーバに失敗した場合は，RAID Managerのエラーログを参照し，テイクオーバの失敗要因を対策してください。対策後，再度テイクオーバを実行してください。

                     すべてのペア論理ボリュームグループでSwap-Takeover，SVOL-Takeover，SVOL-SSUS-Takeoverのどれかが成功した場合（horctakeoverコマンドの戻り値が1，2，5のどれかの場合），災害用サイト切り替えができます。

                  
                  
                     (3)　リモートサイトのpd_rise_disaster_modeオペランドの指定値の変更

                     リアルタイムSANレプリケーションの処理方式にハイブリッド方式を選択している場合に，リモートサイトのpd_rise_disaster_modeオペランドの指定値をaloneに変更します。なお，pd_rise_disaster_modeオペランドを省略している場合は，pd_rise_disaster_modeオペランドを指定してください。

                  
                  
                     (4)　リモートサイトのHiRDBの開始

                     リモートサイトのHiRDBをpdstartコマンドで開始します。KFPS05210-Iメッセージが出力されてHiRDBの開始処理が完了したら，災害用サイト切り替えは完了です。

                     なお，HiRDBが開始できない場合は，HiRDBの開始処理時に出力されたエラーメッセージを参照し，障害を対策したあとに再度HiRDBを開始してください。

                  
               
            
            
               5.5　トランザクション情報ファイル

               リアルタイムSANレプリケーションを使用している場合，データベースの回復内容を確認するための情報をトランザクション情報ファイルにHiRDBの再開始ごとに出力します（回復不要FESのユニットには，トランザクション情報ファイルが出力されません）。トランザクション情報ファイルの名称を次に示します。

               
                  	
                     ファイル名：$PDDIR/spool/pdtrninf/pdriserecover.HiRDBサーバ名.YYYYMMDDhhmmss

                     YYYY：年（西暦表示），MM：月，DD：日，hh：時（24時間表記），mm：分，ss：秒

                  

               

               このファイルは，1サーバ当たり最大約4メガバイトのディスク容量を使用します。トランザクションは，最大で2×（pd_max_usersオペランドの値※1※2）＋7個分表示されます。

               
                  	注※1

                  	
                     バックエンドサーバの場合はpd_max_bes_processオペランドの値，ディクショナリサーバの場合はpd_max_dic_processオペランドの値に置き換えてください。

                  

                  	注※2

                  	
                     pd_max_reflect_processオペランドを指定している場合は指定値を加算してください。

                  

               

               ファイルの出力形式

               RiSe recovery information
TRNGID   TRNBID   STATUS   TIME                                    PDCLTAPNAME XID
AA....AA BB....BB CC....CC DDDD/EE/FF GG:HH:II JJJJ/KK/LL MM:NN:OO PP....PP    QQ....QQ

               AA....AA：回復するトランザクションのグローバル識別子

               BB....BB：回復するトランザクションのブランチ識別子

               
                  	CC.......CC：回復するトランザクションの決着種別

                  	
                     COMMIT：コミット決着

                     ROLLBACK：ロールバック決着

                     PREPARE：セキュア状態

                     COMPLETE(C)：コミット決着済み

                     COMPLETE(R)：ロールバック決着済み

                     
                        	
                           COMMIT，ROLLBACK，PREPAREの場合，そのトランザクションがリモートサイトで実行完了していないことを示します。

                        

                        	
                           決着種別がCOMMITまたはROLLBACKの場合は，次のどちらかの理由によって，リモートサイトの再開始処理でSTATUSに示す決着種別で回復が行われたトランザクションであることを示します。

                           ・メインサイトで決着していなかったトランザクション

                           ・メインサイトで決着したが，リモートサイトにその情報が届いていなかったトランザクション

                           これらのトランザクションについては，決着種別，PDCLTAPNAMEの値，開始，終了時刻と，APで取得したSQLトレースなどを比較し，必要に応じてUAPの再実行およびユティリティの実行などによって，欠損しているデータを再度更新してください。

                        

                        	
                           決着種別がPREPAREの場合で，再開始後もトランザクションが決着しない場合は，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」の「未決着状態のトランザクションがあるときの対処方法」を参照して決着してください。

                        

                     

                  

               

               DDDD：回復するトランザクションの開始年

               EE：回復するトランザクションの開始月

               FF：回復するトランザクションの開始日

               GG：回復するトランザクションの開始時

               HH：回復するトランザクションの開始分

               II：回復するトランザクションの開始秒

               
                  	JJJJ：回復するトランザクションの終了年

                  	
                     COMMIT，ROLLBACK，PREPAREの場合，"9999"と表示

                  

                  	KK：回復するトランザクションの終了月

                  	
                     COMMIT，ROLLBACK，PREPAREの場合，"99"と表示

                  

                  	LL：回復するトランザクションの終了日

                  	
                     COMMIT，ROLLBACK，PREPAREの場合，"99"と表示

                  

                  	MM：回復するトランザクションの終了時

                  	
                     COMMIT，ROLLBACK，PREPAREの場合，"99"と表示

                  

                  	NN：回復するトランザクションの終了分

                  	
                     COMMIT，ROLLBACK，PREPAREの場合，"99"と表示

                  

                  	OO：回復するトランザクションの終了秒

                  	
                     COMMIT，ROLLBACK，PREPAREの場合，"99"と表示

                  

               

               PP....PP：回復するトランザクションのPDCLTAPNAME指定値

               
                  	QQ....QQ：回復するトランザクションのXID値

                  	
                     ユティリティの場合，または接続していたクライアントがX/Openに従ったアプリケーションでない場合は，この情報は出力されません。

                  

               

               出力例

               [image: [図データ]]

               
                  	〔説明〕

                  	
                     この例では，［1］のトランザクションは実行完了しており，［2］のトランザクションはリモートサイトの再開始処理でSTATUSに示す決着種別で回復が行われます。各トランザクションに対して，決着種別，PDCLTAPNAMEの値，開始，終了時刻と，APで取得したSQLトレースなどを比較し，実行が完了したAPおよび回復によってロールバック決着するAPとを切り分け，回復が行われた内容を特定してください。

                     なお，回復したトランザクションの情報ファイルに出力されている終了時刻がいちばん古いトランザクション以降に開始し，かつこのファイルに出力情報がないトランザクションの更新はすべてロールバック決着しています。

                  

               

            
         
      
   
      
         
            6　障害発生時の運用

            
               この章では，障害発生時の運用方法について説明します。

            

            
               6.1　更新コピー時に障害が発生した場合のHiRDBの動作

               更新コピー時に障害が発生した場合，リアルタイムSANレプリケーションの処理方式と保護モードによって，HiRDBの動作が異なります。更新コピー時に障害が発生した場合のHiRDBの動作を次の表に示します。

               
                  表6‒1　更新コピー時に障害が発生した場合のHiRDBの動作
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害種別

                           
                           	
                              処理方式

                           
                           	
                              保護

                              モード

                           
                           	
                              メインサイトのHiRDBの動作

                           
                           	
                              災害時の災害用サイト切り替え

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              RAID Managerとの連携不可

                           
                           	
                              全同期方式，全非同期方式

                           
                           	
                              data，

                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。

                           
                           	
                              動作を保証しません。

                           
                        

                        
                           	
                              ハイブリッド方式

                           
                           	
                              data

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。ただし，シンクポイントダンプの取得は行いません（KFPS02178-Eメッセージが出力されます）。また，HiRDBの正常開始，正常終了，計画停止は失敗します。

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。ただし，シンクポイントダンプの取得ごとにKFPS02178-Eメッセージが出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              RAID Manager構成定義へのペア論理ボリュームグループ名の設定漏れ

                           
                           	
                              全同期方式，全非同期方式

                           
                           	
                              data，

                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。

                           
                           	
                              動作を保証しません。

                           
                        

                        
                           	
                              ハイブリッド方式

                           
                           	
                              data

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。ただし，RDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループの設定が漏れている場合，該当するペア論理ボリュームグループを使用するサーバはシンクポイントダンプを取得しません（KFPS02178-Eメッセージが出力されます）。

                              また，HiRDBの正常開始，正常終了，計画停止は失敗します。

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。ただし，シンクポイントダンプの取得ごとにKFPS02178-Eメッセージが出力されます。

                           
                        

                        
                           	
                              経路障害

                           
                           	
                              全同期方式

                           
                           	
                              data

                           
                           	
                              データ更新ができなくなるため，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。

                           
                           	
                              最新の時点に回復します。

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。

                           
                           	
                              動作を保証しません。

                           
                        

                        
                           	
                              全非同期方式

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              経路障害発生時点に回復します。

                           
                        

                        
                           	
                              ハイブリッド方式

                           
                           	
                              data

                           
                           	
                              システムファイルのデータ更新ができなくなるため，HiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）が異常終了します。

                           
                           	
                              最新の時点に回復します。※

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。ただし，シンクポイントダンプの取得ごとにKFPS02178-Eメッセージが出力されます。

                           
                           	
                              動作を保証しません。

                           
                        

                        
                           	
                              正ボリューム障害

                           
                           	
                              全同期方式

                           
                           	
                              data，never

                           
                           	
                              障害が発生した正ボリュームに作成したファイルを閉塞します。

                           
                           	
                              閉塞したファイルを除いて，最新の時点に回復します。

                           
                        

                        
                           	
                              全非同期方式

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              正ボリュームの障害発生時点に回復します。

                           
                        

                        
                           	
                              ハイブリッド方式

                           
                           	
                              data

                           
                           	
                              
                                 	
                                    システムファイルまたはRDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループがある正ボリュームで障害が発生した場合，障害が発生した正ボリュームに作成したファイルを閉塞します。

                                 

                                 	
                                    RDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループがある正ボリュームで障害が発生した場合，該当するペア論理ボリュームグループを使用するサーバはシンクポイントダンプを取得しません（KFPS02178-Eメッセージが出力されます）。

                                    また，HiRDBの正常開始，正常終了，計画停止は失敗します。

                                 

                              

                           
                           	
                              閉塞したファイルを除いて，最新の時点に回復します。※

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              障害が発生した正ボリュームに作成したファイルを閉塞します。RDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループに属する正ボリュームに障害が発生した場合，該当するペア論理ボリュームグループを使用するサーバはシンクポイントダンプの取得ごとにKFPS02178-Eメッセージを出力します。

                           
                        

                        
                           	
                              副ボリューム障害

                           
                           	
                              全同期方式

                           
                           	
                              data

                           
                           	
                              障害が発生した副ボリュームに作成したファイルを閉塞します。

                           
                           	
                              閉塞したファイルを除いて，最新の時点に回復します。

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。

                           
                           	
                              動作を保証しません。

                           
                        

                        
                           	
                              全非同期方式

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              副ボリュームの障害発生時点に回復します。

                           
                        

                        
                           	
                              ハイブリッド方式

                           
                           	
                              data

                           
                           	
                              
                                 	
                                    RDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループがある副ボリュームで障害が発生した場合，オンライン運用を継続します。ただし，該当するペア論理ボリュームグループを使用するサーバはシンクポイントダンプを取得しません（KFPS02178-Eメッセージが出力されます）。また，HiRDBの正常開始，正常終了，計画停止は失敗します。

                                 

                                 	
                                    システムファイルを作成しているペア論理ボリュームグループがある副ボリュームで障害が発生した場合，障害が発生した副ボリュームに作成したファイルを閉塞します。

                                 

                              

                           
                           	
                              閉塞したファイルを除いて，最新の時点に回復します。※

                           
                        

                        
                           	
                              never

                           
                           	
                              オンライン運用を継続します。RDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループに属する副ボリュームで障害が発生した場合，該当するペア論理ボリュームグループを使用するサーバはシンクポイントダンプの取得ごとにKFPS02178-Eメッセージを出力します。

                           
                           	
                              動作を保証しません。

                           
                        

                     
                  

               
               （凡例）−：該当しません。

               
                  	注※

                  	
                     「運用時の注意事項（ハイブリッド方式限定）」で説明している運用をしている場合を除きます。

                  

               

            
            
               6.2　シンクポイントダンプの取得処理（ハイブリッド方式限定）

               
                  6.2.1　ハイブリッド方式の場合のシンクポイントダンプ取得処理

                  ハイブリッド方式の場合，リモートサイトでもシンクポイントからデータベースの回復ができるように，シンクポイントダンプの取得時にシンクポイントダンプを取得するサーバが使用する全ペア論理ボリュームグループの更新データの同期を取ります。しかし，RDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループで更新コピー障害が発生し，保護モードがdataで，ペア論理ボリュームグループのステータスがPAIR以外になった場合，全ペア論理ボリュームグループの更新データの同期を取れないため，シンクポイントダンプの取得処理を中止し，KFPS02178-Eメッセージを出力します。

                  ハイブリッド方式の場合のシンクポイントダンプ取得処理を次の表に示します。

                  
                     表6‒2　ハイブリッド方式の場合のシンクポイントダンプ取得処理
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 保護

                                 モード

                              
                              	
                                 RDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループのステータス

                              
                              	
                                 メインサイトのシンクポイントダンプの取得

                              
                              	
                                 メインサイトのシンクポイントダンプ取得後のサイトの切り替え

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 PAIR

                              
                              	
                                 有効化完了

                              
                              	
                                 データの不整合はなく，サイトの切り替えができます。

                              
                           

                           
                              	
                                 PAIR以外

                              
                              	
                                 取得を中止

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 PAIR

                              
                              	
                                 有効化完了

                              
                           

                           
                              	
                                 PAIR以外

                              
                              	
                                 正常開始はデータ不整合が発生するため，サイトの切り替えを禁止します。再開始ではHiRDBを開始できないため，サイトの切り替えができません。

                              
                           

                        
                     

                  
               
               
                  6.2.2　メインサイトのシンクポイントダンプ取得処理を中止した場合のHiRDBの処理

                  メインサイトのシンクポイントダンプ取得処理を中止した場合のHiRDBの処理を次の表に示します。

                  
                     表6‒3　メインサイトのシンクポイントダンプ取得処理を中止した場合のHiRDBの処理
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 処理タイミング

                              
                              	
                                 開始または終了種別

                              
                              	
                                 シンクポイントダンプ取得処理中止後のHiRDBの処理

                              
                              	
                                 障害後の対策方法

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 開始処理中

                              
                              	
                                 
                                    	
                                       正常開始

                                    

                                    	
                                       データベースの初期設定時の開始

                                    

                                    	
                                       強制正常開始

                                    

                                 

                              
                              	
                                 アボートコードPstj14jを出力し，HiRDBの開始処理を中止します。

                              
                              	
                                 該当するサーバが使用するRDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループのステータスをPAIRにしたあと，HiRDBを再度開始してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 再開始

                              
                              	
                                 HiRDBの開始処理を続行します。

                              
                              	
                                 該当するサーバが使用するRDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループのステータスをPAIRにしたあと，pdlogsyncコマンドでシンクポイントダンプを取得してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 計画停止後の再開始

                              
                           

                           
                              	
                                 終了処理中

                              
                              	
                                 正常終了

                              
                              	
                                 HiRDBの終了処理を中止し，アボートコードPstj14kを出力してHiRDB（HiRDB/パラレルサーバの場合はユニット）を異常終了します。

                              
                              	
                                 該当するサーバが使用するRDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループのステータスをPAIRにしたあと，HiRDB（またはユニット）を再開始してから，HiRDBを再度正常終了してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 計画停止

                              
                              	
                                 該当するサーバが使用するRDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループのステータスをPAIRにしたあと，HiRDB（またはユニット）を再開始してから，HiRDBを再度計画停止してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 強制終了

                              
                              	
                                 HiRDBの終了処理を続行します。

                              
                              	
                                 特にありません。

                              
                           

                           
                              	
                                 稼働中

                              
                              	
                                 −

                              
                              	
                                 処理を続行します。

                              
                              	
                                 該当するサーバが使用するRDエリアを作成しているペア論理ボリュームグループのステータスをPAIRにしたあと，pdlogsyncコマンドでシンクポイントダンプを取得してください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  （凡例）−：該当しません。

               
            
            
               6.3　障害対策方法

               日立ディスクアレイシステムに発生する障害を中心に障害対策方法について説明します。障害対策方法を次の表に，障害の分析チャートを次の図に示します。

               
                  表6‒4　障害対策方法
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害種別

                           
                           	
                              障害発生時に出力されるメッセージ

                           
                           	
                              障害対策方法

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              RAID Managerと連携できない

                           
                           	
                              KFPS04680-Eメッセージの理由コードERRORRETURN[EX_ATTHOR]が表示されます。

                           
                           	
                              対策方法については，「RAID Managerと連携できないときの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              RAID Managerの構成定義にペア論理ボリュームグループ名が設定漏れしている

                           
                           	
                              KFPS04680-Eエラーメッセージの理由コードERRORRETURN[EX_ENOGRP]が表示されます。

                           
                           	
                              対策方法については，「RAID Manager構成定義へのペア論理ボリュームグループ名の指定漏れの対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              MCU-RCU間通信の障害

                           
                           	
                              KFPS04680-Eエラーメッセージの理由コードERRORRETURN[EX_INVVOL]が表示されます。

                           
                           	
                              対策方法については，「経路障害の対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              正ボリューム障害

                           
                           	
                              KFPS04680-Eエラーメッセージの理由コードERRORRETURN[EX_INVVOL]が表示されます。

                           
                           	
                              対策方法については，「正ボリューム障害の対処方法」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              副ボリューム障害

                           
                           	
                              KFPS04680-Eエラーメッセージの理由コードERRORRETURN[EX_INVVOL]が表示されます。

                           
                           	
                              対策方法については，「副ボリューム障害の対処方法」を参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  図6‒1　障害の分析チャート
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注※1

                  	
                     対策方法については，「経路障害の対処方法」を参照してください。

                  

                  	注※2

                  	
                     対策方法については，「正ボリューム障害の対処方法」を参照してください。

                  

                  	注※3

                  	
                     対策方法については，「副ボリューム障害の対処方法」を参照してください。

                  

                  	注※4

                  	
                     対策方法については，「RAID Managerと連携できないときの対処方法」又は「RAID Manager構成定義へのペア論理ボリュームグループ名の指定漏れの対処方法」を参照してください。

                  

               

            
            
               6.4　RAID Managerと連携できないときの対処方法

               RAID Managerと連携できない要因を次に示します。

               
                  	
                     RAID Managerプロセスが起動していない

                  

                  	
                     HORCMINSTオペランドの指定値に誤りがある

                  

               

               1の場合は，HORCMINSTオペランドの値を指定してhorcmstartコマンドを実行し，RAID Managerを開始してください。

               2の場合は，構成定義ファイルに使用したインスタンスの番号を確認し，HORCMINSTオペランドの値を該当するインスタンスの番号に変更してください。

            
            
               6.5　RAID Manager構成定義へのペア論理ボリュームグループ名の指定漏れの対処方法

               RAID Managerの構成定義ファイルに，正しいペア論理ボリュームグループ名を指定しているか確認してください。存在しないペア論理ボリュームグループ名がある場合，ペア論理ボリュームグループ名に合わせてRAID
                  Managerの構成定義を変更し，必要に応じてペア論理ボリュームグループを生成してください。

            
            
               6.6　経路障害の対処方法

               経路障害の対処手順を次に示します。

               〈手順〉

               [image: [図データ]]

               注　処理ボックスの左にある数字はこのあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     APサーバを停止して，オンライン業務を中断してください。

                  

                  	
                     HiRDBを強制終了してください。

                  

                  	
                     pd_rise_disaster_modeオペランドの値をaloneに変更してください。

                  

                  	
                     すべてのペア論理ボリュームグループをpairsplitコマンド（-Sオプション指定）で分割してください。

                  

                  	
                     HiRDBを再開始してください。再開始後，オンライン業務に伴うデータベースの更新をしないでください。

                  

                  	
                     HiRDBを正常終了してください。

                  

                  	
                     システム単位のバックアップをpdcopyコマンドで取得してください。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     7で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーしてください。

                  

                  	
                     日立ディスクアレイシステムの保守員に連絡し，経路障害の原因を調査して障害対策をしてください。

                  

                  	
                     pairesyncコマンドを実行し，ペア論理ボリュームグループの再同期を行ってください。

                  

                  	
                     10でpairresyncコマンドを実行したペア論理ボリュームグループに対し，pairevtwaitコマンド（-s pairオプション指定）を実行し，終了コードが0になるまで待ち合わせてください。

                  

                  	
                     pd_rise_disaster_modeオペランドの値をnormalに変更してください。

                  

                  	
                     HiRDBを開始してください。

                  

                  	
                     pdlogsync -d sys -wコマンドを実行し，シンクポイントダンプを取得して有効化が完了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合はすべてのサーバにpdlogsync
                        -d sys -wコマンドを実行してください。

                  

               

            
            
               6.7　正ボリューム障害の対処方法

               正ボリューム障害の対処手順を次に示します。

               〈手順〉

               [image: [図データ]]

               注　処理ボックスの左にある数字はこのあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     APサーバを停止して，オンライン業務を中断してください。

                  

                  	
                     pdhold -cコマンドを実行し，障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全RDエリアを閉塞かつクローズ状態にしてください。また，障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全システムファイルをpdlogclsおよびpdstsclsコマンドでクローズしてください。

                  

                  	
                     HiRDBを強制終了してください。

                  

                  	
                     pd_rise_disaster_modeオペランドの値をaloneに変更してください。

                  

                  	
                     すべてのペア論理ボリュームグループをpairsplitコマンド（-Sオプション指定）で分割してください。

                  

                  	
                     HiRDBを再開始してください。

                  

                  	
                     HiRDBを正常終了してください。

                  

                  	
                     日立ディスクアレイシステムの保守員に連絡し，正ボリューム障害が発生した原因を調査して障害対策をしてください。

                  

                  	
                     HiRDBを再開始できない障害が発生しているため，バックアップとアンロードログファイルからデータベースを回復してください。データベースの回復手順については，マニュアル「HiRDB
                        システム運用ガイド」を参照してください。また，障害が発生した正ボリュームに作成したすべてのシステムファイルを新規作成してください。

                  

                  	
                     障害が発生した正ボリュームに作成したすべてのRDエリアを，バックアップとアンロードログファイルから回復してください。データベースの回復手順については，マニュアル「HiRDB
                        システム運用ガイド」を参照してください。また，障害が発生した正ボリュームに作成したすべてのシステムファイルを新規作成してください。

                  

                  	
                     システム単位のバックアップをpdcopyコマンドで取得してください。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     11で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーしてください。

                  

                  	
                     paircreateコマンドでペア論理ボリュームグループを生成してください。

                  

                  	
                     13でpaircreateコマンドを実行したペア論理ボリュームグループにpairevtwaitコマンド（-s pairオプション指定）を実行し，終了コードが0になるまで待ち合わせてください。

                  

                  	
                     pd_rise_disaster_modeオペランドの値をnormalに変更してください。

                  

                  	
                     HiRDBを開始してください。HiRDBの開始に失敗した場合，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」の「HiRDBが開始できないときの対処方法」を参照して障害対策をしてください。

                  

                  	
                     pdlogsync -d sys -wコマンドを実行し，シンクポイントダンプを取得して有効化が完了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合はすべてのサーバにpdlogsync
                        -d sys -wコマンドを実行してください。

                  

                  	
                     pdrels -oコマンドを実行し，障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全RDエリアの閉塞解除およびオープンをしてください。また，障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全システムファイルをpdlogopenおよびpdstsopenコマンドでオープンします。

                  

               

            
            
               6.8　副ボリューム障害の対処方法

               副ボリューム障害の対処手順を次に示します。

               〈手順〉

               [image: [図データ]]

               注　処理ボックスの左にある数字は，このあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     APサーバを停止して，オンライン業務を中断してください。

                  

                  	
                     HiRDBを強制終了してください。

                  

                  	
                     pd_rise_disaster_modeオペランドの値をaloneに変更してください。

                  

                  	
                     すべてのペア論理ボリュームグループをpairsplitコマンド（-Sオプション指定）で分割してください。

                  

                  	
                     HiRDBを再開始してください。再開始後，オンライン業務に伴うデータベースの更新をしないでください。

                  

                  	
                     HiRDBを正常終了してください。

                  

                  	
                     日立ディスクアレイシステムの保守員に連絡し，副ボリューム障害が発生した原因を調査して障害対策をしてください。

                  

                  	
                     障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全RDエリアをバックアップとアンロードログファイルから回復してください。データベースの回復手順については，マニュアル「HiRDB
                        システム運用ガイド」を参照してください。また，障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全システムファイルを新規作成してください。

                  

                  	
                     システム単位のバックアップをpdcopyコマンドで取得してください。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     9で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーしてください。

                  

                  	
                     paircreateコマンドを実行し，ペア論理ボリュームグループのペア生成をしてください。

                  

                  	
                     11でpaircreateコマンドを実行したペア論理ボリュームグループにpairevtwaitコマンド（-s pairオプション指定）を実行し，終了コードが0になるまで待ち合わせてください。

                  

                  	
                     pd_rise_disaster_modeオペランドの値をnormalに変更してください。

                  

                  	
                     HiRDBを開始してください。

                  

                  	
                     pdlogsync -d sys -wコマンドを実行し，シンクポイントダンプを取得して有効化が完了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合はすべてのサーバにpdlogsync
                        -d sys -wコマンドを実行してください。

                  

                  	
                     pdrels -oコマンドを実行し，障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全RDエリアの閉塞解除およびオープンをしてください。また，障害が発生したペア論理ボリュームグループ内に作成している全システムファイルをpdlogopenおよびpdstsopenコマンドでオープンします。

                  

               

            
            
               6.9　障害回復中のメインサイト災害の対処方法

               障害回復中にメインサイトで災害が発生した場合，災害用サイト切り替えによってリモートサイトでHiRDBを開始しないでください。開始した場合のHiRDBの動作およびデータの整合性は保証できません。リモートサイトでHiRDBを運用するには，バックアップからデータベースを回復してください。

            
         
      
   
      
         
            7　ペア論理ボリュームの構成変更

            
               この章では，ペア論理ボリュームの構成変更方法について説明します。

            

            
               7.1　ペア論理ボリュームの構成変更が必要になるケース

               HiRDBのシステム構成を変更すると，ペア論理ボリュームまたはペア論理ボリュームグループの構成変更が必要になることがあります。ペア論理ボリュームまたはペア論理ボリュームグループの構成変更が必要になるケースを次の表に示します。

               
                  表7‒1　ペア論理ボリュームまたはペア論理ボリュームグループの構成変更が必要になるケース
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              HiRDBのシステム構成変更の項目

                           
                           	
                              必要になるペア論理ボリュームまたは

                              ペア論理ボリュームグループの構成変更

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                                 	
                                    ユニットの追加

                                 

                                 	
                                    サーバの追加

                                 

                                 	
                                    ユニットの移動（移動先の追加）

                                 

                                 	
                                    サーバの移動（移動先の追加）

                                 

                              

                           
                           	
                              ペア論理ボリュームグループを追加してください。手順については，「ペア論理ボリュームグループの追加」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    RDエリアの追加，拡張

                                 

                                 	
                                    システムファイルの追加

                                 

                              

                           
                           	
                              既存のペア論理ボリュームグループにペア論理ボリュームを追加してください。手順については，「ペア論理ボリュームの追加（既存のペア論理ボリュームグループに追加する場合）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    ユニット識別子の変更

                                 

                                 	
                                    サーバ名の変更

                                 

                              

                           
                           	
                              ペア論理ボリュームグループ名を変更してください。手順については，「ペア論理ボリュームグループ名の変更」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    サーバを追加して表を移行

                                 

                                 	
                                    HiRDB/シングルサーバからHiRDB/パラレルサーバへの移行

                                 

                              

                           
                           	
                              新規のペア論理ボリュームグループにペア論理ボリュームを移動してください。手順については，「ペア論理ボリュームの移動（新規のペア論理ボリュームグループに移動する場合）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    別サーバに表を移行

                                 

                                 	
                                    RDエリアの移動

                                 

                              

                           
                           	
                              既存のペア論理ボリュームグループにペア論理ボリュームを移動してください。手順については，「ペア論理ボリュームの移動（既存のペア論理ボリュームグループに移動する場合）」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              
                                 	
                                    ユニットの削除

                                 

                                 	
                                    サーバの削除

                                 

                                 	
                                    ユニットの移動（移動元の削除）

                                 

                                 	
                                    サーバの移動（移動元の削除）

                                 

                              

                           
                           	
                              不要になったペア論理ボリュームを削除してください。手順については，「ペア論理ボリュームの削除」を参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               7.2　ペア論理ボリュームグループの追加

               ペア論理ボリュームグループの追加手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               注　処理ボックスの左にある数字は，このあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                  

                  	
                     pdcopyコマンド（-M xオプション指定）でシステム単位のバックアップを取得します。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     2.で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーします。

                  

                  	
                     horcmshutdownコマンドでRAID Managerを停止します。

                  

                  	
                     RAID Managerの構成定義を変更します。追加するペア論理ボリュームグループ，ペア論理ボリュームの定義情報を指定します。

                  

                  	
                     horcmstartコマンドでRAID Managerを起動します。

                  

                  	
                     追加したペア論理ボリュームグループにpaircreateコマンドを実行し，ペア論理ボリュームグループを生成します。

                  

                  	
                     pairevtwaitコマンド（-s pairオプションを指定）を実行し，ペア論理ボリュームグループの生成結果を確認します。追加したペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになるのを確認してください。

                  

                  	
                     pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                  

                  	
                     pdlogsyncコマンド（-wオプション指定）でシンクポイントダンプを取得します。コマンドが正常終了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバに対してpdlogsyncコマンドを実行してください。

                  

               

            
            
               7.3　ペア論理ボリュームの追加（既存のペア論理ボリュームグループに追加する場合）

               ペア論理ボリュームの追加手順（既存のペア論理ボリュームグループに追加する場合）を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               注　処理ボックスの左にある数字は，このあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                  

                  	
                     pdcopyコマンド（-M xオプション指定）でシステム単位のバックアップを取得します。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     2.で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーします。

                  

                  	
                     pairsplitコマンド（-Sオプション指定）を実行し，ペア論理ボリュームを追加するペア論理ボリュームグループを分割します。

                  

                  	
                     horcmshutdownコマンドでRAID Managerを停止します。

                  

                  	
                     RAID Managerの構成定義を変更します。追加するペア論理ボリュームの定義情報を指定します。

                  

                  	
                     horcmstartコマンドでRAID Managerを起動します。

                  

                  	
                     ペア論理ボリュームを追加したペア論理ボリュームグループにpaircreateコマンドを実行し，ペア論理ボリュームグループを生成します。

                  

                  	
                     pairevtwaitコマンド（-s pairオプションを指定）を実行し，ペア論理ボリュームグループの生成結果を確認します。ペア論理ボリュームを追加したペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになるのを確認してください。

                  

                  	
                     pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                  

                  	
                     pdlogsyncコマンド（-wオプション指定）でシンクポイントダンプを取得します。コマンドが正常終了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバに対してpdlogsyncコマンドを実行してください。

                  

               

            
            
               7.4　ペア論理ボリュームグループ名の変更

               ペア論理ボリュームグループ名の変更手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               注　処理ボックスの左にある数字は，このあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                  

                  	
                     pdcopyコマンド（-M xオプション指定）でシステム単位のバックアップを取得します。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     2.で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーします。

                  

                  	
                     horcmshutdownコマンドでRAID Managerを停止します。

                  

                  	
                     RAID Managerの構成定義を変更します。ペア論理ボリュームグループ名を変更してください。

                  

                  	
                     horcmstartコマンドでRAID Managerを起動します。

                  

                  	
                     pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                  

                  	
                     pdlogsyncコマンド（-wオプション指定）でシンクポイントダンプを取得します。コマンドが正常終了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバに対してpdlogsyncコマンドを実行してください。

                  

               

            
            
               7.5　ペア論理ボリュームの移動（新規のペア論理ボリュームグループに移動する場合）

               ペア論理ボリュームの移動手順（新規のペア論理ボリュームグループに移動する場合）を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               注　処理ボックスの左にある数字は，このあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                  

                  	
                     pdcopyコマンド（-M xオプション指定）でシステム単位のバックアップを取得します。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     2.で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーします。

                  

                  	
                     pairsplitコマンド（-Sオプション指定）を実行し，移動元のペア論理ボリュームグループを分割します。

                  

                  	
                     horcmshutdownコマンドでRAID Managerを停止します。

                  

                  	
                     RAID Managerの構成定義を変更します。

                     
                        	
                           追加するペア論理ボリュームグループの定義情報を指定します。

                        

                        	
                           移動するペア論理ボリュームのペア論理ボリュームグループ名を新規追加したペア論理ボリュームグループ名に変更します。

                        

                     

                  

                  	
                     horcmstartコマンドでRAID Managerを起動します。

                  

                  	
                     次に示すペア論理ボリュームグループにpaircreateコマンドを実行します。

                     
                        	
                           移動元のペア論理ボリュームグループ

                        

                        	
                           移動先のペア論理ボリュームグループ

                        

                     

                  

                  	
                     pairevtwaitコマンド（-s pairオプションを指定）で，ペア論理ボリュームグループの生成結果を確認します。移動元および移動先のペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになるのを確認してください。

                  

                  	
                     pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                  

                  	
                     pdlogsyncコマンド（-wオプション指定）でシンクポイントダンプを取得します。コマンドが正常終了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバに対してpdlogsyncコマンドを実行してください。

                  

               

            
            
               7.6　ペア論理ボリュームの移動（既存のペア論理ボリュームグループに移動する場合）

               ペア論理ボリュームの移動手順（既存のペア論理ボリュームグループに移動する場合）を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               注　処理ボックスの左にある数字は，このあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                  

                  	
                     pdcopyコマンド（-M xオプション指定）でシステム単位のバックアップを取得します。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     2.で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーします。

                  

                  	
                     pairsplitコマンド（-Sオプション指定）を実行し，移動元および移動先のペア論理ボリュームグループを分割します。

                  

                  	
                     horcmshutdownコマンドでRAID Managerを停止します。

                  

                  	
                     RAID Managerの構成定義を変更します。移動するペア論理ボリュームのペア論理ボリュームグループ名を移動先のペア論理ボリュームグループ名に変更します。

                  

                  	
                     horcmstartコマンドでRAID Managerを起動します。

                  

                  	
                     次に示すペア論理ボリュームグループにpaircreateコマンドを実行します。

                     
                        	
                           移動元のペア論理ボリュームグループ

                        

                        	
                           移動先のペア論理ボリュームグループ

                        

                     

                  

                  	
                     pairevtwaitコマンド（-s pairオプションを指定）で，ペア論理ボリュームグループの生成結果を確認します。移動元および移動先のペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになるのを確認してください。

                  

                  	
                     pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                  

                  	
                     pdlogsyncコマンド（-wオプション指定）でシンクポイントダンプを取得します。コマンドが正常終了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバに対してpdlogsyncコマンドを実行してください。

                  

               

            
            
               7.7　ペア論理ボリュームの削除

               ペア論理ボリュームの削除手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     [image: [図データ]]

                  

               

               注　処理ボックスの左にある数字は，このあとで説明している番号に対応しています。

               
                  	
                     pdstopコマンドでHiRDBを正常終了します。

                  

                  	
                     pdcopyコマンド（-M xオプション指定）でシステム単位のバックアップを取得します。

                     バックアップの取得方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してください。

                  

                  	
                     2.で取得したバックアップファイルをリモートサイトにコピーします。

                  

                  	
                     pairsplitコマンド（-Sオプション指定）を実行し，削除対象のペア論理ボリュームがあるペア論理ボリュームグループを分割します。

                  

                  	
                     horcmshutdownコマンドでRAID Managerを停止します。

                  

                  	
                     RAID Managerの構成定義を変更します。削除対象のペア論理ボリュームの構成定義を削除してください。

                  

                  	
                     horcmstartコマンドでRAID Managerを起動します。

                  

                  	
                     削除対象のペア論理ボリュームがあるペア論理ボリュームグループにpaircreateコマンドを実行します。

                  

                  	
                     pairevtwaitコマンド（-s pairオプションを指定）で，ペア論理ボリュームグループの生成結果を確認します。削除対象のペア論理ボリュームがあるペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになるのを確認してください。

                  

                  	
                     pdstartコマンドでHiRDBを開始します。

                  

                  	
                     pdlogsyncコマンド（-wオプション指定）でシンクポイントダンプを取得します。コマンドが正常終了するのを確認してください。HiRDB/パラレルサーバの場合は全サーバに対してpdlogsyncコマンドを実行してください。

                  

               

            
         
      
   
      
         
            8　ほかの機能との関連

            
               この章では，リアルタイムSANレプリケーションとほかの機能を同時に使用する場合の注意事項について説明します。

            

            
               8.1　使用する場合に注意が必要な機能

               リアルタイムSANレプリケーションと次の表に示す機能を同時に使用する場合は注意が必要です。注意が必要な機能と注意事項を次の表に示します。

               
                  表8‒1　使用する場合に注意が必要な機能と注意事項
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              使用する機能

                           
                           	
                              注意事項

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              インナレプリカ機能

                           
                           	
                              インナレプリカ機能を使用する場合の注意事項については，「インナレプリカ機能を使用する場合の注意事項」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDB Datareplicatorのレプリケーション機能

                           
                           	
                              サイトの切り替え時にHiRDB Datareplicatorの環境を引き継げないため，HiRDB Datareplicatorのレプリケーション機能を使用できません。抽出側HiRDBまたは反映側HiRDBのサイトを切り替えたあとにレプリケーション機能を使用する場合，抽出側HiRDBおよび反映側HiRDBのHiRDB
                                 Datareplicatorの環境を初期化してから，抽出側HiRDBを基に反映側HiRDBを再作成する必要があります。

                           
                        

                        
                           	
                              系切り替え機能

                           
                           	
                              系切り替え機能を使用する場合の注意事項については，「系切り替え機能を使用する場合の注意事項」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              セキュリティ監査機能

                           
                           	
                              セキュリティ監査機能を使用する場合の注意事項については，「セキュリティ監査機能を使用する場合の注意事項」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              自動ログアンロード機能

                           
                           	
                              自動ログアンロード機能を使用する場合の注意事項については，「自動ログアンロード機能を使用する場合の注意事項」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              システム構成変更コマンドの使用

                           
                           	
                              システム構成変更コマンド（pdchgconfコマンド）を使用する場合の注意事項を次に示します。

                              
                                 	
                                    HiRDBがメインサイトで稼働しているときにシステム構成変更コマンドを実行してください。

                                 

                                 	
                                    リモートサイトのシステム定義はシステム構成変更コマンドで変更できません。リモートサイトのシステム定義は，メインサイトのシステム構成変更コマンドが正常終了したあとに手動で変更してください。

                                 

                                 	
                                    pdrisechkコマンドはpdconfchkコマンドとは異なり，システム構成の変更前に変更後の構成確認ができません。システム構成変更コマンドを実行したあとに，pdrisechkコマンドを使用してリアルタイムSANレプリケーションの構成確認をしてください。

                                 

                              

                           
                        

                        
                           	
                              統計情報の取得

                           
                           	
                              メインサイトからリモートサイトにサイトを切り替えた場合，メインサイトで取得している統計情報の種別や，統計ログをリモートサイトに引き継げません。リモートサイトで統計情報の取得を開始し直してください。

                           
                        

                        
                           	
                              システムログファイルの空き容量監視機能

                           
                           	
                              システムログファイルの空き容量監視機能を使用する場合の注意事項については，「システムログファイルの空き容量監視機能を使用する場合の注意事項」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              RDエリアの自動増分（ハイブリッド方式限定）

                           
                           	
                              ハイブリッド方式の場合，自動増分の実行時にリモートサイトへのデータベースの同期待ち合わせを行います。1回の自動増分で2秒以上のオーバヘッドが掛かることがあります。

                              なお，リモートサイトへのデータベースの同期待ち合わせに失敗した場合の，リモートサイトのデータベース回復方法については，「障害発生時の運用」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              共用表（ハイブリッド方式限定）

                           
                           	
                              共用表を使用する場合の注意事項については，「共用表を使用する場合の注意事項（ハイブリッド方式限定）」を参照してください。

                           
                        

                     
                  

               
            
            
               8.2　インナレプリカ機能を使用する場合の注意事項

               
                  8.2.1　インナレプリカ機能を使用する場合の注意事項の説明

                  インナレプリカ機能で日立ディスクアレイシステムのHORMCFまたはShadowImage機能を使用する場合の注意事項について説明します。

                  
                     (1)　インスタンス

                     「インスタンス」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　ペア論理ボリューム構成

                     オリジナルRDエリアを配置したディスクと，レプリカRDエリアを配置したディスクを結合している場合と，切り離している場合とで，TrueCopy（またはUniversal
                        Replicator）およびShadowImageの各ペアボリュームに対する操作が異なります。

                     組み合わせを次の表に示します。

                     
                        表8‒2　インナレプリカ機能使用時のペアボリューム構成の組み合わせ
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ディスクの結合状態

                                 
                                 	
                                    TrueCopyまたはUniversal Replicatorのペアボリューム（メインサイト-リモートサイト間）

                                 
                                 	
                                    ShadowImageのペアボリューム

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オリジナル

                                    RDエリア

                                 
                                 	
                                    レプリカ

                                    RDエリア

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    結合している

                                 
                                 	
                                    ペア化

                                 
                                 	
                                    ペア解除

                                 
                                 	
                                    ペア化

                                 
                              

                              
                                 	
                                    切り離している

                                 
                                 	
                                    ペア化

                                 
                                 	
                                    ペア化

                                 
                                 	
                                    ペア解除

                                 
                              

                           
                        

                     
                     ペアボリューム構成を次の図に示します。

                     
                        図8‒1　ペアボリューム構成（ディスクを結合している場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     
                        図8‒2　ペアボリューム構成（ディスクを切り離している場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                  
                  
                     (3)　サイトの切り替え

                     ShadowImageのペアボリュームを操作しないで，TrueCopyまたはUniversal Replicatorのペアボリュームをテイクオーバしてください。このとき，リモートサイトのペアボリュームがP-VOLになるようにします。

                  
                  
                     (4)　注意事項

                     オリジナルRDエリアとレプリカRDエリアを配置したディスクを結合している間，オリジナルRDエリアを配置したディスクのペアステータスはSMPLになります。このため，pdrisechkコマンドを実行すると，エラーになります。

                     オリジナルRDエリアとレプリカRDエリアを配置したディスクを結合しているときは，RAID Managerのペア状態確認コマンド（pairdisplayやpairvolchkなど）を用いて，ペア論理ボリュームごとに状態を確認してください。

                     ペア論理ボリュームの確認内容を次の表に示します。

                     
                        表8‒3　ペア論理ボリュームの確認内容
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    ディスクの

                                    結合状態

                                 
                                 	
                                    ペア状態確認コマンドで確認する内容

                                 
                              

                              
                                 	
                                    オリジナルRDエリアを配置したディスク

                                 
                                 	
                                    レプリカRDエリアを配置したディスク

                                 
                                 	
                                    レプリカ対象外のRDエリアを配置したディスク

                                 
                              

                              
                                 	
                                    フェンスレベル※

                                 
                                 	
                                    ペアステータス

                                 
                                 	
                                    フェンスレベル※

                                 
                                 	
                                    ペアステータス

                                 
                                 	
                                    フェンスレベル※

                                 
                                 	
                                    ペアステータス

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    結合している

                                 
                                 	
                                    DATA/NEVER/ASYNC

                                 
                                 	
                                    PAIR

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    SMPL

                                 
                                 	
                                    DATA/NEVER/ASYNC

                                 
                                 	
                                    PAIR

                                 
                              

                              
                                 	
                                    切り離している

                                 
                                 	
                                    DATA/NEVER/ASYNC

                                 
                                 	
                                    PAIR

                                 
                                 	
                                    DATA/NEVER/ASYNC

                                 
                                 	
                                    PAIR

                                 
                                 	
                                    DATA/NEVER/ASYNC

                                 
                                 	
                                    PAIR

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※

                        	
                           リアルタイムSANレプリケーションの処理方式（pd_rise_pairvolume_combinationオペランドの値），および保護モード（pd_rise_fence_levelオペランドの値）によって異なります。表「paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル」を参照してください。

                        

                     

                  
               
            
            
               8.3　系切り替え機能を使用する場合の注意事項

               リアルタイムSANレプリケーションを使用する場合，メインサイトのHiRDBとリモートサイトのHiRDBはそれぞれ独立しているため，メインサイトとリモートサイト間で系を切り替えることはできません。また，系切り替え機能とリアルタイムSANレプリケーションを同時に使用すると，系の切り替え時間が長くなります。

               系切り替え機能を使用するときのRAID Managerの構成定義に指定するペア論理ボリュームグループを次に示します。なお，説明中のペア論理ボリュームグループは，すべてハイブリッド方式を適用しているとします。

               
                  8.3.1　スタンバイ型系切り替え機能の場合

                  
                     (1)　1:1系切り替え構成の場合

                     現用系ユニット，予備系ユニットを配置する各サーバマシンに，次に示すペア論理ボリュームグループを設定してください。

                     
                        	
                           ユニットが使用するペア論理ボリュームグループ

                        

                        	
                           1のユニット内のサーバが使用するペア論理ボリュームグループ

                        

                     

                     論理ボリュームグループの設定例を次の図に示します。

                     
                        図8‒3　論理ボリュームグループの設定例（1:1系切り替え構成の場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     ●サーバマシン1の構成定義に指定するペア論理ボリュームグループ

                     HRD1_UNT1_USTS
HRD1_sds1_DB
HRD1_sds1_LOG
HRD1_sds1_SPD
HRD1_sds1_SSTS

                     ●サーバマシン2の構成定義に指定するペア論理ボリュームグループ

                     HRD1_UNT1_USTS
HRD1_sds1_DB
HRD1_sds1_LOG
HRD1_sds1_SPD
HRD1_sds1_SSTS

                  
                  
                     (2)　相互系切り替え構成（同一システムの別ユニット）の場合

                     相互系切り替えを行う各サーバマシンに，次に示すペア論理ボリュームグループを設定してください。

                     
                        	
                           サーバマシン内の現用系ユニットが使用するペア論理ボリュームグループ

                        

                        	
                           サーバマシン内の予備系ユニットが使用するペア論理ボリュームグループ

                        

                        	
                           1および2のユニット内のサーバが使用するペア論理ボリュームグループ

                        

                     

                     論理ボリュームグループの設定例を次の図に示します。

                     
                        図8‒4　論理ボリュームグループの設定例（相互系切り替え構成の場合）
                        [image: [図データ]]

                     
                     ●サーバマシン1の構成定義に設定するペア論理ボリュームグループ

                     HRD1_UNT1_USTS
HRD1_dic1_DB
HRD1_dic1_LOG
HRD1_dic1_SPD
HRD1_dic1_SSTS
HRD1_fes1_DB
HRD1_fes1_LOG
HRD1_fes1_SPD
HRD1_fes1_SSTS
 
HRD1_UNT2_USTS
HRD1_bes1_DB
HRD1_bes1_LOG
HRD1_bes1_SPD
HRD1_bes1_SSTS

                     ●サーバマシン2の構成定義に設定するペア論理ボリュームグループ

                     HRD1_UNT1_USTS
HRD1_dic1_DB
HRD1_dic1_LOG
HRD1_dic1_SPD
HRD1_dic1_SSTS
HRD1_fes1_DB
HRD1_fes1_LOG
HRD1_fes1_SPD
HRD1_fes1_SSTS
 
HRD1_UNT2_USTS
HRD1_bes1_DB
HRD1_bes1_LOG
HRD1_bes1_SPD
HRD1_bes1_SSTS

                  
               
               
                  8.3.2　1:1スタンバイレス型系切り替え機能の場合

                  1:1スタンバイレス型系切り替えを行う各サーバマシン上に，次に示すペア論理ボリュームグループを設定してください。

                  
                     	
                        サーバマシン内のユニットが使用するペア論理ボリュームグループ

                     

                     	
                        1のユニットの正規BESが使用するペア論理ボリュームグループ

                     

                     	
                        1のユニットの代替BESが使用するペア論理ボリュームグループ

                     

                     	
                        サーバマシン内の代替BESの正規BESユニットが使用するペア論理ボリュームグループ

                     

                  

                  論理ボリュームグループの設定例を次の図に示します。

                  
                     図8‒5　論理ボリュームグループの設定例（1:1スタンバイレス型系切り替え機能の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  ●サーバマシン1の構成定義に設定するペア論理ボリュームグループ

                  HRD1_UNT1_USTS
HRD1_bes11_DB
HRD1_bes11_LOG
HRD1_bes11_SPD
HRD1_bes11_SSTS
HRD1_bes12_DB
HRD1_bes12_LOG
HRD1_bes12_SPD
HRD1_bes12_SSTS
 
HRD1_UNT2_USTS
HRD1_bes21_DB
HRD1_bes21_LOG
HRD1_bes21_SPD
HRD1_bes21_SSTS
HRD1_bes22_DB
HRD1_bes22_LOG
HRD1_bes22_SPD
HRD1_bes22_SSTS

                  ●サーバマシン2の構成定義に設定するペア論理ボリュームグループ

                  HRD1_UNT1_USTS
HRD1_bes11_DB
HRD1_bes11_LOG
HRD1_bes11_SPD
HRD1_bes11_SSTS
HRD1_bes12_DB
HRD1_bes12_LOG
HRD1_bes12_SPD
HRD1_bes12_SSTS
 
HRD1_UNT2_USTS
HRD1_bes21_DB
HRD1_bes21_LOG
HRD1_bes21_SPD
HRD1_bes21_SSTS
HRD1_bes22_DB
HRD1_bes22_LOG
HRD1_bes22_SPD
HRD1_bes22_SSTS

               
               
                  8.3.3　影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合

                  影響分散スタンバイレス型系切り替えを行う各サーバマシン上に，次に示すペア論理ボリュームグループをすべて設定してください。

                  
                     	
                        サーバマシン内のユニットが使用するペア論理ボリュームグループ

                     

                     	
                        1のユニットが属するHAグループに設定したBESが使用するペア論理ボリュームグループ

                     

                  

                  論理ボリュームグループの設定例を次の図に示します。

                  
                     図8‒6　論理ボリュームグループの設定例（影響分散スタンバイレス型系切り替え機能の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
                  ●サーバマシン1の構成定義に設定するペア論理ボリュームグループ

                  HRD1_UNT1_USTS
HRD1_bes11_DB
HRD1_bes11_LOG
HRD1_bes11_SPD
HRD1_bes11_SSTS
HRD1_bes21_DB
HRD1_bes21_LOG
HRD1_bes21_SPD
HRD1_bes21_SSTS
 
HRD1_bes31_DB
HRD1_bes31_LOG
HRD1_bes31_SPD
HRD1_bes31_SSTS

                  ●サーバマシン2の構成定義に設定するペア論理ボリュームグループ

                  HRD1_UNT2_USTS
HRD1_bes11_DB
HRD1_bes11_LOG
HRD1_bes11_SPD
HRD1_bes11_SSTS
HRD1_bes21_DB
HRD1_bes21_LOG
HRD1_bes21_SPD
HRD1_bes21_SSTS
 
HRD1_bes31_DB
HRD1_bes31_LOG
HRD1_bes31_SPD
HRD1_bes31_SSTS

                  ●サーバマシン3構成定義に設定するペア論理ボリュームグループ

                  HRD1_UNT3_USTS
HRD1_bes11_DB
HRD1_bes11_LOG
HRD1_bes11_SPD
HRD1_bes11_SSTS
HRD1_bes21_DB
HRD1_bes21_LOG
HRD1_bes21_SPD
HRD1_bes21_SSTS
 
HRD1_bes31_DB
HRD1_bes31_LOG
HRD1_bes31_SPD
HRD1_bes31_SSTS

               
               
                  8.3.4　クラスタソフトウェアの設定

                  RAID Managerの起動パスをHiRDBの起動シェル（パッケージ）に指定する場合は，HiRDBの起動パスの前に指定してください。

               
               
                  8.3.5　待機系の運用

                  系切り替えの方式ごとに，待機系の起動時，および系切り替え時にリアルタイムSANレプリケーションが使用するインスタンスのRAID Managerの稼働が必要かどうかを次の表に示します。

                  
                     表8‒4　待機系のRAID Managerの稼働要否
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 系切り替えの方式

                              
                              	
                                 RAID Managerの稼働要否

                              
                           

                           
                              	
                                 待機系の起動直前

                              
                              	
                                 系切り替え直前

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 スタンバイ型系切り替え機能

                              
                              	
                                 モニタモード

                              
                              	
                                 不要

                              
                              	
                                 必要

                              
                           

                           
                              	
                                 サーバモード

                              
                           

                           
                              	
                                 ユーザサーバホットスタンバイ

                              
                              	
                                 必要

                              
                           

                           
                              	
                                 高速系切り替え機能

                              
                           

                           
                              	
                                 1:1スタンバイレス型系切り替え機能

                              
                           

                           
                              	
                                 影響分散スタンバイレス型系切り替え機能

                              
                           

                        
                     

                  
               
            
            
               8.4　セキュリティ監査機能を使用する場合の注意事項

               pd_aud_file_nameオペランドに指定した監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域を作成したLUによって，サイトを切り替えたあとの監査証跡の引き継ぎ方法が次の表に示すように異なります。

               
                  表8‒5　サイトを切り替えたあとの監査証跡の引き継ぎ方法
                  
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              操作

                           
                           	
                              監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域

                           
                        

                        
                           	
                              ペア化していないペア論理ボリュームグループ※1

                           
                           	
                              ペア化したペア論理ボリュームグループ※2

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              メインサイトで作成した監査証跡ファイルをリモートサイトに引き継ぐ

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              メインサイトで取得した監査証跡をリモートサイトでデータロードする

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行できます。

                     ×：実行できません。

                  

                  	注※1

                  	
                     監査証跡を引き継げないため，メインサイトからリモートサイトへ切り替えるとき，リモートサイトの監査証跡ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域を再初期化する必要があります。

                  

                  	注※2

                  	
                     ペア化するときに指定するフェンスレベルは，保護モードに従ってdataまたはneverを指定してください。

                  

               

               ●監査証跡ファイル用のHiRDBファイルシステム領域の再初期化について

               監査証跡ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域を再初期化する手順を次に示します。

               〈手順〉

               
                  	
                     監査証跡ファイルを格納する次のHiRDBファイルシステム領域をバックアップします。

                     pdfbkup -f 監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域 バックアップファイルパス名

                  

                  	
                     監査証跡ファイルを格納する次のHiRDBファイルシステム領域を再初期化します。

                     
                        	
                           rm 監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域

                        

                        	
                           pdfmkfs -k SYS -n HiRDBファイルシステム領域サイズ -l 最大ファイル数 監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域

                        

                     

                  

               

            
            
               8.5　自動ログアンロード機能を使用する場合の注意事項

               pd_log_auto_unload_pathオペランドに指定するアンロードログファイルの出力先ディレクトリの種別によって，サイトを切り替えたあとのアンロードログファイルの引き継ぎ方法が次の表に示すように異なります。

               
                  表8‒6　サイトを切り替えたあとのアンロードログファイルの引き継ぎ方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              操作

                           
                           	
                              アンロードログファイルの出力先ディレクトリの種別

                           
                        

                        
                           	
                              UNIXファイルシステム

                           
                           	
                              HiRDBファイルシステム領域

                           
                        

                        
                           	
                              ペア化していないペア論理ボリュームグループ

                           
                           	
                              ペア化したペア論理ボリュームグループ※

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              メインサイトで作成したアンロードログファイルをリモートサイトに引き継ぐ

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              メインサイトでアンロードしたシステムログファイルをリモートサイトでアンロードする

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：実行できます。

                     ×：実行できません。

                  

                  	注※

                  	
                     ペア化するときに指定するフェンスレベルは，保護モードに従ってdataまたはneverを指定してください。

                  

               

            
            
               8.6　システムログファイルの空き容量監視機能を使用する場合の注意事項

               システム定義のオペランドを次に示すように指定している場合は注意が必要です。

               
                  	
                     pd_rise_use＝Y

                  

                  	
                     pd_rise_pairvolume_combination＝hybrid

                  

                  	
                     pd_rise_fence_level＝data

                  

                  	
                     pd_rise_disaster_mode＝normalまたはこのオペランドを省略

                  

                  	
                     pd_log_remain_space_check＝safe

                     
                        	注意事項

                        	
                           KFPS01160-Eメッセージが出力されて新規トランザクションのスケジューリングが抑止されたあとにKFPS02178-Eメッセージが出力された場合，シンクポイントの取得を中断するため，システムログファイルの空き率が警告値以上にならなくなります。この場合，次に示す手順に従って対策してください。

                           〈手順〉

                           
                              	
                                 KFPS02178-Eメッセージが出力された原因を調査して対策してください。

                              

                              	
                                 ステータス情報がTRNPAUSEになっているサーバに対してpdlogsyncコマンドを実行し，シンクポイントダンプを取得してシステムログファイルの空き率を警告値以上にしてください。

                              

                           

                        

                     

                  

               

            
            
               8.7　共用表を使用する場合の注意事項（ハイブリッド方式限定）

               リアルタイムSANレプリケーションの処理方式がハイブリッド方式の場合，共用表に対して次の表に示すSQLを実行すると，リモートサイトへのデータベースの同期待ち合わせを行います。1SQL当たり2秒以上のオーバヘッドが掛かることがあります。

               
                  表8‒7　リモートサイトへの同期待ち合わせが発生するSQL
                  
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              対象SQL

                           
                           	
                              条件

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              LOCK TABLE

                           
                           	
                              EXCLUSIVEモード

                           
                        

                        
                           	
                              COMMIT

                           
                           	
                              条件なし

                           
                        

                        
                           	
                              ROLLBACK

                           
                        

                        
                           	
                              DISCONNECT

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE TABLE

                           
                        

                        
                           	
                              CREATE INDEX

                           
                        

                        
                           	
                              DROP TABLE

                           
                        

                        
                           	
                              DROP INDEX

                           
                        

                        
                           	
                              ALTER TABLE

                           
                           	
                              
                                 	
                                    再利用セグメント数の変更

                                 

                                 	
                                    主キーの追加

                                 

                                 	
                                    主キーの削除

                                 

                              

                           
                        

                     
                  

               
               なお，リモートサイトへのデータベースの同期待ち合わせに失敗した場合の，リモートサイトのデータベース回復方法については，「障害発生時の運用」を参照してください。

            
         
      
   
      
         第3編　ログ同期方式編

         
            9　システム設計時の考慮点

            
               この章では，ログ同期方式の場合のシステム設計時の考慮点について説明します。

            

            
               9.1　サイト状態

               ログ同期方式のサイト状態には，次の四つがあります。

               
                  	
                     初期

                     ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用する前の状態です。

                  

                  	
                     業務

                     業務サイトとして動作している状態です。

                  

                  	
                     準備

                     ログ適用サイトを業務サイトに変更する準備ができている状態です。

                  

                  	
                     ログ適用

                     ログ適用サイトとして動作している状態です。

                  

               

               サイト状態は，pdriseset，pdrisedbto，およびpdstartコマンドの実行によって遷移します。サイト状態の遷移を次の表に示します。

               
                  表9‒1　サイト状態の遷移
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              遷移前の状態

                           
                           	
                              遷移後の状態

                           
                        

                        
                           	
                              初期

                           
                           	
                              業務

                           
                           	
                              準備

                           
                           	
                              ログ適用

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              初期

                           
                           	
                              pdriseset -D

                           
                           	
                              pdriseset -Ｐ

                           
                           	
                              遷移しません

                           
                           	
                              pdriseset -S

                           
                        

                        
                           	
                              業務

                           
                           	
                              pdriseset -D

                           
                           	
                              pdriseset -Ｐ

                              pdstart

                           
                           	
                              遷移しません

                           
                           	
                              pdriseset -S

                           
                        

                        
                           	
                              準備

                           
                           	
                              pdriseset -D

                           
                           	
                              pdriseset -Ｐ

                              pdstart

                           
                           	
                              遷移しません

                           
                           	
                              pdriseset -S

                              pdstart -l

                           
                        

                        
                           	
                              ログ適用

                           
                           	
                              pdriseset -D

                           
                           	
                              pdriseset -Ｐ

                           
                           	
                              pdrisedbto

                           
                           	
                              pdriseset -S

                           
                        

                     
                  

               
               サイト状態が業務またはログ適用の場合，さらにログ適用可能状態とログ適用不可能状態の二つの状態があります。

               
                  	ログ適用可能状態

                  	
                     業務サイトのデータベースとログ適用サイトのデータベースの整合性が取れていて，かつログ適用に必要な情報が正しくコピーできる状態のことをいいます。この状態で災害などが発生し，業務サイトが消失したとしても，データ欠損なしでログ適用サイトに業務を引き継げます。

                     ログ適用可能状態のときに次の事象が発生すると，ログ適用不可能状態になります。

                     
                        	
                           ログ適用サイトの障害

                        

                        	
                           業務サイト，ログ適用サイト間の障害

                        

                        	
                           ログ適用ができない状態となる運用の実施，または事象の発生

                        

                     

                     詳細については，「障害対策の概要」を参照してください。

                  

                  	ログ適用不可能状態

                  	
                     業務サイトのデータベースとログ適用サイトのデータベースの整合性が取れていない状態，またはログ適用に必要な情報が正しくコピーできない状態のことをいいます。この状態で災害などが発生し，業務サイトが消失した場合，データ欠損が発生します。

                     ログ適用不可能状態のときにシステムログ適用化を実行すると，ログ適用可能状態になります。

                  

               

            
            
               9.2　保護モードの選択

               ログ適用サイトへの同期コピーに失敗したときにHiRDBが行う処置を保護モードとして設定します。ログ同期方式での保護モードの説明は，全同期方式およびハイブリッド方式と同じになります。保護モード選択基準については，「保護モードの選択（全非同期方式を除く）」を参照してください。

            
            
               9.3　HiRDBの環境設計時の考慮点

               HiRDBの環境設定時の考慮点について説明します。

               
                  9.3.1　メインサイトとリモートサイトで一致させる項目

                  メインサイトとリモートサイトで一致させる項目については，「メインサイトとリモートサイトで一致させる項目」を参照してください。

               
               
                  9.3.2　リモートサイトで変更する項目

                  リモートサイトで変更する項目については，「リモートサイトで変更する項目」を参照してください。

               
               
                  9.3.3　システム定義の設計

                  
                     (1)　指定するオペランド

                     ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合に指定する必要があるオペランドを次の表に示します。

                     
                        表9‒2　指定する必要があるオペランド（ログ同期方式）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    指定値

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_rise_use

                                 
                                 	
                                    Y

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_rise_pairvolume_combination

                                 
                                 	
                                    syssync

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_rise_fence_level

                                 
                                 	
                                    dataまたはnever※1

                                 
                              

                              
                                 	
                                    HORCMINST

                                 
                                 	
                                    RAID Managerのインスタンス番号

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_syssts_subfile_name_1〜7

                                 
                                 	
                                    副ユニットステータスファイルのファイル名※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_sts_subfile_name_1〜7

                                 
                                 	
                                    副サーバステータスファイルのファイル名※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdlogadfg -d ssp

                                 
                                 	
                                    副シンクポイントダンプファイルのグループ名※2

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pdlogadpf -d ssp

                                 
                                 	
                                    副シンクポイントダンプファイルグループのファイル名※2

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	注※1

                        	
                           適用する保護モードを指定します。

                        

                        	注※2

                        	
                           ログ適用サイトには，業務サイトで使用するすべてのステータスファイルおよびシンクポイントダンプファイルと対になる，副ステータスファイルおよび副シンクポイントダンプファイルを定義する必要があります。なお，業務サイトの場合は省略できます。副ステータスファイルおよび副シンクポイントダンプファイルを定義する場合の規則については，マニュアル「HiRDB
                              システム定義」を参照してください。

                        

                     

                  
                  
                     (2)　制限を受けるオペランド

                     ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合に制限を受けるオペランドを次の表に示します。これらの制限事項に違反した場合は，pdconfchkコマンドまたはHiRDBの開始時にKFPS01896-Eエラーとなります。

                     
                        表9‒3　制限を受けるシステム定義のオペランド（ログ同期方式）
                        
                           
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    オペランド名

                                 
                                 	
                                    制限事項

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    pd_mode_conf

                                 
                                 	
                                    MANUAL1またはMANUAL2を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_dbsync_point

                                 
                                 	
                                    syncを指定するか，またはこのオペランドを省略してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_hostname

                                 
                                 	
                                    省略できません。メインサイトまたはリモートサイトの標準ホスト名を指定してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_rise_disaster_mode

                                 
                                 	
                                    省略してください。

                                 
                              

                              
                                 	
                                    pd_inner_replica_control

                                 
                                 	
                                    省略してください。

                                 
                              

                           
                        

                     
                  
               
            
            
               9.4　RAID Managerの環境設計時の考慮点

               RAID Managerの環境設計をするときの考慮点ついては，「RAID Managerの環境設定時の考慮点」を参照してください。

            
            
               9.5　HiRDBファイルシステム領域作成時の考慮点

               HiRDBファイルシステム領域作成時の考慮点については，「HiRDBファイルシステム領域作成時の考慮点」を参照してください。

            
            
               9.6　ボリュームの設計時の考慮点

               ボリュームの設計時の考慮点については，「ボリュームの設計時の考慮点」を参照してください。

               ペアボリュームの構成例を次の図に示します。

               
                  図9‒1　ペアボリュームの構成例（ログ同期方式の場合）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	(凡例)

                  	
                     
                        	
                           HiRDB識別子：HRD1

                        

                        	
                           ユニット識別子：UNT1

                        

                        	
                           サーバ名：sds1

                        

                        	
                           MASTER：マスタディレクトリ用RDエリア

                        

                        	
                           DDIC：データディクショナリ用RDエリア

                        

                        	
                           DDIR：データディレクトリ用RDエリア

                        

                        	
                           USER：ユーザ用RDエリア

                        

                        	
                           LOG_nx：システムログファイル

                           n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                        

                        	
                           SPD_nx：シンクポイントダンプファイル

                           n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                        

                        	
                           USTS_nx：ユニット用ステータスファイル

                           n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                        

                        	
                           SSTS_nx：サーバ用ステータスファイル

                           n：1〜6は世代を示します。x:AはA系のファイル，BはB系のファイルを示します。

                        

                        	
                           LUnn：ペアボリューム名

                           n：1〜16は同一番号を持つペアボリューム名同士をペアボリューム化していることを示しています。

                        

                        	
                           図中の意味を次に示します。

                           [image: [図データ]]

                        

                     

                  

               

            
         
      
   
      
         
            10　システムの構築

            
               この章では，ログ同期方式でのディザスタリカバリシステムの構築手順について説明します。

            

            
               10.1　ディザスタリカバリシステムの構築手順

               ディザスタリカバリシステムの構築手順を次の図に示します。

               
                  図10‒1　ディザスタリカバリシステムの構築手順（ログ同期方式の初期構築時）
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注

                  	
                     図中の番号は，「ディザスタリカバリシステム構築時の作業（初期構築時）」の項番号に対応しています。

                     
                        図10‒2　ディザスタリカバリシステムの構築手順（ログ同期方式の既存システム導入時）
                        [image: [図データ]]

                     
                  

                  	注

                  	
                     図中の番号は，「ディザスタリカバリシステム構築時の作業（既存システム導入時）」の項番号に対応しています。

                  

               

            
            
               10.2　ディザスタリカバリシステム構築時の作業（初期構築時）

               この節では，新規にHiRDB環境を構築する場合，ログ同期方式のディザスタリカバリシステムにするときの手順について説明します。

               
                  10.2.1　RAID Managerの環境構築

                  
                     (1)　RAID Managerのコンフィグファイル

                     RAID Managerのコンフィグファイル（HORCM_CONF）の作成方法については，「RAID Managerのコンフィグファイル」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　RAID Managerインスタンスの起動

                     RAID Managerインスタンスの起動については，「RAID Managerインスタンスの起動」を参照してください。

                  
                  
                     (3)　ペア論理ボリュームグループの生成

                     RAID Managerのpaircreateコマンドでペア論理ボリュームグループを生成します。このとき，メインサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。paircreateコマンドについては，RAID
                        Managerのマニュアルを参照してください。

                     なお，paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（-fオプションの値）は，保護モード（pd_rise_fence_levelオペランドの値）によって異なります。関係を次の表に示します。

                     
                        表10‒1　paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（ログ同期方式でのシステム構築時）
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    リアルタイムSANレプリ

                                    ケーションの処理方式（pd_rise_pairvolume_

                                    combinationオペランドの値）

                                 
                                 	
                                    保護モード

                                    （pd_rise_fence_level

                                    オペランドの値）

                                 
                                 	
                                    ペア論理ボリューム

                                    グループ名

                                 
                                 	
                                    フェンスレベル

                                    （paircreate

                                    コマンドの

                                    -fオプション

                                    の値）

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    syssync

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡グループ名※

                                 
                              

                              
                                 	
                                    never

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    −

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                                 	
                                    never

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    監査証跡グループ名※

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           aaaa：HiRDB識別子

                           bb....bb：サーバ名

                           cccc：ユニット識別子

                           −：ペア論理ボリュームグループを生成しないため，paircreateコマンドを実行しません。

                        

                        	注※

                        	
                           セキュリティ監査機能の監査証跡をメインサイトからリモートサイトへ引き継ぐ場合に作成する，監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域を作成するペア論理ボリュームグループ名

                        

                     

                     ペア論理ボリュームグループの作成例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                     
                        	
                           HiRDB識別子：HRD1

                        

                        	
                           ユニット識別子：UNT1

                        

                        	
                           サーバ名：sds1

                        

                     

                     ●システム定義の例

                     set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                     ●paircreateコマンドの実行例（メインサイトから実行）

                     paircreate -g HRD1_sds1_LOG -f data -vl
paircreate -g HRD1_UNT1_USTS -f data -vl
paircreate -g HRD1_sds1_SSTS -f data -vl
paircreate -g HRD1_sds1_SPD -f data -vl

                  
               
               
                  10.2.2　メインサイトのHiRDBの環境構築

                  HiRDBのインストール，およびメインサイトのHiRDBシステムの構築を行います（HiRDBのインストールからシステムファイルの作成までを行ってください）。HiRDBシステムの構築方法については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。また，構築時の留意点については，「システム設計時の考慮点」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              HiRDBファイルシステム領域とペアボリュームとの対応に誤りがないように注意してください。対応に誤りがあると，データ欠損が発生したり，ログ適用サイトでの再開始ができなくなったりします。

                           

                           	
                              ログ同期方式を適用する場合，付加PPのHiRDB Disaster Recovery Light Editionをインストールして，pdopsetupコマンドでセットアップをしてください。このとき，メインサイトのすべてのユニット（系切り替え機能を使用している場合は予備系のユニットも含む）に対してインストールとセットアップを行います。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  10.2.3　メインサイトのHiRDBの構成確認

                  メインサイトのHiRDBの構成確認をします。

                  構成確認は，pdconfchkコマンドで行います。なお，pdconfchkコマンドではチェックできない項目があります。コマンドでチェックできない項目については，HiRDB管理者がチェックをしてください。pdconfchkコマンドでのHiRDBの構成確認可否を次の表に示します。

                  
                     表10‒2　pdconfchkコマンドでのHiRDBの構成確認可否（メインサイトでの初期構築時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 チェック項目

                              
                              	
                                 構成確認可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 HiRDBのシステム定義について，リアルタイムSANレプリケーションを使用するときに必要なオペランドに誤りがないか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 RAID Managerのコンフィグレーションファイルの記述が正しいか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 RAID Managerインスタンス番号が正しいか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 RAID Managerインスタンスが起動しているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 システムファイルがすべてあるか

                              
                              	
                                 ○※

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：チェックできます。

                        ×：チェックできません。HiRDB管理者がチェックしてください。なお，この項目が正しくチェックできていないと，HiRDBの動作は保証されません。

                     

                     	注※

                     	
                        -nオプションを指定した場合はチェックしません。

                     

                  

               
               
                  10.2.4　メインサイトのサイト状態（業務）の設定

                  メインサイトのサイト状態を「業務」に設定します。サイト状態を「業務」に設定するには，pdriseset -Pコマンドを使用します。また，pdrisesetコマンドでサイト状態が正しく設定されたかどうかの確認もできます。

                  
                     	注意事項

                     	
                        系切り替え機能を適用している場合，現用系のHiRDBに対してサイト状態を「業務」に設定し，予備系のHiRDBに対してはサイト状態を「初期」に設定してください。予備系のHiRDBを「初期」以外の状態に設定し，予備系のHiRDBを開始した場合の動作は保証されません。

                     

                  

                  メインサイトのサイト状態を業務に設定する例を次に示します。

                  ●メインサイトのサイト状態（業務）の設定例

                  pdriseset -P  ..................メインサイトでコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to primary. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to primary from initial

                  ●メインサイトのサイト状態（業務）の設定例（系切り替え機能使用時）

                  pdriseset -P  ..................メインサイトの現用系でコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to primary. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to primary from initial
 
pdriseset -D  ..................メインサイトの予備系でコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to initial. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to initial from initial

                  ●メインサイトのサイト状態の確認例

                  pdriseset  ....................メインサイトでコマンドを実行します
  KFPS04687-I Real_Time_SAN_Replication information : status=primary

               
               
                  10.2.5　業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認

                  業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認をします。

                  リアルタイムSANレプリケーションの構成確認は，pdrisechkコマンドで行います。なお，pdrisechkコマンドではチェックできない項目があります。コマンドでチェックできない項目については，HiRDB管理者がチェックをしてください。pdrisechkコマンドでのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認可否を次の表に示します。

                  
                     表10‒3　pdrisechkコマンドでのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認可否（業務サイトでの初期構築時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 チェック項目

                              
                              	
                                 構成確認可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 サイト状態が「業務」か

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 ペア論理ボリュームグループがすべてあるか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 項番2のペア論理ボリュームグループのボリューム属性がP-VOLになっているか※

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 項番2のペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになっているか

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 項番2のペア論理ボリュームグループのフェンスレベルが，表「paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（ログ同期方式でのシステム構築時）」で示す仕様に従っているか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 HiRDBファイルが「名称規則」の規則に従っていて，正しいペア論理ボリュームグループに配置されているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：チェックできます。

                        △：チェックできます。ただし，ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループについてはチェックできません。

                        ×：チェックできません。HiRDB管理者がチェックしてください。

                     

                     	注※

                     	
                        ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループについては，ボリューム属性がSMPLになっているかをチェックします。

                     

                  

               
               
                  10.2.6　業務サイトのデータベース初期設定

                  データベース初期設定ユティリティでデータベースの初期設定をします（システム用RDエリアの作成，および必要に応じてその他のRDエリアの作成を行います）。データベースの初期設定については，マニュアル「HiRDB
                     システム導入・設計ガイド」を参照してください。

               
               
                  10.2.7　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）

                  リモートサイトのHiRDBを構築するため，更新コピーの対象ファイルを配置したペア論理ボリュームグループを，RAID Managerのhorctakeoverコマンドでリモートサイトにテイクオーバします。このとき，リモートサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。ペア状態のペア論理ボリュームグループはすべてテイクオーバしてください。horctakeoverコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

                  ペア論理ボリュームグループのテイクオーバの実行例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                  
                     	
                        HiRDB識別子：HRD1

                     

                     	
                        ユニット識別子：UNT1

                     

                     	
                        サーバ名：sds1

                     

                  

                  ●システム定義の例

                  set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                  ●horctakeoverコマンドの実行例（リモートサイトから実行）

                  horctakeover -g HRD1_sds1_LOG
horctakeover -g HRD1_UNT1_USTS
horctakeover -g HRD1_sds1_SSTS
horctakeover -g HRD1_sds1_SPD

               
               
                  10.2.8　リモートサイトのHiRDBの環境構築

                  リモートサイトのHiRDBシステムを構築します（システムファイルの作成まで行ってください）。HiRDBシステムの構築方法については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。また，構築時の留意点については，「システム設計時の考慮点」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              HiRDBファイルシステム領域とペアボリュームとの対応に誤りがないように注意してください。対応に誤りがあると，データ欠損が発生したり，ログ適用サイトでの再開始ができなくなったりします。

                           

                           	
                              ログ同期方式を適用する場合，付加PPのHiRDB Disaster Recovery Light Editionをインストールして，pdopsetupコマンドでセットアップをしてください。このとき，リモートサイトのすべてのユニット（系切り替え機能を使用している場合は予備系のユニットも含む）に対してインストールとセットアップを行います。

                           

                           	
                              リモートサイトで使用するHiRDBファイル（ファイル区分がUSTS，SSTS，LOG，およびSPDのファイル）は，メインサイトのファイルと同期化されているため，リモートサイトでは作成しないでください。また，ファイル区分がDBのHiRDBファイルについては，あとで実施する「システムログ適用化」でメインサイトのファイルがコピーされるため，作成不要です。

                           

                           	
                              プラグインを使用する場合，ログ適用サイトのHiRDBでは，プラグインのインストールとセットアップだけ行ってください。次の項目は，業務サイトのHiRDBでだけ実施してください。

                              (1)データディクショナリLOB用RDエリア，ユーザ用RDエリア，およびユーザLOB用RDエリアの追加

                              (2)プラグインの登録（pdplgrgstコマンドの実行）

                              (3)レジストリ機能の初期設定（pdreginitコマンドの実行）

                           

                        

                     

                  

               
               
                  10.2.9　リモートサイトのHiRDBの構成確認

                  リモートサイトのHiRDBの構成確認をします。

                  構成確認は，pdconfchkコマンドで行います。なお，pdconfchkコマンドではチェックできない項目があります。コマンドでチェックできない項目については，HiRDB管理者がチェックをしてください。pdconfchkコマンドでのHiRDBの構成確認可否を次の表に示します。

                  
                     表10‒4　pdconfchkコマンドでのHiRDBの構成確認可否（リモートサイトでの初期構築時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 チェック項目

                              
                              	
                                 構成確認可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 HiRDBのシステム定義について，リアルタイムSANレプリケーションを使用するときに必要なオペランドに誤りがないか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 RAID Managerのコンフィグレーションファイルの記述が正しいか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 RAID Managerインスタンス番号が正しいか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 RAID Managerインスタンスが起動しているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 システムファイルがすべてあるか※1

                              
                              	
                                 ○※2

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：チェックできます。

                        ×：チェックできません。HiRDB管理者がチェックしてください。なお，この項目が正しくチェックできていないと，HiRDBの動作は保証されません。

                     

                     	注※1

                     	
                        副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルについてはチェックしません。これらのファイルは，「ログ適用サイトの副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの構成確認」でチェックします。

                     

                     	注※2

                     	
                        -nオプションを指定した場合はチェックしません。

                     

                  

               
               
                  10.2.10　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（リモート→メイン）

                  更新コピーが必要なHiRDBファイル配置したペア論理ボリュームグループを，RAID Managerのhorctakeoverコマンドでメインサイトにテイクオーバします。このとき，メインサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。ペア論理ボリュームグループはすべてテイクオーバしてください。horctakeoverコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

               
               
                  10.2.11　リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定

                  リモートサイトのサイト状態を「ログ適用」に設定します。サイト状態を「ログ適用」に設定するには，pdriseset -Sコマンドを使用します。また，pdrisesetコマンドでサイト状態が正しく設定されたかどうかの確認もできます。

                  
                     	注意事項

                     	
                        系切り替え機能を適用している場合，現用系のHiRDBに対してサイト状態を「ログ適用」に設定し，予備系のHiRDBに対してはサイト状態を「初期」に設定してください。予備系のHiRDBを「初期」以外の状態に設定し，予備系のHiRDBを開始した場合の動作は保証されません。

                     

                  

                  リモートサイトのサイト状態をログ適用に設定する例を次に示します。

                  ●リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定例

                  pdriseset -S  ..................リモートサイトでコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to standby. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to standby from initial

                  ●リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定例（系切り替え機能使用時）

                  pdriseset -S  ..................リモートサイトの現用系でコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to standby. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to standby from initial
 
pdriseset -D  ..................リモートサイトの予備系でコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to initial. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to initial from initial

                  ●リモートサイトのサイト状態の確認例

                  pdriseset  ....................リモートサイトでコマンドを実行します
  KFPS04687-I Real_Time_SAN_Replication information : status=standby

               
               
                  10.2.12　ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認

                  ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認をします。

                  リアルタイムSANレプリケーションの構成確認は，pdrisechk -l -nコマンドで行います。なお，pdrisechk -l -nコマンドではチェックできない項目があります。コマンドでチェックできない項目については，HiRDB管理者がチェックをしてください。pdrisechk
                     -l -nコマンドでのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認可否を次の表に示します。

                  
                     表10‒5　pdrisechk -l -nコマンドでのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認可否（ログ適用サイトでの初期構築時）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 チェック項目

                              
                              	
                                 構成確認可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 サイト状態が「ログ適用」か

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 ペア論理ボリュームグループがすべてあるか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 項番2のペア論理ボリュームグループのボリューム属性がS-VOLになっているか※

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 項番2のペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになっているか

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 5

                              
                              	
                                 項番2のペア論理ボリュームグループのフェンスレベルが，表「paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（ログ同期方式でのシステム構築時）」で示す仕様に従っているか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 6

                              
                              	
                                 HiRDBファイルが「名称規則」の規則に従っていて，正しいペア論理ボリュームグループに配置されているか

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：チェックできます。

                        △：チェックできます。ただし，ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループについてはチェックできません。

                        ×：チェックできません。HiRDB管理者がチェックしてください。

                     

                     	注※

                     	
                        ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループについては，ボリューム属性がSMPLになっているかをチェックします。

                     

                  

               
               
                  10.2.13　システムログ適用化

                  システムログ適用化をします。システムログ適用化については，「システムログ適用化」を参照してください。

               
               
                  10.2.14　ログ適用サイトの副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの構成確認

                  ログ適用サイトの副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの構成確認をします。

                  副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの構成確認は，pdconfchk -lコマンドで行います。pdconfchk -lコマンドで，副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルがすべてあるかをチェックします。なお，-nオプションを指定するとチェックされないので注意してください。

               
            
            
               10.3　ディザスタリカバリシステム構築時の作業（既存システム導入時）

               この節では，既存のHiRDB環境を，ログ同期方式のディザスタリカバリシステムにする場合の手順について説明します。なお，ログ同期方式のディザスタリカバリシステムと組み合わせて使用できない機能があるため，注意してください。詳細については，「ほかの機能との関連」を参照してください。

               
                  10.3.1　RAID Managerの環境構築

                  RAID Managerの環境構築については，「RAID Managerの環境構築」を参照してください。

               
               
                  10.3.2　メインサイトのHiRDBの環境変更

                  メインサイトのHiRDB環境を変更します。HiRDB環境を変更する場合の留意点については，「システム設計時の考慮点」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              HiRDBファイルシステム領域とペアボリュームとの対応に誤りがないように注意してください。対応に誤りがあると，データ欠損が発生したり，ログ適用サイトでの再開始ができなくなったりします。

                           

                           	
                              ログ同期方式を適用する場合，付加PPのHiRDB Disaster Recovery Light Editionをインストールして，pdopsetupコマンドでセットアップをしてください。このとき，メインサイトのすべてのユニット（系切り替え機能を使用している場合は予備系のユニットも含む）に対してインストールとセットアップを行います。

                           

                           	
                              既存のHiRDBファイルがペア化できるボリューム上にない場合や，ファイル区分に合ったボリューム上にない場合など，既存のHiRDBファイルを再配置しなければならないケースがあります。なお，HiRDBファイルを再配置する場合，HiRDBファイルのパス名が変更されないように注意してください。既存のHiRDBファイルを別のボリュームに再配置する手順を次に示します。

                              〈手順〉

                              1. pdfbkupコマンドでHiRDBファイルシステム領域のバックアップを取得します。

                              2. 既存のディスクを新しいディスクに入れ替えられる場合，新しいディスクにしてください。既存のディスクを新しいディスクに入れ替えられない場合，シンボリックリンクなどを使用して，同じファイルパス名で新しいディスクにアクセスできるようにしてください。

                              3. 2.で用意したディスクを，pdfmkfsコマンドで初期化してください。

                              4. pdfrstrコマンドで，1.で作成したバックアップを3.で用意した初期設定済みのHiRDBファイルシステム領域にリストアしてください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  10.3.3　メインサイトのHiRDBの構成確認

                  メインサイトのHiRDBの構成確認については，「メインサイトのHiRDBの構成確認」を参照してください。

               
               
                  10.3.4　メインサイトのサイト状態（業務）の設定

                  メインサイトのサイト状態（業務）の設定については，「メインサイトのサイト状態（業務）の設定」を参照してください。

               
               
                  10.3.5　業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認

                  業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認については，「業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認」を参照してください。

               
               
                  10.3.6　システム構成変更の記録

                  ログ同期方式のディザスタリカバリシステムの適用を，HiRDBのステータスファイルに記録するため，いったん業務サイトのHiRDBを開始したあと，正常終了します。これをシステム構成変更の記録といいます。

                  システム構成変更を記録する手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              業務サイトのHiRDBをpdstartコマンドで開始します。

                           

                           	
                              開始処理が完了したら，システム移行を継続するために，業務サイトのHiRDBをpdstopコマンドで正常終了します。

                              
                                 	注意事項

                                 	
                                    
                                       	
                                          障害などでHiRDBが正常終了できない場合は，エラーメッセージなどで原因を特定し対策してから，正常終了してください。

                                       

                                       	
                                          強制終了など，正常終了以外で終了した場合（異常終了も含む），再度HiRDBを開始して，正常終了してください。

                                       

                                       	
                                          スタンバイレス型系切り替え機能を適用している場合，現用系のユニット（1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合は正規BESユニット）ですべてのサーバを正常終了してください。

                                       

                                       	
                                          業務サイトのHiRDBを正常終了しないでシステム移行を継続した場合，ログ適用サイトでログ適用が正常に行われないか，またはログ適用サイトのHiRDBが開始できなくなります。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  10.3.7　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）

                  ペア論理ボリュームグループのテイクオーバについては，「ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）」を参照してください。

               
               
                  10.3.8　リモートサイトのHiRDBの環境構築

                  リモートサイトのHiRDBの環境構築については，「リモートサイトのHiRDBの環境構築」を参照してください。

               
               
                  10.3.9　リモートサイトのHiRDBの構成確認

                  リモートサイトのHiRDBの構成確認については，「リモートサイトのHiRDBの構成確認」を参照してください。

               
               
                  10.3.10　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（リモート→メイン）

                  ペア論理ボリュームグループのテイクオーバについては，「ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（リモート→メイン）」を参照してください。

               
               
                  10.3.11　リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定

                  リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定については，「リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定」を参照してください。

               
               
                  10.3.12　ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認

                  ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認については，「ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認」を参照してください。

               
               
                  10.3.13　システムログ適用化

                  システムログ適用化をします。システムログ適用化については，「システムログ適用化」を参照してください。

               
               
                  10.3.14　ログ適用サイトの副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの構成確認

                  ログ適用サイトの副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの構成確認については，「ログ適用サイトの副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの構成確認」を参照してください。

               
            
         
      
   
      
         
            11　各サイトの運用

            
               この章では，業務サイトおよびログ適用サイトの運用方法について説明します。

            

            
               11.1　各サイトの開始方法

               ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用したHiRDBの開始方法について説明します。

               開始手順を次の図に示します。

               
                  図11‒1　HiRDBの開始手順（ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーション）
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  11.1.1　HiRDB開始前の準備

                  各サイトのHiRDBを開始する前に，準備しておく作業について説明します。

                  
                     (1)　RAID Managerの起動

                     HiRDBが使用するインスタンスのRAID Managerを，業務サイトおよびログ適用サイトで起動してください。RAID Managerの起動は，RAID Managerのhorcmstartコマンドで行います。horcmstartコマンドについては，RAID
                        Managerのマニュアルを参照してください。

                  
                  
                     (2)　ペア論理ボリュームグループの状態確認

                     業務サイトおよびログ適用サイトの，それぞれのペア論理ボリュームグループの状態を確認してください。業務サイトの場合はpdrisechkコマンドで，ログ適用サイトの場合はpdrisechk
                        -lコマンドで確認します。業務サイトおよびログ適用サイトのペア論理ボリュームグループが次の表の状態であれば，各サイトのHiRDBを開始できます。このとき，業務サイトとログ適用サイトで実行したpdrisechkコマンドでKFPS05815-Iメッセージ（end_code=OK）が出力されます。次の表以外の状態のペア論理ボリュームグループがある場合，該当するペア論理ボリュームグループについてKFPS05816-Eメッセージが出力されるため，次の表の状態になるように対策してください。

                     
                        表11‒1　HiRDBを開始できるペア論理ボリュームグループの状態
                        
                           
                              
                              
                              
                              
                              
                              
                           
                           
                              
                                 	
                                    保護モード

                                    （pd_rise_fence_level

                                    オペランドの値）

                                 
                                 	
                                    ペア論理ボリューム

                                    グループ名

                                 
                                 	
                                    フェンス

                                    レベル

                                 
                                 	
                                    ボリューム属性

                                 
                                 	
                                    ペア

                                    ステータス

                                 
                              

                              
                                 	
                                    業務サイト

                                 
                                 	
                                    ログ適用

                                    サイト

                                 
                              

                           
                           
                              
                                 	
                                    data

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    SMPL

                                 
                                 	
                                    SMPL

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                                 	
                                    data

                                 
                                 	
                                    P-VOL

                                 
                                 	
                                    S-VOL

                                 
                                 	
                                    PAIR

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                              
                                 	
                                    never

                                 
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_DB

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                                 	
                                    SMPL

                                 
                                 	
                                    SMPL

                                 
                                 	
                                    なし

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_LOG

                                 
                                 	
                                    never

                                 
                                 	
                                    P-VOL

                                 
                                 	
                                    S-VOL

                                 
                                 	
                                    PAIR

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_cccc_USTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SSTS

                                 
                              

                              
                                 	
                                    aaaa_bb....bb_SPD

                                 
                              

                           
                        

                     
                     
                        	（凡例）

                        	
                           aaaa：HiRDB識別子

                           bb....bb：サーバ名

                           cccc：ユニット識別子

                        

                     

                     ペア論理ボリュームグループが表「HiRDBを開始できるペア論理ボリュームグループの状態」の状態でなくても，HiRDBを開始できる場合があります。開始できるかどうか，次の手順に従ってチェックしてください。ただし，表「HiRDBを開始できるペア論理ボリュームグループの状態」以外の状態でHiRDBを開始した場合，業務サイトとログ適用サイトとのデータベースの整合性が保てなくなったり，ログ適用も正しく実施できなかったりします。したがって，次のどちらかのケース以外では，ペア論理ボリュームグループを表「HiRDBを開始できるペア論理ボリュームグループの状態」に示す状態にしてから開始することをお勧めします。

                     
                        	
                           災害によって業務サイトが失われた場合

                        

                        	
                           ログ適用サイトに重大な障害が発生して，ログ適用状態を維持できない状況で業務再開を優先する場合

                        

                     

                     
                        (a)　ログ適用サイトの場合

                        
                           	
                              ペア論理ボリュームグループのボリューム属性とステータスの収集

                              ログ適用サイトで，更新コピーが必要なHiRDBファイルを配置した，すべてのペア論理ボリュームグループに対してpairvolchkコマンドを実行し，ボリューム属性とペアステータスを収集してください。収集には，RAID
                                 Managerのpairvolchkコマンドを使用します。pairvolchkコマンドについては，RAID Managerのマニュアルを参照してください。

                           

                           	
                              開始可否の判定

                              収集したすべてのペア論理ボリュームグループのボリューム属性とペアステータスから，次に示す「・ログ適用サイトのHiRDBが開始できない条件」に該当するかどうかを判定します。該当する場合は，HiRDBは開始できません。なお，該当するペア論理ボリュームグループが書き込み不可状態かどうかについては，RAID
                                 Managerのマニュアルを参照してください。

                              
                                 	
                                    ログ適用サイトのHiRDBが開始できない条件

                                    シングルサーバまたはディクショナリサーバ（マスタディレクトリ用RDエリアがあるサーバ）のファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループが書き込み不可状態である。

                                 

                              

                           

                        

                     
                     
                        (b)　業務サイトの場合

                        
                           	
                              ペア論理ボリュームグループのボリューム属性とステータスの収集

                              業務サイトで，更新コピーが必要なHiRDBファイルを配置した，すべてのペア論理ボリュームグループに対してpairvolchkコマンドを実行し，ボリューム属性とペアステータスを収集してください。収集には，RAID
                                 Managerのpairvolchkコマンドを使用します。pairvolchkコマンドについては，RAID Managerのマニュアルを参照してください。

                           

                           	
                              開始可否の判定

                              収集したすべてのペア論理ボリュームグループのボリューム属性とペアステータスから，次に示す「・業務サイトのHiRDBが開始できない条件」のどちらかに該当するかどうかを判定します。該当する場合は，HiRDBは開始できません。なお，該当するペア論理ボリュームグループが書き込み不可状態かどうかについては，RAID
                                 Managerのマニュアルを参照してください。

                              
                                 	
                                    業務サイトのHiRDBが開始できない条件

                                    (1) シングルサーバまたはディクショナリサーバ（マスタディレクトリ用RDエリアがあるサーバ）のファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループが書き込み不可状態である。

                                    (2) ファイル区分がUSTS，SSTS，LOG，またはSPDのペア論理ボリュームグループが書き込み不可状態である。

                                 

                              

                           

                        

                     
                  
               
               
                  11.1.2　ログ適用サイトのHiRDBの開始

                  
                     (1)　ログ適用サイトのHiRDBの開始方法

                     ログ適用サイトのHiRDBは，pdstart -lコマンドで開始します。なお，ログ適用サイトでは，サーバ単位の開始はできません。

                     
                        (a)　開始モード

                        ログ適用サイトのHiRDBの開始モードを次に示します。

                        
                           	正常開始

                           	
                              ログ適用を行うためのモードです。

                              業務サイトのHiRDBの正常開始とは異なり，変更できるシステム定義のオペランドは，再開始時に変更できるオペランドだけとなります。

                              ログ適用サイトのHiRDBはログ適用を行うために稼働します。そのため，ログ適用サイトのHiRDBに対してUAPを実行することはできません。

                           

                        

                     
                  
                  
                     (2)　ログ適用サイトのHiRDB開始時の注意事項

                     
                        (a)　ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループの状態

                        ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループの状態が表「HiRDBを開始できるペア論理ボリュームグループの状態」以外の状態で，かつ書き込み不可状態の場合，該当するペア論理ボリュームグループに配置したログ適用サイトのRDエリアが閉塞します。該当するペア論理ボリュームグループが書き込み不可状態かどうかについては，RAID
                           Managerのマニュアルを参照してください。

                     
                     
                        (b)　副シンクポイントダンプファイルのオープン対象

                        システムログ適用化を実施したあと，初めてログ適用サイトのHiRDBを開始した場合，pdlogadfg -d sspオペランドにONLを指定していない副シンクポイントダンプファイルのファイルグループをオープンすることがあります。オープンする条件を次の表に示します。

                        
                           表11‒2　副シンクポイントダンプファイルのファイルグループのオープン条件
                           
                              
                                 
                                 
                                 
                                 
                                 
                              
                              
                                 
                                    	
                                       ログ適用サイトのHiRDBの開始タイミング

                                    
                                    	
                                       ログ適用サイトのpdlogadfg -d sspオペランドの値

                                    
                                    	
                                       シンクポイント情報

                                    
                                    	
                                       前回のログ適用サイトのHiRDB稼働状態

                                    
                                    	
                                       オープン

                                       するかどうか

                                    
                                 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       システムログ適用化を行ったあと，初めてログ適用サイトのHiRDBを開始したとき

                                    
                                    	
                                       ONL指定あり

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       オープンする

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       ONL指定なし

                                    
                                    	
                                       システムログ適用化で業務サイトのHiRDBを終了したとき，最後に有効化したシンクポイント情報を含むシンクポイントダンプファイルのファイルグループ

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       オープンする

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       上記以外

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       オープンしない

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       上記以外

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       −

                                    
                                    	
                                       オープン

                                    
                                    	
                                       オープンする

                                    
                                 

                                 
                                    	
                                       クローズ

                                    
                                    	
                                       オープンしない

                                    
                                 

                              
                           

                        
                        
                           	(凡例)

                           	
                              −：該当しません。

                           

                        

                     
                     
                        (c)　ユニット単位にHiRDBを開始する場合のオプション指定（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                        ログ適用サイトとして運用している複数ユニットのHiRDB/パラレルサーバで，システムマネジャ以外のユニットを単独で開始する場合，pdstartコマンドには-lオプションを必ず指定してください。-lオプションを指定しないと，そのユニットの開始に失敗します。詳細については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」のpdstartコマンドを参照してください。

                     
                  
               
               
                  11.1.3　業務サイトのHiRDBの開始

                  
                     (1)　業務サイトのHiRDBの開始方法

                     業務サイトのHiRDBは，pdstartコマンドで開始します。

                     
                        (a)　開始モード

                        業務サイトのHiRDBの開始モードを次に示します。

                        
                           	正常開始

                           	
                              前回のHiRDBが正常終了していて，かつ終了状態を引き継ぐ情報がない場合，または新たにHiRDBを開始する場合のモードです。

                           

                           	再開始

                           	
                              前回のHiRDBの終了状態を引き継いで開始する場合のモードです。

                              なお，次の開始方法は再開始ではありません。

                              
                                 	
                                    HiRDBが計画停止，強制終了，または異常終了したあとに，pdstart dbdestroy，またはpdstart -iコマンドで強制的に正常開始する。

                                 

                              

                           

                        

                     
                  
                  
                     (2)　業務サイトのHiRDB開始時の注意事項

                     
                        (a)　ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループの状態

                        ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループの状態が表「HiRDBを開始できるペア論理ボリュームグループの状態」以外の状態で，かつ書き込み不可状態の場合，該当するペア論理ボリュームグループに配置した業務サイトのRDエリアが閉塞します。該当するペア論理ボリュームグループが書き込み不可状態かどうかについては，RAID
                           Managerのマニュアルを参照してください。

                     
                     
                        (b)　業務サイトのHiRDBを先に開始した場合の対処方法

                        業務サイトのHiRDBを先に開始した場合，ログ適用していないシステムログを上書きしてしまうおそれがあります。上書きした場合は，データベースの整合性が保てなくなります。確認方法と対処を次に示します。

                        
                           	確認方法

                           	
                              開始した業務サイトのHiRDBを終了しないで，ログ適用サイトのHiRDBを開始してください。業務サイトのHiRDBがログ適用をしていないシステムログを上書きしている場合は，ログ適用サイトのHiRDBが異常終了します。

                           

                           	対処

                           	
                              システムログ適用化を実施してください。

                              なお，ログ適用サイトのHiRDB停止中に，業務サイトのHiRDBを2回以上正常開始した場合，ログ適用サイトのHiRDBが異常終了しなくても，システムログ適用化を実施してください。ログ適用をしていないシステムログを，業務サイトのHiRDBが上書きしているかどうかを検知できない場合があるからです。検知できなかった場合，ログ適用サイトのHiRDBはログ適用を継続しますが，業務サイトのデータベースとは整合性が保たれていない状態となります。

                           

                        

                     
                     
                        (c)　ユニット単位にHiRDBを開始する場合のオプション指定（HiRDB/パラレルサーバ限定）

                        業務サイトとして運用している複数ユニットのHiRDB/パラレルサーバで，システムマネジャ以外のユニットを単独で開始する場合，pdstartコマンドには-lオプションを指定しないでください。-lオプションを指定すると，そのユニットの開始に失敗します。詳細については，マニュアル「HiRDB
                           コマンドリファレンス」のpdstartコマンドを参照してください。

                     
                  
               
            
            
               11.2　各サイトの終了方法

               ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用したHiRDBの終了方法について説明します。

               終了手順を次の図に示します。

               
                  図11‒2　HiRDBの終了手順（ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーション）
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  11.2.1　業務サイトのHiRDBの終了

                  業務サイトのHiRDBは，pdstopコマンドで終了します。

                  
                     (1)　終了モード

                     業務サイトのHiRDBの終了モードは，正常終了，計画停止，強制終了，または異常終了のどれでもかまいません。ただし，システムログ適用化をするために業務サイトを終了する場合は正常終了してください。

                  
               
               
                  11.2.2　ログ適用サイトのログ適用状況の確認

                  ログ適用サイトの各サーバのログ適用状況を，pdls -d risコマンドで確認します。すべてのサーバのログ適用処理の実行状況がIDLEになってから，ログ適用サイトのHiRDBを終了してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        ログ適用処理の実行状況がIDLE以外の場合にログ適用サイトのHiRDBを終了すると，ログ適用サイトはログ適用可能状態のままとなりますが，業務サイトのHiRDBがログ適用していないシステムログを上書きしてログ適用不可能状態になることがあります。

                     

                  

               
               
                  11.2.3　ログ適用サイトのHiRDBの終了

                  
                     (1)　終了方法

                     ログ適用サイトのHiRDBは，pdstop -lコマンドで終了します。なお，ログ適用サイトでは，サーバ単位の終了はできません。また，一部のユニットが停止していてpdstop
                        -lコマンドが実行できない場合は，次のどちらかの方法で終了してください。どちらの方法で終了しても，ログ適用可能状態は変わりません。

                     
                        	
                           停止しているユニットを開始してログ適用を再開して，11.2.2からの手順を実施する

                        

                        	
                           ログ適用サイトのHiRDBを強制終了する

                        

                     

                     
                        (a)　終了モード

                        ログ適用サイトのHiRDBの終了モードを次に示します。

                        
                           	正常終了

                           	
                              ログ適用を中断し，最新のシンクポイントまでデータベースの内容を保証してからHiRDBを終了するモードです。

                           

                           	強制終了

                           	
                              ログ適用の中断を待たないで，HiRDBを終了するモードです。

                           

                           	異常終了

                           	
                              HiRDBで何らかの異常が発生し，業務が継続できない場合にHiRDBが終了するモードです。

                           

                        

                     
                  
                  
                     (2)　終了時の注意事項

                     
                        (a)　ログ適用サイトのHiRDBを先に終了した場合

                        ログ適用サイトのHiRDBを先に終了した場合，業務サイトとログ適用サイトとのデータベースの整合性が保てなくなり，ログ適用不可能状態になることがあります。ログ適用不可能状態となった場合は，システムログ適用化を実施してください。

                     
                     
                        (b)　ログ適用していないシステムログがある状態でログ適用サイトのHiRDBを終了した場合

                        ログ適用していないシステムログがある状態でログ適用サイトのHiRDBを終了し，業務サイトのHiRDBを開始した場合，業務サイトとログ適用サイトとのデータベースの整合性が保てなくなり，ログ適用不可能状態になることがあります。ログ適用不可能状態となった場合は，システムログ適用化を実施してください。

                     
                  
               
            
            
               11.3　各サイトのシステムログファイルの運用

               ここでは，業務サイトとログ適用サイトでのシステムログファイルの運用方法について説明します。

               ログ同期方式の場合，業務サイトのデータベース更新時のログを使用して，ログ適用サイトのデータベースを更新します。そのため，業務サイトでは不要なシステムログファイルであっても，ログ適用サイトではログ適用していないために必要となることに注意してください。

               業務サイトのシステムログファイルに対して次の操作をした場合，ログ適用サイトにも影響があります。

               
                  	
                     システムログファイルの削除

                  

                  	
                     システム定義（pdlogadfgおよびpdlogadpfオペランド）の変更

                  

               

               また，ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用した場合，現用となるシステムログファイルの決定方法も変わります。

               詳細を次に示します。

               
                  11.3.1　システムログファイルの削除

                  業務サイトのシステムログファイルを削除する場合，ログ適用サイトに影響があるかどうかを確認してから行います。ログ適用していないシステムログファイルを削除した場合，ログ適用サイトはログの欠損を検知して異常終了します。この場合，システムログ適用化を実施してから，ログ適用を開始してください。

                  業務サイトのシステムログファイルを削除する手順を次の図に示します。

                  
                     図11‒3　業務サイトのシステムログファイルを削除する手順
                     [image: [図データ]]

                  
                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　業務サイトのシステムログファイルのクローズ

                     削除対象のシステムログファイルがオープン状態の場合，pdlogclsコマンドでシステムログファイルをクローズします。

                  
                  
                     (2)　削除対象のシステムログファイルのランIDおよび世代番号の確認

                     削除対象のシステムログファイルのランIDおよび世代番号を確認します。ランIDおよび世代番号の確認には，pdlogls -d sysコマンドを使用してください。

                  
                  
                     (3)　ログ適用サイトのログ適用状況の確認

                     削除対象のシステムログファイルが初期状態の場合，この手順は必要ありません。

                     pdls -d risコマンドでログ適用サイトのログ適用状況を確認し，削除対象のシステムログファイルのランIDおよび世代番号と比較して，削除対象のシステムログファイルにログ適用していないシステムログが含まれるかどうかを確認します。次の手順で確認してください。

                     
                        	〈手順〉

                        	
                           
                              	
                                 pdls -d risコマンドを実行し，削除対象のシステムログファイルがあるサーバの，ログ適用処理の実行状況を確認してください。

                              

                              	
                                 1.のログ適用処理の実行状況と，(2)の削除対象のシステムログファイルのランIDおよび世代番号を比較して，次のどちらかの条件を満たしているか確認してください。

                                 ・削除対象のシステムログファイルのランIDより，ログ適用処理の実行状況が示すシステムログ適用中ポイントのランIDの方が大きい（ランIDを16進数の数値とみなして比較します）。

                                 ・削除対象のシステムログファイルのランIDと，ログ適用処理の実行状況が示すシステムログ適用中ポイントのランIDが一致し，かつ削除対象のシステムログファイルの世代番号よりログ適用処理の実行状況が示すシステムログ適用中ポイントの世代番号の方が大きい。

                              

                              	
                                 確認した結果，どちらかの条件を満たしている場合，ログ適用していないシステムログは含まれていないと判断できます。この場合，(4)の作業へ進んでください。

                                 どちらの条件も満たしていない場合，ログ適用していないシステムログが含まれていることになります。この場合，時間を置いてから再度ログ適用サイトのログ適用処理の実行状況を確認し，削除対象のシステムログファイルのログ適用が完了するまで待ってください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (4)　業務サイトのシステムログファイルの削除

                     業務サイトのシステムログファイルをpdlogrmコマンドで削除します。

                  
               
               
                  11.3.2　システム定義の変更

                  業務サイトでシステム定義（pdlogadfgおよびpdlogadpfオペランド）を変更した場合，ログ適用サイトのシステム定義も同じに変更する必要があります。

                  業務サイトおよびログ適用サイトのシステム定義を変更する手順を次の図に示します。

                  
                     図11‒4　業務サイトおよびログ適用サイトのシステム定義を変更する手順
                     [image: [図データ]]

                  
                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　HiRDBの終了

                     各サイトのHiRDBの終了方法については，「各サイトの終了方法」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　システム定義の変更

                     各サイトのシステム定義（pdlogadfgおよびpdlogadpfオペランド）を変更します。システムログファイルのファイルグループを追加する場合は，「システム設計時の考慮点」の規則に従ってシステムログファイルを作成し，配置してください。

                  
                  
                     (3)　HiRDBの開始

                     各サイトのHiRDBの開始方法については，「各サイトの開始方法」を参照してください。

                  
               
               
                  11.3.3　現用となるシステムログファイルの決定方法

                  ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用している場合と適用していない場合とで，現用となるシステムログファイルの決定方法が異なります。ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用している場合の，現用となるシステムログファイルの決定方法を次に示します。

                  
                     	過去に現用となったファイルグループがある場合

                     	
                        各サーバ定義の，最後に現用となったファイルグループの次のファイルグループが現用になります。

                     

                     	過去に現用となったファイルグループがない場合

                     	
                        各サーバ定義の，最初に指定したファイルグループが現用になります。

                     

                  

               
            
            
               11.4　注意が必要な操作

               ログ同期方式では，業務サイトのデータベース更新時に出力した更新ログを使用して，ログ適用サイトのデータベースを更新します。そのため，業務サイトで更新ログを出力しないデータベース更新が行われると，ログ適用サイトのデータベースとの整合性を保てなくなり，ログ適用不可能状態となります。また，業務サイトとログ適用サイトのHiRDB構成が異なる場合もログ適用不可能状態となります。

               ログ適用不可能状態になった場合，必要に応じて業務サイトとログ適用サイトのHiRDB構成を同じにしてから，システムログ適用化を実施してください。システムログ適用化を実施すると，ログ適用可能状態になります。

               ログ適用不可能状態になる操作を次に示します。

               
                  	
                     業務サイトで次のユティリティをログレスモードまたは更新前ログ取得モードで実行した。

                     
                        	
                           pdload（-l pまたは-l n指定）

                        

                        	
                           pdrorg（-l pまたは-l n指定）

                        

                        	
                           pdrbal -l n

                        

                     

                  

                  	
                     クライアント環境定義のPDDBLOGにNOを指定した状態でデータベースを更新した。

                  

                  	
                     列回復制約がPARTIALまたはNOの表を更新した。

                  

                  	
                     次のSQLを実行した。

                     
                        	
                           ALTER ROUTINE

                        

                        	
                           ALTER PROCEDURE

                        

                        	
                           ALTER TRIGGER

                        

                        	
                           CREATE FUNCTION

                        

                        	
                           CREATE PROCEDURE

                        

                        	
                           CREATE TABLE（参照制約ありの表定義）

                        

                        	
                           CREATE TRIGGER

                        

                        	
                           DROP FUNCTION

                        

                        	
                           DROP PROCEDURE

                        

                        	
                           DROP TABLE（参照制約ありの表削除）

                        

                        	
                           DROP TRIGGER

                        

                     

                  

                  	
                     業務サイトでpdinitを実行し，業務サイトのデータベースを初期設定した。

                  

                  	
                     業務サイトでpdmodを実行し，業務サイトのデータベースの構成を変更した。

                  

                  	
                     業務サイトでpdrstrを実行し，業務サイトのデータベースを回復した。

                  

                  	
                     業務サイトでpdreginitを実行し，プラグインモジュールを使用するためのレジストリ機能を，業務サイトのHiRDBに組み込んだ。

                  

                  	
                     業務サイトでpdplgrgstコマンドを実行し，業務サイトのHiRDBにプラグインの登録または削除をした。

                  

                  	
                     ログ適用サイトのHiRDBが稼働中の場合に業務サイトのHiRDBを終了し，業務サイトのシステム定義を変更したあと，業務サイトのHiRDBを開始した。

                  

                  	
                     業務サイトでpdchgconfコマンドを実行し，業務サイトのHiRDBのシステム構成を変更した。

                  

                  	
                     業務サイトでpdprgrenewコマンドを実行し，業務サイトのHiRDBを修正版HiRDBに入れ替えた。

                  

                  	
                     業務サイトのHiRDBをpdstart dbdestroyコマンドで開始した。

                  

                  	
                     業務サイトのHiRDBをpdstart -iコマンドで開始し，業務サイトのデータベースを再度初期設定した。

                  

                  	
                     業務サイトのHiRDBのマスタディレクトリ用RDエリアに障害が発生し，pdstart -rコマンドで業務サイトのHiRDBを開始した。

                  

                  	
                     サイト切り替え，システムログ適用化，データベース引き継ぎなどを手順どおりに実施しなかった。

                  

                  	
                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBをバージョンアップした。

                  

               

            
            
               11.5　業務サイトで作成したシステムファイル以外のファイルの扱い

               ログ同期方式では，システムファイルを同期コピーしていますが，それ以外のファイルはコピーしていません。業務サイトのHiRDBでコマンドを実行して情報ファイルなどを作成し，その情報ファイルを基に作業する運用を行っている場合，作成した情報ファイルをログ適用サイトへコピーする必要があります。ログ適用サイトへコピーすることで，運用中にサイト切り替えが発生した場合でも作業を続行できます。ログ適用サイトへのコピーは，同期ペアボリュームにコピー対象となるファイルを作成し，TrueCopyを使用して同期コピーする方法をお勧めします。ただし，運用上，同期ペアボリュームに配置できない場合は，次の表に示す対策を実施してください。

               
                  表11‒3　システムファイル以外のファイルの扱いと対策
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              機能名または

                              コマンド名

                           
                           	
                              同期化されない

                              ファイル

                           
                           	
                              説明

                           
                           	
                              対策

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              セキュリティ監査機能

                           
                           	
                              監査証跡ファイル

                           
                           	
                              災害などで業務サイトが使用できなくなった場合，ログ適用サイトにファイルを引き継いでいないと，ファイルを利用した運用が継続できなくなることがあります。

                           
                           	
                              pdaudswapコマンドを実行し，現用の監査証跡ファイルをスワップしてから，ログ適用サイトに転送してください。ただし，スワップしてからログ適用サイトへの転送が完了するまでの間に，業務サイトが使用できなくなると，監査証跡ファイルに蓄積された情報が欠損します。

                           
                        

                        
                           	
                              業務サイトからログ適用サイトへ切り替えるとき，KFPS05704-E，KFPO00105-E _audメッセージなどを出力してログ適用サイトのHiRDBの開始に失敗することがあります。

                           
                           	
                              ログ適用サイトの監査証跡ファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域を再初期化したあとにログ適用サイトのHiRDBを開始してください。

                              HiRDBファイルシステム領域の再初期化については，「第2編　全同期方式，全非同期方式，およびハイブリッド方式編」の「セキュリティ監査機能を使用する場合の注意事項」を参照してください。

                           
                        

                        
                           	
                              プラグインインデクス遅延一括作成

                           
                           	
                              インデクス情報ファイル

                           
                           	
                              災害などで業務サイトが使用できなくなった場合，ログ適用サイトにはファイルがないため，ファイルを利用した運用ができなくなることがあります。

                           
                           	
                              なし。

                           
                        

                        
                           	
                              pdrorg※

                           
                           	
                              アンロードデータファイル

                           
                           	
                              災害などで業務サイトが使用できなくなった場合，ログ適用サイトにはファイルがないため，回復またはアンロードができなくなることがあります。

                           
                           	
                              業務サイトで出力が完了したファイルを，ログ適用サイトに転送してください。

                           
                        

                        
                           	
                              pdcopy

                           
                           	
                              バックアップファイル

                           
                        

                        
                           	
                              差分バックアップ管理ファイル

                           
                        

                        
                           	
                              システムログのアンロード（自動ログアンロード機能も含む）

                           
                           	
                              アンロードログファイル

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	注※

                  	
                     表の再編成のリロード処理中に災害が発生した場合，業務サイトが使用できなくなり，アンロードデータファイルが参照できなくなります。また，ログ適用サイトの表データが削除されている状態のため，表データを元に戻せなくなるおそれもあります。そのため，表の再編成を行う場合は，アンロードとリロードを別々に実行する必要があります（アンロードをしたあと，アンロードデータファイルをログ適用サイトへ転送してください）。

                  

               

            
         
      
   
      
         
            12　システムログ適用化

            
               この章では，業務サイトとログ適用サイトのデータベースの同期を取る方法（システムログ適用化）について説明します。

            

            
               12.1　システムログ適用化の手順

               システムログ適用化とは，業務サイトとログ適用サイトのデータベースを一時的に同期化することでデータベースの整合性を取り，ログ適用の実行に必要なファイルの情報を正しい状態にして，ログ適用ができる状態にすることをいいます。

               システムログ適用化の手順を次の図に示します。

               
                  図12‒1　システムログ適用化の手順
                  [image: [図データ]]

               
               
                  	注

                  	
                     図中の番号は，「システムログ適用化での作業」の項番号に対応しています。

                  

               

            
            
               12.2　システムログ適用化での作業

               
                  12.2.1　業務サイトのHiRDBの正常終了

                  業務サイトのHiRDBをpdstopコマンドで正常終了します。すでに業務サイトのHiRDBが終了している場合は，この項の手順は必要ありません。

                  
                     	注意

                     	
                        
                           	
                              障害などでHiRDBが正常終了できない場合は，エラーメッセージなどで原因を特定し対策してから，正常終了してください。

                           

                           	
                              強制終了など，正常終了以外で終了した場合（異常終了も含む）※，またはデータベースの初期設定をしていない場合，再度HiRDBを開始して，正常終了してください。

                           

                           	
                              スタンバイレス型系切り替え機能を適用している場合，現用系のユニット（1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合は正規BESユニット）ですべてのサーバを正常終了してください。

                           

                           	
                              業務サイトのHiRDBを正常終了しないでシステムログの適用をした場合，ログ適用サイトのデータベースにデータ欠損が発生したり，ログ適用サイトのHiRDBが開始できなくなったりします。

                           

                        

                        
                           	注※

                           	
                              正常終了以外で終了した場合，次の処置をすればシステムログ適用化を実行できるようになります。

                              
                                 	
                                    計画停止（pdstop -Pコマンド）の場合

                                    業務サイトのHiRDBを開始し，pdstopコマンドで正常終了してください。

                                 

                                 	
                                    強制終了（pdstop -fコマンド）の場合

                                    障害によって正常終了できなかった場合，その障害要因を取り除いて，業務サイトのHiRDBを開始して，pdstopコマンドで正常終了してください。

                                 

                                 	
                                    異常終了の場合

                                    異常終了の原因を取り除いて，業務サイトのHiRDBを開始して，pdstopコマンドで正常終了してください。

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               
               
                  12.2.2　ログ適用サイトのHiRDBの終了

                  ログ適用サイトのHiRDBをpdstop -lコマンドで終了します。すでにログ適用サイトのHiRDBが終了している場合は，この項の手順は必要ありません。

                  pdstop -lコマンドで終了できない場合は，強制終了（pdstop -fコマンド），異常終了，またはデータベース引き継ぎ（pdrisedbtoコマンド）で終了してもかまいません（「ペア論理ボリュームグループのペア化」ですべてのHiRDBファイルを同期化するため）。なお，データベース引き継ぎで終了した場合は，再度pdstop -lコマンドでログ適用サイトのHiRDBを開始してから，ログ適用サイトのHiRDBを終了してください。

               
               
                  12.2.3　ペア論理ボリュームグループのペア化

                  ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループを含む，すべてのペア論理ボリュームグループをペア化します。ペア論理ボリュームグループのペア化は，RAID Managerのpaircreateコマンドで行います。このとき，業務サイトのボリュームがP-VOLになるようにします。paircreateコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。なお，すでにペア状態となっているペア論理ボリュームグループについては，この項の手順は必要ありません。

                  paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（-fオプションの値）は，保護モード（pd_rise_fence_levelオペランドの値）によって異なります。関係を次の表に示します。

                  
                     表12‒1　paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（ログ同期方式でのシステムログ適用化時）
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 リアルタイムSANレプリ

                                 ケーションの処理方式（pd_rise_pairvolume_

                                 combinationオペランドの値）

                              
                              	
                                 保護モード

                                 （pd_rise_fence_level

                                 オペランドの値）

                              
                              	
                                 ペア論理ボリューム

                                 グループ名

                              
                              	
                                 フェンスレベル

                                 （paircreate

                                 コマンドの

                                 -fオプション

                                 の値）

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 syssync

                              
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 aaaa_bb....bb_DB

                              
                              	
                                 data

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_LOG

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_cccc_USTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SSTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SPD

                              
                           

                           
                              	
                                 監査証跡グループ名※

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 aaaa_bb....bb_DB

                              
                              	
                                 never

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_LOG

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_cccc_USTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SSTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SPD

                              
                           

                           
                              	
                                 監査証跡グループ名※

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        aaaa：HiRDB識別子

                        bb....bb：サーバ名

                        cccc：ユニット識別子

                     

                     	注※

                     	
                        セキュリティ監査機能の監査証跡を業務サイトからログ適用サイトへ引き継ぐ場合に作成する，監査証跡ファイルのHiRDBファイルシステム領域を作成するペア論理ボリュームグループ名

                     

                  

                  ペア論理ボリュームグループのペア化の例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                  
                     	
                        HiRDB識別子：HRD1

                     

                     	
                        ユニット識別子：UNT1

                     

                     	
                        サーバ名：sds1

                     

                  

                  ●システム定義の例

                  set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                  ●paircreateコマンドの実行例（業務サイトから実行）

                  paircreate -g HRD1_sds1_DB -f data -vl

               
               
                  12.2.4　リアルタイムSANレプリケーションの構成確認（ペア論理ボリュームグループの確認）

                  ペア論理ボリュームグループについて，ボリューム属性とペアステータスが正しいか確認します。

                  確認手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              業務サイトでpdrisechk -rコマンドを実行します。

                           

                           	
                              ログ適用サイトでpdrisechk -l -rコマンドを実行します。

                           

                        

                     

                  

                  ペア論理ボリュームグループのボリューム属性とペアステータスを次の表に示します。

                  
                     表12‒2　ペア論理ボリュームグループのボリューム属性とペアステータス
                     
                        
                           
                           
                           
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 保護モード

                                 （pd_rise_fence_level

                                 オペランドの値）

                              
                              	
                                 ペア論理ボリューム

                                 グループ名

                              
                              	
                                 フェンス

                                 レベル

                                 （paircreate

                                 コマンドの-fオプションの値）

                              
                              	
                                 ボリューム属性

                              
                              	
                                 ペア

                                 ステータス

                              
                           

                           
                              	
                                 業務サイト

                              
                              	
                                 ログ適用

                                 サイト

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 aaaa_bb....bb_DB

                              
                              	
                                 data

                              
                              	
                                 P-VOL

                              
                              	
                                 S-VOL

                              
                              	
                                 PAIR

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_LOG

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_cccc_USTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SSTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SPD

                              
                           

                           
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 aaaa_bb....bb_DB

                              
                              	
                                 never

                              
                              	
                                 P-VOL

                              
                              	
                                 S-VOL

                              
                              	
                                 PAIR

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_LOG

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_cccc_USTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SSTS

                              
                           

                           
                              	
                                 aaaa_bb....bb_SPD

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        aaaa：HiRDB識別子

                        bb....bb：サーバ名

                        cccc：ユニット識別子

                     

                  

               
               
                  12.2.5　副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの作成

                  副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルを作成します。副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの作成は，ログ適用サイトで行います。

                  作成手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              シンクポイントダンプファイル，ステータスファイルを退避する

                           

                           	
                              副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルのHiRDBファイルシステム領域を作成する

                           

                           	
                              退避したシンクポイントダンプファイル，ステータスファイルを，副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルのHiRDBファイルシステム領域へコピーする

                           

                        

                        各手順の詳細を次に示します。

                     

                  

                  
                     (1)　シンクポイントダンプファイル，ステータスファイルの退避

                     シンクポイントダンプファイル，ステータスファイル（ユニット用およびサーバ用）を，pdfbkupコマンドで通常ファイルに退避します。

                     退避したファイルは，副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの作成後は不要になるため，退避先は一時的にファイルを配置できるボリュームでかまいません。

                     シンクポイントダンプファイル，ステータスファイルの退避の例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                     
                        	
                           HiRDB識別子：HRD1

                        

                        	
                           ユニット識別子：UNT1

                        

                        	
                           サーバ名：sds1

                        

                     

                     ●システム定義の例

                     [pdsys]
set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1
[pdutsys]
set pd_syssts_file_name_1 = "usts1", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1a", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1b"
set pd_syssts_subfile_name_1 = "usts1", ¥
                               "/opt/HiRDB_S/ustssubfiles/usts1a", ¥
                               "/opt/HiRDB_S/ustssubfiles/usts1b"
[sds1]
set pd_sts_file_name_1 = "ssts1", ¥
                         "/opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1a", ¥
                         "/opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1b"
set pd_sts_subfile_name_1 = "ssts1", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/sstssubfiles/ssts1a", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/sstssubfiles/ssts1b"
pdlogadfg -d spd -g spd1
pdlogadfg -d spd -g spd2
pdlogadfg -d spd -g spd3
pdlogadpf -d spd -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd1a"
pdlogadpf -d spd -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd2a"
pdlogadpf -d spd -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd3a"
pdlogadfg -d ssp -g spd1
pdlogadfg -d ssp -g spd2
pdlogadfg -d ssp -g spd3
pdlogadpf -d ssp -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd1a"
pdlogadpf -d ssp -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd2a"
pdlogadpf -d ssp -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd3a"

                     ●pdfbkupコマンドの実行例（ログ適用サイトから実行）

                     pdfbkup -y -r -f /opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1a /tmp/usts1a.bkup
pdfbkup -y -r -f /opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1b /tmp/usts1b.bkup
pdfbkup -y -r -f /opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1a /tmp/ssts1a.bkup
pdfbkup -y -r -f /opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1b /tmp/ssts1b.bkup
pdfbkup -y -r -f /opt/HiRDB_S/spdfiles/spd1a /tmp/spd1a.bkup
pdfbkup -y -r -f /opt/HiRDB_S/spdfiles/spd2a /tmp/spd2a.bkup
pdfbkup -y -r -f /opt/HiRDB_S/spdfiles/spd3a /tmp/spd3a.bkup

                  
                  
                     (2)　副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルのHiRDBファイルシステム領域の作成

                     副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルを格納するためのHiRDBファイルシステム領域を，pdfmkfsコマンドで作成します。

                     副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルを格納するためのHiRDBファイルシステム領域は，日立ディスクアレイシステム以外のファイルシステム上に作成してかまいません。

                     
                        	注意事項

                        	
                           作成するHiRDBファイルシステム領域のサイズは，退避したシンクポイントダンプファイル，ステータスファイルの容量以上としてください。また，使用目的，最大増分回数，およびセクタ長は，退避したシンクポイントダンプファイル，ステータスファイルのHiRDBファイルシステム領域と同じにしてください。

                        

                     

                     副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルのHiRDBファイルシステム領域の作成例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                     
                        	
                           HiRDB識別子：HRD1

                        

                        	
                           ユニット識別子：UNT1

                        

                        	
                           サーバ名：sds1

                        

                     

                     ●システム定義の例

                     [pdsys]
set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1
[pdutsys]
set pd_syssts_file_name_1 = "usts1", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1a", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1b"
set pd_syssts_subfile_name_1 = "usts1", ¥
                               "/opt/HiRDB_S/ustssubfiles/usts1a", ¥
                               "/opt/HiRDB_S/ustssubfiles/usts1b"
[sds1]
set pd_sts_file_name_1 = "ssts1", ¥
                         "/opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1a", ¥
                         "/opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1b"
set pd_sts_subfile_name_1 = "ssts1", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/sstssubfiles/ssts1a", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/sstssubfiles/ssts1b"
pdlogadfg -d spd -g spd1
pdlogadfg -d spd -g spd2
pdlogadfg -d spd -g spd3
pdlogadpf -d spd -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd1a"
pdlogadpf -d spd -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd2a"
pdlogadpf -d spd -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd3a"
pdlogadfg -d ssp -g spd1
pdlogadfg -d ssp -g spd2
pdlogadfg -d ssp -g spd3
pdlogadpf -d ssp -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd1a"
pdlogadpf -d ssp -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd2a"
pdlogadpf -d ssp -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd3a"

                     ●pdfmkfsコマンドの実行例（ログ適用サイトから実行）

                     pdfmkfs -n 32 -l 20 -k SYS -f /opt/HiRDB_S/ustssubfiles
pdfmkfs -n 32 -l 20 -k SYS -f /opt/HiRDB_S/sstssubfiles
pdfmkfs -n 64 -l 20 -k SYS -f /opt/HiRDB_S/spdsubfiles

                  
                  
                     (3)　副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルのHiRDBファイルシステム領域へのコピー

                     (1)で退避したファイルを，(2)で作成したHiRDBファイルシステム領域にコピーします。HiRDBファイルシステム領域へのコピー（リストア）は，pdfrstrコマンドで行います。

                     
                        	参考

                        	
                           pdfrstrコマンドが完了すると，(1)で退避したファイルは不要となるため，削除してください。

                        

                     

                     副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルのHiRDBファイルシステム領域へのコピーの例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                     
                        	
                           HiRDB識別子：HRD1

                        

                        	
                           ユニット識別子：UNT1

                        

                        	
                           サーバ名：sds1

                        

                     

                     ●システム定義の例

                     [pdsys]
set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1
[pdutsys]
set pd_syssts_file_name_1 = "usts1", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1a", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/ustsfiles/usts1b"
set pd_syssts_subfile_name_1 = "usts1", ¥
                               "/opt/HiRDB_S/ustssubfiles/usts1a", ¥
                               "/opt/HiRDB_S/ustssubfiles/usts1b"
[sds1]
set pd_sts_file_name_1 = "ssts1", ¥
                         "/opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1a", ¥
                         "/opt/HiRDB_S/sstsfiles/ssts1b"
set pd_sts_subfile_name_1 = "ssts1", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/sstssubfiles/ssts1a", ¥
                            "/opt/HiRDB_S/sstssubfiles/ssts1b"
pdlogadfg -d spd -g spd1
pdlogadfg -d spd -g spd2
pdlogadfg -d spd -g spd3
pdlogadpf -d spd -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd1a"
pdlogadpf -d spd -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd2a"
pdlogadpf -d spd -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/spdfiles/spd3a"
pdlogadfg -d ssp -g spd1
pdlogadfg -d ssp -g spd2
pdlogadfg -d ssp -g spd3
pdlogadpf -d ssp -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd1a"
pdlogadpf -d ssp -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd2a"
pdlogadpf -d ssp -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/spdsubfiles/spd3a"

                     ●pdfrstrコマンドの実行例（ログ適用サイトから実行）

                     pdfrstr -y -r /tmp/usts1a.bkup /opt/HiRDB_S/ustssubfiles
pdfrstr -y -r /tmp/usts1b.bkup /opt/HiRDB_S/ustssubfiles
pdfrstr -y -r /tmp/ssts1a.bkup /opt/HiRDB_S/sstssubfiles
pdfrstr -y -r /tmp/ssts1b.bkup /opt/HiRDB_S/sstssubfiles
pdfrstr -y -r /tmp/spd1a.bkup /opt/HiRDB_S/spdsubfiles
pdfrstr -y -r /tmp/spd2a.bkup /opt/HiRDB_S/spdsubfiles
pdfrstr -y -r /tmp/spd3a.bkup /opt/HiRDB_S/spdsubfiles

                  
               
               
                  12.2.6　データベースファイルのペア解除

                  ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループのペア解除をします。ペア解除は，RAID Managerのpairsplitコマンドで行います。このとき，ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループをすべて非ペア状態（SMPL）になるようにします。pairsplitコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

                  ペア論理ボリュームグループのペア解除の例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                  
                     	
                        HiRDB識別子：HRD1

                     

                     	
                        ユニット識別子：UNT1

                     

                     	
                        サーバ名：sds1

                     

                  

                  ●システム定義の例

                  set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                  ●pairsplitコマンドの実行例（業務サイトから実行）

                  pairsplit -S -g HRD1_sds1_DB

               
               
                  12.2.7　ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認（ログ適用の確認）

                  ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認（ログ適用ができる状態かどうかの確認）をします。

                  リアルタイムSANレプリケーションの構成確認は，pdrisechk -lコマンドで行います。pdrisechk -lコマンドでのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認可否を次の表に示します。

                  
                     表12‒3　pdrisechk -lコマンドでのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認可否（ログ適用の確認）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 項番

                              
                              	
                                 チェック項目

                              
                              	
                                 構成確認可否

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 1

                              
                              	
                                 ペア論理ボリュームグループがすべてあるか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 2

                              
                              	
                                 項番1のペア論理ボリュームグループのボリューム属性がS-VOLになっているか※

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 3

                              
                              	
                                 項番1のペア論理ボリュームグループのペアステータスがPAIRになっているか

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 項番1のペア論理ボリュームグループのフェンスレベルが，表「paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベル（ログ同期方式でのシステムログ適用化時）」で示す仕様に従っているか

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：チェックできます。

                        △：チェックできます。ただし，ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループについてはチェックできません。

                     

                     	注※

                     	
                        ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループについては，ボリューム属性がSMPLになっているかをチェックします。

                     

                  

               
            
         
      
   
      
         
            13　サイト切り替え

            
               この章では，ログ同期方式の場合のサイト切り替えについて説明します。

            

            
               13.1　サイトの切り替え方式

               サイトの切り替え方式には次の三つがあります。

               
                  	
                     計画的サイト切り替え

                  

                  	
                     保守用サイト切り替え

                  

                  	
                     災害用サイト切り替え

                     
                        	注意事項

                        	
                           この章では，メインサイトを業務サイト，リモートサイトをログ適用サイトとして，ログ適用サイトはログ適用可能状態で運用していたケースを想定して説明しています。

                        

                     

                  

               

               各方式の詳細を次の表に示します。

               
                  表13‒1　サイトの切り替え方式（ログ同期方式の場合）
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              サイトの

                              切り替え方式

                           
                           	
                              説明

                           
                           	
                              機器の停止可否※1

                           
                           	
                              ログ適用可否※2

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              計画的サイト切り替え

                           
                           	
                              ログ適用可能状態を保持したまま，業務サイトとログ適用サイトを切り替えて運用を行います。

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                        

                        
                           	
                              保守用サイト切り替え

                           
                           	
                              データ欠損なしを保証した状態で切り替える方式です。

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                        

                        
                           	
                              災害用サイト切り替え

                           
                           	
                              業務サイトで災害が発生したときの切り替え方式です。

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	（凡例）

                  	
                     ○：できます。

                     ×：できません。

                     −：該当しません。

                  

                  	注※1

                  	
                     サイト切り替え後に，メインサイトの機器（ホスト，日立ディスクアレイシステム，および各サイトの通信回線）を停止できるかどうかを示しています。

                  

                  	注※2

                  	
                     システムログ適用化を実施しない状態で，サイト切り替え後のログ適用サイトでログ適用を実行できるかどうかを示しています。

                  

               

            
            
               13.2　計画的サイト切り替え

               計画的サイト切り替えの手順を次の図に示します。

               
                  図13‒1　計画的サイト切り替えの手順（ログ同期方式）
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  13.2.1　業務サイトのHiRDBの正常終了

                  業務サイトのHiRDBを，pdstopコマンドで正常終了します。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              障害によってHiRDBを強制終了した場合，または異常終了した場合は，エラーメッセージなどを参照して原因を取り除いて，業務サイトのHiRDBを開始してください。そのあと，pdstopコマンドで正常終了してください。

                           

                           	
                              計画停止でHiRDBを終了した場合は，再度業務サイトのHiRDBを開始し，pdstopコマンドで正常終了してください。

                           

                           	
                              スタンバイレス型系切り替え機能を適用している場合，現用系のユニット（1：1スタンバイレス型系切り替え機能の場合は正規BESユニット）ですべてのサーバを正常終了してください。

                           

                           	
                              業務サイトのHiRDBを正常終了しないでサイト切り替えを行った場合，ログ適用サイトのデータベースにデータ欠損が発生したり，ログ適用サイトのHiRDBが開始できなくなったりします。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  13.2.2　データベース引き継ぎの実施

                  pdrisedbtoコマンドでデータベース引き継ぎをします。データベース引き継ぎとは，サイト切り替えを行う場合に，ログ適用処理を完了させ，サイト状態を変更してからHiRDBを終了することをいいます。

                  
                     	注意事項

                     	
                        一部のユニットもしくはサーバに障害が発生してデータベース引き継ぎが正常終了しなかった場合，またはデータベース引き継ぎ時にユニットがアボートコードPolkcrtで異常終了した場合，エラーメッセージなどを参照して原因を取り除いて，再度データベース引き継ぎを行ってください。このとき，データベース引き継ぎを行う前に，ログ適用サイトのHiRDBが開始しているか確認してください。

                     

                  

               
               
                  13.2.3　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）

                  リモートサイトのHiRDBで業務を続行するため，更新コピーの対象ファイルを配置したペア論理ボリュームグループを，RAID Managerのhorctakeoverコマンドでリモートサイトにテイクオーバします。このとき，リモートサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。ペア状態のペア論理ボリュームグループはすべてテイクオーバしてください。horctakeoverコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

                  ペア論理ボリュームグループのテイクオーバの実行例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                  
                     	
                        HiRDB識別子：HRD1

                     

                     	
                        ユニット識別子：UNT1

                     

                     	
                        サーバ名：sds1

                     

                  

                  ●システム定義の例

                  set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                  ●horctakeoverコマンドの実行例（リモートサイトから実行）

                  horctakeover -g HRD1_sds1_LOG
horctakeover -g HRD1_UNT1_USTS
horctakeover -g HRD1_sds1_SSTS
horctakeover -g HRD1_sds1_SPD

               
               
                  13.2.4　リモートサイトのペア論理ボリュームグループの状態確認

                  RAID Managerのpairvolchkコマンドで，ペア論理ボリュームグループの状態を確認します。テイクオーバしたすべてのペア論理ボリュームグループの属性がP-VOLで，ステータスがPAIRであることを確認してください。pairvolchkコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

               
               
                  13.2.5　メインサイトのサイト状態（ログ適用）の設定

                  メインサイトのサイト状態を「ログ適用」に設定します。サイト状態を「ログ適用」に設定するには，pdriseset -Sコマンドを使用します。また，pdrisesetコマンドでサイト状態が正しく設定されたかどうかの確認もできます。

                  
                     	注意事項

                     	
                        系切り替え機能を適用している場合，現用系のHiRDBに対してサイト状態を「ログ適用」に設定し，予備系のHiRDBに対してはサイト状態を「初期」に設定してください。予備系のHiRDBを「初期」以外の状態に設定し，予備系のHiRDBを開始した場合の動作は保証されません。

                     

                  

                  メインサイトのサイト状態をログ適用に設定する例を次に示します。

                  ●メインサイトのサイト状態（ログ適用）の設定例

                  pdriseset -S  ..................メインサイトでコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to standby. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to standby from primary

                  ●メインサイトのサイト状態（ログ適用）の設定例（系切り替え機能使用時）

                  pdriseset -S  ..................メインサイトの現用系でコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to standby. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to standby from primary
 
pdriseset -D  ..................メインサイトの予備系でコマンドを実行します
  KFPS04690-Q The state of site changed to initial. (y/n)
 
y  .............................問い合わせに対して"y"を入力します
  KFPS04688-I Site status set to initial from initial

                  ●メインサイトのサイト状態の確認例

                  pdriseset  ....................メインサイトでコマンドを実行します
  KFPS04687-I Real_Time_SAN_Replication information : status=standby

               
               
                  13.2.6　副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの作成

                  副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルを作成します。副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの作成方法については，「副シンクポイントダンプファイル，副ステータスファイルの作成」を参照してください。

               
               
                  13.2.7　ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認

                  ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成を確認します。ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認については，「ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認（ログ適用の確認）」を参照してください。

               
               
                  13.2.8　ログ適用サイトのHiRDBの開始

                  ログ適用サイトのHiRDBを開始します。ログ適用サイトのHiRDBの開始方法については，「ログ適用サイトのHiRDBの開始」を参照してください。

               
               
                  13.2.9　業務サイトのHiRDBの開始

                  業務サイトのHiRDBを開始します（開始モードは正常開始）。業務サイトのHiRDBの開始方法については，「業務サイトのHiRDBの開始」を参照してください。

               
            
            
               13.3　保守用サイト切り替え

               保守用サイト切り替えの手順を次の図に示します。

               
                  図13‒2　保守用サイト切り替えの手順（ログ同期方式）
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  13.3.1　業務サイトのHiRDBの正常終了

                  業務サイトのHiRDBを正常終了します。業務サイトのHiRDBの正常終了については，「業務サイトのHiRDBの正常終了」を参照してください。

               
               
                  13.3.2　データベース引き継ぎの実施

                  データベース引き継ぎを実施します。データベース引き継ぎについては，「データベース引き継ぎの実施」を参照してください。

               
               
                  13.3.3　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）

                  ペア論理ボリュームグループのテイクオーバを行います。ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）については，「ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        保守作業としてメインサイトの日立ディスクアレイシステムを停止する場合や，メインサイト，リモートサイト間のTrueCopy経路を断線する場合は，テイクオーバしたあと，すべてのペア論理ボリュームグループをサスペンドするか，またはペア解除してください。サスペンドおよびペア解除は，RAID
                           Managerのpairsplitコマンドで行います。pairsplitコマンドについては，RAID Managerのマニュアルを参照してください。

                     

                  

                  ペア論理ボリュームグループのサスペンドの例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                  
                     	
                        HiRDB識別子：HRD1

                     

                     	
                        ユニット識別子：UNT1

                     

                     	
                        サーバ名：sds1

                     

                  

                  ●システム定義の例

                  set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                  ●pairsplitコマンドの実行例（リモートサイトから実行）

                  pairsplit -g HRD1_sds1_LOG
pairsplit -g HRD1_UNT1_USTS
pairsplit -g HRD1_sds1_SSTS
pairsplit -g HRD1_sds1_SPD

               
               
                  13.3.4　リモートサイトのペア論理ボリュームグループの状態確認

                  リモートサイトのペア論理ボリュームグループの状態を確認します。リモートサイトのペア論理ボリュームグループの状態確認については，「リモートサイトのペア論理ボリュームグループの状態確認」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        すべてのペア論理ボリュームグループをサスペンドした場合は，すべてのペア論理ボリュームグループの属性がP-VOLで，ステータスがPSUSであることを確認してください。また，すべてのペア論理ボリュームグループのペア解除をした場合は，すべてのペア論理ボリュームグループの属性がSMPLであることを確認してください。

                     

                  

               
               
                  13.3.5　業務サイトのHiRDBの開始

                  業務サイトのHiRDBを開始します（開始モードは正常開始）。業務サイトのHiRDBの開始方法については，「業務サイトのHiRDBの開始」を参照してください。

               
            
            
               13.4　災害用サイト切り替え

               災害用サイト切り替えの手順を次の図に示します。

               
                  図13‒3　災害用サイト切り替えの手順（ログ同期方式）
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  13.4.1　データベース引き継ぎの実施

                  pdrisedbtoコマンドでデータベース引き継ぎをします。

                  データベース引き継ぎが正常終了しなかった場合の対処（データベース引き継ぎ時にユニットがアボートコードPolkcrtで異常終了した場合も含む）を次の表に示します。

                  
                     表13‒2　データベース引き継ぎが正常終了しなかった場合の対処（災害用サイト切り替え）
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 実行コマンド

                              
                              	
                                 リターンコード

                              
                              	
                                 災害用サイト切り替えを実行するために必要な処置※

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 pdrisedbto

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 なし。

                              
                           

                           
                              	
                                 0以外

                              
                              	
                                 障害によってデータベース引き継ぎができなかった場合，原因を取り除いてからpdrisedbtoコマンドでデータベース引き継ぎを行ってください。HiRDB/パラレルサーバで原因を取り除けない場合はpdrisedbto
                                    -fコマンドでデータベース引き継ぎを行ってください。

                              
                           

                           
                              	
                                 pdrisedbto -f

                              
                              	
                                 0

                              
                              	
                                 なし。

                              
                           

                           
                              	
                                 4

                              
                              	
                                 障害によってデータベース引き継ぎができなかった場合，原因を取り除いてからpdrisedbtoコマンドでデータベース引き継ぎを行ってください。原因を取り除けない場合，データベース引き継ぎができなかったユニットまたはサーバのデータベースは，データ欠損ありの状態となります。データベース引き継ぎができなかったユニットまたはサーバのデータベースの回復方法については，「HiRDBシステム，ユニット，またはサーバが開始できない場合の対処」を参照してください。

                              
                           

                           
                              	
                                 8

                              
                              	
                                 原因を取り除いて，pdrisedbtoコマンドでデータベース引き継ぎを行ってください。

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	注※

                     	
                        データベース引き継ぎを行う場合は，ログ適用サイトのHiRDBが開始しているかどうかを確認してください。開始していない場合は，ログ適用サイトのHiRDBを開始してからデータベース引き継ぎを行ってください。

                     

                  

               
               
                  13.4.2　データ欠損の判定

                  データ欠損がないか確認します。次の項目をチェックし，一つでも該当する項目があればデータ欠損しているおそれがあります。なお，pdrisedbtoコマンドのリターンコードが0の場合でも，データ欠損がないか確認する必要があります。

                  
                     	
                        pd_rise_fence_levelがneverで，かつ災害発生直前にペア論理ボリュームグループに障害（通信経路の障害を含む）が発生している（ペア論理ボリュームグループに障害が発生していなかったことを保証できない場合も含む）

                        この場合，障害発生以降のトランザクション情報は，トランザクション情報ファイルに出力されません。データ欠損を回復するためには，UAPが持つトランザクションの決着情報などと突き合わせる必要があります。ただし，UAPが持つ情報の中で，最新のトランザクション情報までしか回復できません。

                     

                     	
                        トランザクション情報ファイルを参照した結果，未適用のトランザクションが残っている（トランザクション情報ファイルについては「トランザクション情報ファイル」を参照してください）

                     

                  

               
               
                  13.4.3　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）

                  ペア論理ボリュームグループのテイクオーバを行います。ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）については，「ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（メイン→リモート）」を参照してください。

               
               
                  13.4.4　リモートサイトのペア論理ボリュームグループの状態確認

                  RAID Managerのpairvolchkコマンドで，ペア論理ボリュームグループの状態を確認します。テイクオーバしたすべてのペア論理ボリュームグループの属性がS-VOLで，ステータスがSSUSまたはSSWSであることを確認してください。pairvolchkコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

               
               
                  13.4.5　業務サイトのHiRDBの開始

                  業務サイトのHiRDBを開始します。

                  なお，データベース回復ユティリティ（pdrstr）を使用してデータ欠損を回復する場合は，HiRDBの開始後に回復作業を行ってください。データベース回復ユティリティを使用した回復方法については，マニュアル「HiRDB
                     システム運用ガイド」を参照してください。

                  
                     (1)　開始モード

                     開始モードについては，データベース引き継ぎ実行前の業務サイトの終了モードによって，次のようになります。

                     
                        	正常終了の場合

                        	
                           正常開始

                        

                        	正常終了以外の場合

                        	
                           再開始

                        

                     

                     業務サイトのHiRDBの開始方法については，「業務サイトのHiRDBの開始」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　HiRDBシステム，ユニット，またはサーバが開始できない場合の対処

                     データベース引き継ぎができなかったユニットまたはサーバでは，災害用サイト切り替えを行ったあと，データ欠損が発生し，HiRDBシステム，ユニット，またはサーバが開始できなくなります。データベース引き継ぎに失敗した場合の回復方法を次に示します。

                     
                        	
                           システムファイルを回復する

                        

                        	
                           システム用RDエリアを回復する

                        

                        	
                           ユーザ用RDエリアを回復する

                        

                        	
                           HiRDBを開始する

                        

                     

                  
               
               
                  13.4.6　データ欠損の判定（RDエリアの障害閉塞の確認）

                  災害発生前に業務サイトのRDエリアが障害閉塞またはログレス閉塞だった場合，ログ適用サイトのRDエリアも同じ閉塞状態となります。pddblsコマンドで，ログ適用サイトのRDエリアが障害閉塞またはログレス閉塞になっていないかを確認してください。RDエリアが閉塞した場合の回復方法については，マニュアル「HiRDB
                     システム運用ガイド」を参照してください。

                  閉塞状態を解除したあと，UAPの再実行およびユティリティの実行などによって，欠損しているデータを再度更新し，データ欠損がない状態にしてください。

               
            
            
               13.5　サイトの切り戻し方法

               保守用サイト切り替え，および災害用サイト切り替えをしたあとの，サイトの切り戻し手順について説明します。サイトの切り戻しを行う場合は，メインサイトが次の状態であることを確認してください。次の状態でないと，サイトの切り戻しはできません。

               
                  	
                     メインサイトのHiRDBおよび日立ディスクアレイシステムは，保守作業で停止した時点の状態である

                  

                  	
                     メインサイトのHiRDBが災害発生直前の状態である

                  

               

               サイトの切り戻し手順を次の図に示します。

               
                  図13‒4　サイトの切り戻し手順
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  13.5.1　業務サイトのHiRDBの正常終了

                  業務サイトのHiRDBを正常終了します。業務サイトのHiRDBの終了方法については，「業務サイトのHiRDBの正常終了」を参照してください。

               
               
                  13.5.2　ペア論理ボリュームグループの再同期化およびペア化

                  ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループを含む，すべてのペア論理ボリュームグループを再同期化およびペア化します。すでにペア状態のペア論理ボリュームグループについては，この項の手順は必要ありません。

                  再同期化をするにはRAID Managerのpairresyncコマンド，ペア化をするにはRAID Managerのpaircreateコマンドを使用します。再同期化およびペア化をするとき，業務サイトのボリュームがP-VOLになるようにします。なお，paircreateコマンド実行時に指定するフェンスレベルについては，「ペア論理ボリュームグループのペア化」を参照してください。pairresyncコマンドおよびpaircreateコマンドについては，RAID Managerのマニュアルを参照してください。

               
               
                  13.5.3　ペア論理ボリュームグループのテイクオーバ（リモート→メイン）

                  ファイル区分がDBのペア論理ボリュームグループを含む，すべてのペア論理ボリュームグループを，RAID Managerのhorctakeoverコマンドでメインサイトにテイクオーバします。このとき，メインサイトのボリュームがP-VOLになるようにします。horctakeoverコマンドについては，RAID
                     Managerのマニュアルを参照してください。

               
               
                  13.5.4　業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認

                  業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認をします。構成確認は，pdrisechk -rコマンドで行います。業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認については，「業務サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認」を参照してください。

               
               
                  13.5.5　リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定

                  リモートサイトのサイト状態をログ適用に設定します。リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定については，「リモートサイトのサイト状態（ログ適用）の設定」を参照してください。

               
               
                  13.5.6　ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認

                  ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認をします。構成確認は，pdrisechk -l -rコマンドで行います。ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認については，「ログ適用サイトのリアルタイムSANレプリケーションの構成確認」を参照してください。

               
               
                  13.5.7　システムログ適用化

                  システムログ適用化をします。システムログ適用化については，「システムログ適用化」を参照してください。

               
            
         
      
   
      
         
            14　障害発生時の運用

            
               この章では，ログ同期方式で障害が発生したときの運用方法について説明します。

            

            
               14.1　障害対策の概要

               ログ同期方式運用時の障害対策について説明します。障害が発生した場合のHiRDBの動作と対処方法を次の表に示します。

               
                  表14‒1　障害が発生した場合のHiRDBの動作と対処方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              障害事象

                           
                           	
                              HiRDBの動作

                           
                           	
                              障害発生後の状態

                           
                           	
                              対処方法

                              （参照先）

                           
                        

                        
                           	
                              業務サイト

                           
                           	
                              ログ適用サイト

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              メインサイト，リモートサイト間のTrueCopyの経路障害が発生し，TrueCopyの更新コピーができなくなった

                           
                           	
                              保護モードがdataの場合，システムファイルへの出力に失敗し，異常終了します。

                              保護モードがneverの場合，システムファイルへの出力に成功し，処理を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用

                              可能状態

                           
                           	
                              「TrueCopyの経路障害が発生した場合の対処方法」

                           
                        

                        
                           	
                              業務サイトのHiRDBが，ログ適用していないシステムログを上書きし，ログ適用が継続できなくなった

                           
                           	
                              処理を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用を中止し，異常終了します。

                           
                           	
                              ログ適用

                              不可能状態

                           
                           	
                              「ログ適用していないシステムログを上書きした場合の対処方法」

                           
                        

                        
                           	
                              業務サイトのHiRDBで，システムログファイルのスワップ先がなくなり，業務が継続できなくなった

                           
                           	
                              異常終了します。

                           
                           	
                              ログ適用を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用

                              不可能状態

                           
                           	
                              「システムログファイル満杯によってHiRDBが異常終了した場合の対処方法」

                           
                        

                        
                           	
                              副ステータスファイルを配置したディスクに障害が発生し，現用の副ステータスファイルへの出力に失敗した

                           
                           	
                              処理を継続します。

                           
                           	
                              副ステータスファイルをスワップし，ログ適用を継続します。※1

                           
                           	
                              ログ適用

                              可能状態※2

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」のステータスファイルに障害が発生したときの対処方法を参照して対処してください。※3

                           
                        

                        
                           	
                              副シンクポイントダンプファイルを配置したディスクに障害が発生し，現用の副シンクポイントダンプファイルへの出力に失敗した

                           
                           	
                              処理を継続します。

                           
                           	
                              副シンクポイントダンプファイルをスワップし，ログ適用を継続します。※1

                           
                           	
                              ログ適用

                              可能状態※2

                           
                           	
                              マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」のシンクポイントダンプファイルに障害が発生したときの対処方法を参照して対処してください。※3

                           
                        

                        
                           	
                              ディスク障害が発生した

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              「ディスク障害が発生した場合の対処」

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	(凡例)

                  	
                     −：該当する参照先を参照してください。

                  

                  	注※1

                  	
                     スワップ先がなく，ログ適用サイトのHiRDBが異常終了した場合は，副ステータスファイルまたは副シンクポイントダンプファイルの障害を取り除いたあと，システムログ適用化を実施してください。

                  

                  	注※2

                  	
                     スワップ先がなく，ログ適用サイトのHiRDBが異常終了した場合は，ログ適用可能状態を保持できません。この場合，副ステータスファイルまたは副シンクポイントダンプファイルの障害を取り除いてシステムログ適用化を実施したあと，業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを開始してください。

                  

                  	注※3

                  	
                     参照先では，ステータスファイルを副ステータスファイル，シンクポイントダンプファイルを副シンクポイントダンプファイルにそれぞれ読み替えてください。

                  

               

            
            
               14.2　TrueCopyの経路障害が発生した場合の対処方法

               メインサイト，リモートサイト間のTrueCopyの経路障害が発生し，TrueCopyの更新コピーができなくなった場合の対処手順を次の図に示します。

               
                  図14‒1　TrueCopyの経路障害が発生した場合の対処手順
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  14.2.1　HiRDBの終了

                  業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを終了します。業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBの終了方法については，「各サイトの終了方法」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        TrueCopyの経路障害で異常終了しているサイトは対象外としてください。稼働しているサイトを終了してください。

                     

                  

               
               
                  14.2.2　TrueCopyの経路障害の回復

                  メインサイト，リモートサイト間のTrueCopyの経路障害となった要因を取り除いてください。

               
               
                  14.2.3　ペア論理ボリュームグループの再同期化

                  更新コピーが必要なHiRDBファイルを配置したペア論理ボリュームグループを，RAID Managerのpairresyncコマンドで再同期化します。このとき，業務サイトのボリュームがP-VOLになるようにします。

                  障害の状況によっては，pairresyncコマンドでの再同期化ができない場合もあります。この場合，障害状態になった，更新コピーが必要なHiRDBファイルを配置したペア論理ボリュームグループをいったんペア解除し，再度ペア化してください。ペア解除にはRAID
                     Managerのpairsplitコマンドを，ペア化にはRAID Managerのpaircreateコマンドを使用してください。

                  各コマンドについては，RAID Managerのマニュアルを参照してください。

                  ペア論理ボリュームグループの再同期化の実行例を次に示します。システム構成は次のとおりとします。

                  
                     	
                        HiRDB識別子：HRD1

                     

                     	
                        ユニット識別子：UNT1

                     

                     	
                        サーバ名：sds1

                     

                  

                  ●システム定義の例

                  set pd_system_id = HRD1
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = never
pdunit -u UNT1 -x host1 -d "/opt/HiRDB_S"
pdstart -t SDS -s sds1 -u UNT1

                  ●pairresyncコマンドの実行例（業務サイトから実行）

                  pairresync -g HRD1_sds1_LOG
pairresync -g HRD1_UNT1_USTS
pairresync -g HRD1_sds1_SSTS
pairresync -g HRD1_sds1_SPD

               
               
                  14.2.4　ペア論理ボリュームグループの状態確認

                  RAID Managerのpairvolchkコマンドで，ペア論理ボリュームグループの状態を確認します。業務サイトでpairvolchkコマンドを実行し，業務サイトのペア論理ボリュームグループの属性がP-VOLで，ステータスがPAIRであれば，ペア論理ボリュームグループの再同期化は正しく実行されています。

               
               
                  14.2.5　HiRDBの開始

                  業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを開始します。HiRDBの開始方法については，「各サイトの開始方法」を参照してください。

               
            
            
               14.3　ログ適用していないシステムログを上書きした場合の対処方法

               業務サイトのHiRDBが，ログ適用していないシステムログを上書きし，ログ適用が継続できなくなった場合の対処手順を次に示します。

               
                  	〈手順〉

                  	
                     
                        	
                           業務サイトおよびログ適用サイトで，システムログ適用化を実施してください。システムログ適用化については，「システムログ適用化」を参照してください。

                        

                        	
                           業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを開始してください。HiRDBの開始方法については，「各サイトの開始方法」を参照してください。

                        

                     

                  

               

            
            
               14.4　システムログファイル満杯によってHiRDBが異常終了した場合の対処方法

               業務サイトのHiRDBのシステムログファイルが満杯になったことで，業務サイトのHiRDBが異常終了した場合の対処手順を次の図に示します。

               
                  図14‒2　システムログファイル満杯によってHiRDBが異常終了した場合の対処手順
                  [image: [図データ]]

               
               各手順の詳細を次に示します。

               
                  14.4.1　業務サイトのHiRDBの終了

                  業務サイトのHiRDBは，pdstopコマンドで終了します。終了モードは，正常終了，計画停止，強制終了，または異常終了のどれでもかまいません。

               
               
                  14.4.2　ログ適用サイトのログ適用状況の確認

                  ログ適用サイトのログ適用状況を確認します。ログ適用サイトのログ適用状況の確認については，「ログ適用サイトのログ適用状況の確認」を参照してください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        ログ適用状況を確認するのは，ログ適用サイトを終了するためではなく，システムログファイルの復旧でシステムログファイルを初期化するためです。そのため，ログ適用していないシステムログが初期化によって削除され，ログ適用不可能状態にならないように注意してください。

                     

                  

               
               
                  14.4.3　ログ適用サイトのHiRDBの終了

                  ログ適用サイトのHiRDBを終了します。ログ適用サイトのHiRDBの終了方法については，「ログ適用サイトのHiRDBの終了」を参照してください。

               
               
                  14.4.4　システムログファイルの容量不足の回復

                  システムログファイルの容量不足を回復します。システムログファイルの容量不足の回復方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」のシステムログファイルの容量不足を参照してください。このとき，システムログファイルの追加まで行ってください。

                  
                     	注意事項

                     	
                        
                           	
                              システムログファイルの容量不足の回復に伴い，業務サイトでpdlogadfg -d sysオペランドおよびpdlogadpf -d sysオペランドの指定値を変更する場合，ログ適用サイトのシステム定義も同じように変更してください。

                           

                           	
                              システムログファイルの容量不足を回復して業務サイトを復旧したあと，回復作業で追加したシステムログファイルのファイルグループを削除する場合，「HiRDBの構成変更」の手順に従ってください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  14.4.5　ログ適用サイトのHiRDBの開始

                  ログ適用サイトのHiRDBを開始します。ログ適用サイトのHiRDBの開始方法については，「ログ適用サイトのHiRDBの開始」を参照してください。

               
               
                  14.4.6　業務サイトのHiRDBの開始

                  業務サイトのHiRDBを開始します。業務サイトのHiRDBの開始方法については，「業務サイトのHiRDBの開始」を参照してください。業務サイトのHiRDBを開始したあと，最初のシンクポイントが有効になるまでに，再度システムログファイル不足でHiRDBが異常終了した場合，「ログ適用サイトのログ適用状況の確認」からやり直してください。

               
            
            
               14.5　ディスク障害が発生した場合の対処

               ディスク障害（ペアボリュームの障害）が発生した場合の，各サイトの動作と対処方法を次の表に示します。なお，障害発生後は，業務サイトはログ適用可能状態，ログ適用サイトはログ適用不可能状態となります。

               
                  表14‒2　業務サイトでディスク障害が発生した場合の各サイトの動作と対処方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ファイル区分

                           
                           	
                              HiRDBの動作

                           
                           	
                              障害発生後の状態

                           
                           	
                              対処方法

                              （参照先）

                           
                        

                        
                           	
                              業務サイト

                           
                           	
                              ログ適用サイト

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              DB

                           
                           	
                              該当ボリュームを配置したRDエリアを障害閉塞し，処理を継続します。

                           
                           	
                              業務サイトで障害閉塞したRDエリアを障害閉塞し，ログ適用を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用

                              可能状態

                           
                           	
                              次の対処をしてください。

                              1.ディスク障害を対策する。

                              2.業務サイトの障害閉塞したRDエリアを回復する。

                              3.システムログ適用化をする。

                           
                        

                        
                           	
                              LOG

                           
                           	
                              該当ボリュームを配置したシステムログファイルを閉塞し，スワップしてから処理を継続します。

                           
                           	
                              業務サイトで閉塞したシステムログファイルについて，ログ適用を実施したあとにシステムログファイルをスワップし，ログ適用を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用

                              可能状態

                           
                           	
                              「業務サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法」

                           
                        

                        
                           	
                              USTS

                              SSTS

                              SPD

                           
                           	
                              該当ボリュームを配置したステータスファイル，シンクポイントダンプファイルを閉塞し，スワップしてから処理を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用を継続します。

                           
                        

                     
                  

               
               
                  表14‒3　ログ適用サイトでディスク障害が発生した場合の各サイトの動作と対処方法
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              ファイル区分

                           
                           	
                              HiRDBの動作

                           
                           	
                              障害発生後の状態

                           
                           	
                              対処方法

                              （参照先）

                           
                        

                        
                           	
                              業務サイト

                           
                           	
                              ログ適用サイト

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              DB

                           
                           	
                              処理を継続します。

                           
                           	
                              該当ボリュームに配置したRDエリアを障害閉塞し，障害閉塞していないRDエリアに対してだけログ適用を継続します。

                           
                           	
                              ログ適用

                              不可能状態

                           
                           	
                              ディスク障害を対策したあと，システムログ適用化を実施してください。

                           
                        

                        
                           	
                              LOG

                           
                           	
                              保護モードがdataの場合は，ログ適用サイトでディスク障害となった，ペアボリュームに配置したシステムログファイルを閉塞し，スワップしてから処理を継続します。

                              保護モードがneverの場合は，処理を続行します。

                           
                           	
                              該当ボリュームに配置したシステムログファイルを閉塞します。このとき，閉塞したシステムログファイルにログ適用していないシステムログが含まれている場合，システムログの欠落を検知して異常終了します。閉塞したシステムログファイルを読み込み中であった場合，ファイル入出力エラーを検知して異常終了します。

                           
                        

                        
                           	
                              USTS

                              SSTS

                              SPD

                           
                           	
                              保護モードがdataの場合は，ログ適用サイトでディスク障害となった，ペアボリュームに配置したステータスファイル，シンクポイントダンプファイルを閉塞し，スワップしてから処理を継続します。

                              保護モードがneverの場合は，処理を続行します。

                           
                           	
                              ログ適用を継続します（ステータスファイル，シンクポイントダンプファイルの障害は，ログ適用処理には影響しません）。

                              データベース引き継ぎ後のHiRDBの再開始時に，該当ボリュームに配置したシステムログファイルを閉塞します（閉塞しているステータスファイル，シンクポイントダンプファイルが現用の場合，HiRDBを再開始できないときがあります）。

                           
                           	
                              ログ適用

                              不可能状態

                           
                           	
                              「ログ適用サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法」

                           
                        

                     
                  

               
               
                  14.5.1　業務サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法

                  業務サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法を次の図に示します。

                  
                     図14‒3　業務サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　HiRDBの終了

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを終了します。業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBの終了方法については，「各サイトの終了方法」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　業務サイトのディスク障害の回復

                     ディスク障害となった要因を取り除いてください。

                  
                  
                     (3)　ペア論理ボリュームグループの再同期化

                     ペア論理ボリュームグループを再同期化します。ペア論理ボリュームグループの再同期化については，「ペア論理ボリュームグループの再同期化」を参照してください。

                  
                  
                     (4)　ペア論理ボリュームグループの状態確認

                     ペア論理ボリュームグループの状態を確認します。ペア論理ボリュームグループの状態確認については，「ペア論理ボリュームグループの状態確認」を参照してください。

                  
                  
                     (5)　システムファイルの初期化

                     ディスク障害が発生したボリュームに配置しているシステムファイルを再作成します。システムファイルの再作成とは，システムファイルを削除してから追加することをいいます。システムファイル（システムログファイル，ステータスファイル，およびシンクポイントダンプファイル）の再作成については，マニュアル「HiRDB
                        システム運用ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (6)　HiRDBの開始

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを開始します。HiRDBの開始方法については，「各サイトの開始方法」を参照してください。

                  
               
               
                  14.5.2　ログ適用サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法

                  ログ適用サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法を次の図に示します。

                  
                     図14‒4　ログ適用サイトのシステムファイルを配置したボリュームが障害になった場合の対処方法
                     [image: [図データ]]

                  
                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　HiRDBの終了

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを終了します。業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBの終了方法については，「各サイトの終了方法」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　ログ適用サイトのディスク障害の回復

                     ログ適用サイトのボリュームの，ディスク障害となった要因を取り除いてください。

                  
                  
                     (3)　ペア論理ボリュームグループの再同期化

                     ペア論理ボリュームグループを再同期化します。ペア論理ボリュームグループの再同期化については，「ペア論理ボリュームグループの再同期化」を参照してください。

                  
                  
                     (4)　ペア論理ボリュームグループの状態確認

                     ペア論理ボリュームグループの状態を確認します。ペア論理ボリュームグループの状態確認については，「ペア論理ボリュームグループの状態確認」を参照してください。

                  
                  
                     (5)　HiRDBの開始

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを開始します。HiRDBの開始方法については，「各サイトの開始方法」を参照してください。

                  
               
            
         
      
   
      
         
            15　ペア論理ボリュームの構成変更

            
               この章では，ログ同期方式の場合にペア論理ボリュームグループの構成変更をする方法について説明します。

            

            
               15.1　構成変更の概要

               ログ同期方式でのペア論理ボリュームグループの構成変更は，次の順番で行います。

               
                  	
                     RAID Managerの構成変更

                  

                  	
                     HiRDBの構成変更

                  

               

               
                  15.1.1　RAID Managerの構成変更

                  RAID Managerの構成変更の手順を次の図に示します。

                  
                     図15‒1　RAID Managerの構成変更の手順
                     [image: [図データ]]

                  
                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　HiRDBの終了

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを終了します。業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBの終了方法については，「各サイトの終了方法」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　RAID Managerインスタンスの停止

                     RAIDManagerのhorcmshutdown.shコマンドを使用して，RAIDManagerインスタンスを停止します。horcmshutdown.shコマンドについては，RAIDManagerのマニュアルを参照してください。

                     RAID Managerインスタンスの停止の例を次に示します。

                     ●システム定義の例

                     putenv HORCMINST 80

                     ●horcmshutdown.shコマンドの実行例（業務サイトから実行）

                     horcmshutdown.sh 80

                     ●horcmshutdown.shコマンドの実行例（ログ適用サイトから実行）

                     horcmshutdown.sh 80

                  
                  
                     (3)　RAID Managerの構成定義ファイルの変更

                     RAIDManagerの構成定義ファイルを変更します。なお，構成定義ファイルの変更によって，RAIDManagerのインスタンス番号が変更になった場合は，HiRDBのシステム定義のHORCMINSTオペランドも変更してください。RAIDManagerの構成定義ファイルについては，RAIDManagerのマニュアルを参照してください。

                  
                  
                     (4)　HiRDBの開始

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを開始します。HiRDBの開始方法については，「各サイトの開始方法」を参照してください。

                  
               
               
                  15.1.2　HiRDBの構成変更

                  HiRDBの構成変更の手順を次の図に示します。

                  
                     図15‒2　HiRDBの構成変更の手順
                     [image: [図データ]]

                  
                  各手順の詳細を次に示します。

                  
                     (1)　HiRDBの終了

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを終了します。業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBの終了方法については，「各サイトの終了方法」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　HiRDBのシステム定義の変更

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBの，それぞれのシステム定義を変更します。

                     システム定義を変更したあと，業務サイトおよびログ適用サイトでHiRDBの構成確認をしてください。HiRDBの構成確認は，pdconfchkコマンドで行います。

                     
                        	注意事項

                        	
                           
                              	
                                 次に示す変更だけ行った場合は，(3)および(4)の手順は必要ありません。

                                 ・強制終了または異常終了後に変更ができるオペランドを追加，変更，または削除をした

                                 ・システムログファイルのファイルグループを追加した※

                                 注※

                                 オペランドの追加だけできます。ファイルグループの変更および削除はできません。

                              

                              	
                                 業務サイトでシンクポイントダンプファイルまたはステータスファイルを追加した場合，ログ適用サイトでは，シンクポイントダンプファイルまたはステータスファイルの追加に合わせて，対応する副シンクポイントダンプファイルまたは副ステータスファイルも追加してください。

                              

                           

                        

                     

                  
                  
                     (3)　システム構成変更の記録

                     業務サイトでシステム構成変更を記録します。システム構成変更の記録については，「システム構成変更の記録」を参照してください。

                  
                  
                     (4)　システムログ適用化

                     システムログ適用化をします。システムログ適用化については，「システムログ適用化」を参照してください。

                  
                  
                     (5)　HiRDBの開始

                     業務サイトおよびログ適用サイトのHiRDBを開始します。HiRDBの開始方法については，「各サイトの開始方法」を参照してください。

                  
               
            
         
      
   
      
         
            16　ほかの機能との関連

            
               この章では，ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションと，ほかの機能を同時に使用する場合の注意事項について説明します。

            

            
               16.1　使用する場合に注意が必要な機能

               ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションと，次の表に示す機能を同時に使用する場合は注意が必要です。ログ同期方式での各機能の使用可否を次の表に示します。注意事項については，各参照先を参照してください。

               
                  表16‒1　使用する場合に注意が必要な機能と，各機能の使用可否（ログ同期方式）
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              使用する機能

                           
                           	
                              業務サイトでの運用時の使用可否

                           
                           	
                              ログ適用サイトでの運用時の使用可否

                           
                           	
                              サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続可否

                           
                           	
                              参照先

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              インナレプリカ機能

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×※1

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              HiRDB Datareplicatorのレプリケーション機能

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×※1

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              「HiRDB Datareplicatorのレプリケーション機能」

                           
                        

                        
                           	
                              系切り替え機能

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              ×※1

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              「系切り替え機能」

                           
                        

                        
                           	
                              セキュリティ監査機能

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×※1

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              「セキュリティ監査機能を使用する場合の注意事項」，

                              「セキュリティ監査機能」

                           
                        

                        
                           	
                              回復不要FES※2

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×※1

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                        
                           	
                              自動ログアンロード機能

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×※1

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              「自動ログアンロード機能を使用する場合の注意事項」，

                              「自動ログアンロード機能」

                           
                        

                        
                           	
                              システム構成変更コマンドの使用

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              △

                           
                           	
                              「使用する場合に注意が必要な機能」，

                              「システム構成変更コマンドの使用」

                           
                        

                        
                           	
                              統計情報の取得

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×※1

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              「統計情報の取得」

                           
                        

                        
                           	
                              システムログファイルの空き容量監視機能

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              「システムログファイルの空き容量監視機能」

                           
                        

                        
                           	
                              MIBパフォーマンス情報監視機能

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              「MIBパフォーマンス情報監視機能」

                           
                        

                        
                           	
                              CONNECT関連セキュリティ機能

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ×

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	(凡例)

                  	
                     ○：使用できます。または，引き継いで運用を継続できます。

                     △：制限事項ありで使用できます。または，引き継いで運用を継続できます。

                     ×：使用できません。または，引き継いで運用を継続できません。

                     −：参照先はありません。

                  

                  	注※1

                  	
                     該当する機能をシステム定義に指定した場合，該当する機能の指定が無視されます。

                  

                  	注※2

                  	
                     HiRDB/パラレルサーバ限定の機能です。

                  

               

               
                  16.1.1　HiRDB Datareplicatorのレプリケーション機能

                  
                     (1)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     HiRDB Datareplicatorのレプリケーション機能は，ログ適用サイトで使用できません。したがって，ログ適用サイトでは，業務サイトのHiRDB Datareplicatorの稼働状態，またはpd_rpl_init_startオペランドの指定値に関係なく，HiRDB
                        Datareplicatorのレプリケーション機能を開始しません。また，ログ適用サイトでのHiRDB Datareplicatorの開始，またはpdrplstartコマンドでのHiRDB
                        Datareplicator連携の開始をした場合，動作は保証されません。ただし，ログ適用サイトにもHiRDB Datareplicatorのインストール，およびpd_rpl_hdepathオペランドへの抽出側HiRDB
                        Datareplicator運用ディレクトリ名の指定は必要となります。

                  
                  
                     (2)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     サイトの切り替え時にHiRDB Datareplicatorの環境を引き継げないため，HiRDB Datareplicatorのレプリケーションを，サイト切り替え直前の状態から継続できません。抽出側HiRDBまたは反映側HiRDBのサイトを切り替えたあとにレプリケーション機能を使用する場合は，抽出側HiRDBおよび反映側HiRDBのHiRDB
                        Datareplicatorの環境を初期化してから，抽出側HiRDBを基に反映側HiRDBを再作成する必要があります。

                  
               
               
                  16.1.2　系切り替え機能

                  
                     (1)　業務サイトでの運用時の使用

                     HiRDBのシステムファイルを格納するHiRDBファイルシステム領域は，論理ボリューム（LV）上に作成することはできません。したがって，クラスタソフトウェアによる共有ディスクのアクセス制御ができません。系切り替え機能を使用する場合，共有ディスクのアクセス制御は，HiRDBが行うように設定してください。共有ディスクのアクセス制御については，マニュアル「HiRDB
                        システム運用ガイド」を参照してください。

                  
                  
                     (2)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     系切り替え機能に関するオペランドは無視されます。したがって，ログ適用サイトで障害が発生した場合にログ適用サイトの系を切り替えることはできません。ログ適用サイトの状態を定期的に監視する必要があります。

                  
                  
                     (3)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     サイト切り替え前に予備系を実行系として開始させていた場合でも，サイト切り替え後は現用系が実行系となります。

                  
                  
                     (4)　注意事項

                     系切り替え機能を使用する場合は，次の項目に注意してください。

                     
                        	
                           サイト切り替えをしたあと，必ず現用系のHiRDBを開始してください。

                        

                        	
                           ユーザ用RDエリアのデータと状態は引き継ぎますが，システムの稼働状態は引き継げません。

                        

                        	
                           IPアドレス引き継ぎありの系切り替え機能を使用している場合，事前にエイリアスIPアドレスを有効にしてから，ログ適用サイトのHiRDBを開始してください。

                        

                     

                  
               
               
                  16.1.3　セキュリティ監査機能

                  
                     (1)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     セキュリティ監査機能に関するオペランドは無視されます。したがって，ログ適用サイトの動作を監査対象とすることはできません。

                  
                  
                     (2)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     監査証跡ファイルを同期ペアボリュームに配置していない場合，監査証跡表にデータロードをしていない監査証跡ファイルの情報は失われます。監査証跡ファイルをサイト切り替え時に引き継ぐためには，ペア化したペア論理ボリューム上にHiRDBファイルシステム領域を作成することをお勧めします。詳細は，「第2編　全同期方式，全非同期方式，およびハイブリッド方式編」の「セキュリティ監査機能を使用する場合の注意事項」を参照してください。同期ペアボリューム上に監査証跡ファイルを配置できない場合は，表「システムファイル以外のファイルの扱いと対策」に示す方法を参照してください。

                  
               
               
                  16.1.4　自動ログアンロード機能

                  
                     (1)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     自動ログアンロード機能に関するオペランドは無視されます。ログ適用サイトからログをアンロードすることはできません。ログのアンロードは業務サイトから行います。

                  
                  
                     (2)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     アンロードログファイルの出力先を同期ペアボリュームにしていない場合，業務サイトでアンロード中のアンロードログファイルを引き継げません。同期ペアボリューム上にアンロードログファイルを配置できない場合は，表「システムファイル以外のファイルの扱いと対策」に示す方法を参照してください。

                     また，アンロードログファイルを同期ペアボリュームにしている場合で，リモートサイトのボリュームにあるアンロードログファイルを利用するときは，システムログのアンロードの完了状態を確認してから利用してください。システムログのアンロードの完了状態は，pdlogucatコマンドで確認できます。

                  
               
               
                  16.1.5　システム構成変更コマンドの使用

                  
                     (1)　業務サイトでの運用時の使用

                     pdchgconfコマンドを実行した場合は，システムログ適用化のため，業務サイトのHiRDBを停止する必要があります。

                  
                  
                     (2)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     ログ適用サイトでは，pdchgconfコマンドを実行できません。システム定義を変更する場合は，ログ適用サイトのHiRDBを停止する必要があります。

                  
                  
                     (3)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     システム定義変更時にサイト切り替えが発生した場合，データベースの引き継ぎができない状態になることがあり，サイト切り替え後にデータベースが不整合になるおそれがあります。システム定義を変更する場合は，異常終了後でも変更可能なオペランドだけを変更するようにしてください。

                  
               
               
                  16.1.6　統計情報の取得

                  
                     (1)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     統計情報の取得に関するオペランドは無視されます。したがって，ログ適用サイトの統計情報は取得できません。

                  
                  
                     (2)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     業務サイトからログ適用サイトにサイトを切り替えた場合，業務サイトで取得した統計情報の種別や統計ログはログ適用サイトに引き継げません。ログ適用サイトで統計情報を取得し直してください。

                  
               
               
                  16.1.7　システムログファイルの空き容量監視機能

                  
                     (1)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     ログ適用サイトでは，システムログの空き容量を監視しません。システムログの空き容量は，業務サイトで監視します。

                  
                  
                     (2)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     サイト切り替え後，HiRDBの再開始中にHiRDBが異常終了した場合，再びHiRDBの再開始処理を行います。このとき，スワップ先にできる状態となるシステムログファイルの数がさらに増えるため，システムログファイルの容量不足によってHiRDBが異常終了することがあります。これについては，システムログファイルの空き容量監視機能を使用しても防げないため，このような異常事態も想定してシステムログファイルを設計してください。

                  
               
               
                  16.1.8　MIBパフォーマンス情報監視機能

                  
                     (1)　ログ適用サイトでの運用時の使用

                     SNMPエージェントは，ログ適用サイトの情報を取得できません。

                  
                  
                     (2)　サイト切り替え時に業務サイトの状態を引き継いだ運用の継続

                     業務サイトからログ適用サイトにサイトを切り替えた場合，業務サイトで取得した稼働情報はログ適用サイトに引き継げません。ログ適用サイトで稼働情報を取得し直してください。

                  
               
            
         
      
   
      
         付録

         
            付録A　システム定義および構成定義の例

            HiRDB/シングルサーバでリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合のHiRDBのシステム定義，およびRAID Managerの構成定義の指定例について説明します。なお，ここでは，ハイブリッド方式とログ同期方式を例にしています。

            
               付録A.1　ハイブリッド方式の場合

               ハイブリッド方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合の，HiRDBのシステム定義，RAID Managerの構成定義，ならびにサーバマシンおよびディスク構成を次に示します。

               
                  (1)　システム共通定義の例

                  ●メインサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
#*******************************************************************************
# pdsys : system common definition
#*******************************************************************************
set pd_system_id = HRD1         #HRD1:system-id(change your environment)
set pd_name_port = 22200        #22200:port-number(change your environment)
set pd_mode_conf = MANUAL2
set pd_max_users = 2
set pd_max_access_tables = 50
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = hybrid
set pd_rise_fence_level = data
set pd_rise_disaster_mode = normal
      :
pdunit -x HST1 -u unt1 -d /opt/HiRDB_S
pdstart -t SDS -s sds01 -x HST1
pdbuffer -a gbuf01 -n 20 -r rdmast,rddirt -w 20
pdbuffer -a gbuf02 -n 20 -r rddict -w 20
pdbuffer -a gbuf03 -n 100 -o -w 20
      :
putenv HORCMINST 10

                  ●リモートサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
#*******************************************************************************
# pdsys : system common definition
#*******************************************************************************
set pd_system_id = HRD1         #HRD1:system-id(change your environment)
set pd_name_port = 22200        #22200:port-number(change your environment)
set pd_mode_conf = MANUAL2
set pd_max_users = 2
set pd_max_access_tables = 50
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = hybrid
set pd_rise_fence_level = data
set pd_rise_disaster_mode = normal
      :
pdunit -x HST2 -u unt1 -d /opt/HiRDB_S
pdstart -t SDS -s sds01 -x HST2
pdbuffer -a gbuf01 -n 20 -r rdmast,rddirt -w 20
pdbuffer -a gbuf02 -n 20 -r rddict -w 20
pdbuffer -a gbuf03 -n 100 -o -w 20
      :
putenv HORCMINST 10

               
               
                  (2)　ユニット制御情報定義の例

                  ●メインサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
# example definition of HiRDB/single server
#*******************************************************************************
# pdutsys : unit control information definition
#*******************************************************************************
#-------------------------------------------------------------------------------
# set form
#
set pd_unit_id = unt1               #unt1:unit-name(change your environment)
set pd_hostname = HST1
set pd_syssts_file_name_1 = "utsts1",¥
                   "/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts1a","/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts1b"
set pd_syssts_file_name_2 = "utsts2",¥
                   "/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts2a","/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts2b"
set pd_syssts_file_name_3 = "utsts3",¥
                   "/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts3a","/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts3b"
set pd_syssts_initial_error = stop
set pd_syssts_singleoperation = stop
#set pd_syssts_last_active_file = utsts1
#set pd_syssts_last_active_side = A

                  ●リモートサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
# example definition of HiRDB/single server
#*******************************************************************************
# pdutsys : unit control information definition
#*******************************************************************************
#-------------------------------------------------------------------------------
# set form
#
set pd_unit_id = unt1               #unt1:unit-name(change your environment)
set pd_hostname = HST2
set pd_syssts_file_name_1 = "utsts1",¥
                   "/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts1a","/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts1b"
set pd_syssts_file_name_2 = "utsts2",¥
                   "/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts2a","/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts2b"
set pd_syssts_file_name_3 = "utsts3",¥
                   "/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts3a","/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts3b"
set pd_syssts_initial_error = stop
set pd_syssts_singleoperation = stop
#set pd_syssts_last_active_file = utsts1
#set pd_syssts_last_active_side = A

               
               
                  (3)　シングルサーバ定義の例

                  ●メインサイトおよびリモートサイト共通

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
# example definition of HiRDB/single server
#*******************************************************************************
# sds01 : single server definition
#*******************************************************************************
      :
set pd_log_dual = Y
#set pd_log_singleoperation = N
set pd_sts_file_name_1 = "sts1",¥
                "/opt/HiRDB_S/rdsys11/sts1a","/opt/HiRDB_S/rdsys12/sts1b"
set pd_sts_file_name_2 = "sts2",¥
                "/opt/HiRDB_S/rdsys13/sts2a","/opt/HiRDB_S/rdsys11/sts2b"
set pd_sts_file_name_3 = "sts3",¥
                "/opt/HiRDB_S/rdsys12/sts3a","/opt/HiRDB_S/rdsys13/sts3b"
set pd_sts_initial_error = stop
set pd_sts_singleoperation = stop
set pd_spd_dual = Y
      :
#   --- system log file ---
pdlogadfg -d sys -g log1 ONL
pdlogadfg -d sys -g log2 ONL
pdlogadfg -d sys -g log3 ONL
pdlogadfg -d sys -g log4 ONL
pdlogadfg -d sys -g log5 ONL
pdlogadfg -d sys -g log6 ONL
pdlogadpf -d sys -g log1 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys21/log1a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys22/log1b"
pdlogadpf -d sys -g log2 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys21/log2a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys22/log2b"
pdlogadpf -d sys -g log3 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys21/log3a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys22/log3b"
pdlogadpf -d sys -g log4 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys23/log4a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys24/log4b"
pdlogadpf -d sys -g log5 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys23/log5a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys24/log5b"
pdlogadpf -d sys -g log6 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys23/log6a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys24/log6b"
#   --- syncpoint dump file ---
pdlogadfg -d spd -g spd1 ONL
pdlogadfg -d spd -g spd2 ONL
pdlogadfg -d spd -g spd3 ONL
pdlogadpf -d spd -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys31/spd1a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys32/spd1b"
pdlogadpf -d spd -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys31/spd2a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys32/spd2b"
pdlogadpf -d spd -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys31/spd3a"¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys32/spd3b"

               
               
                  (4)　RAID Managerの構成定義の例

                  ●メインサイト

                  HORCM_MON
#ip_address  service   poll(10ms)  timeout(10ms)
HST1         horcm          1000            3000
 
HORCM_CMD
#dev_name
/dev/rdsk/c0t0d1
 
HORCM_DEV
#dev_group           dev_name    port#  TargetID  LU#
HRD1_unt1_USTS       hitdev1     CL1-A         1    1
HRD1_unt1_USTS       hitdev2     CL1-A         1    2
HRD1_unt1_USTS       hitdev3     CL1-A         1    3
HRD1_sds01_SSTS      hitdev4     CL1-A         1    4
HRD1_sds01_SSTS      hitdev5     CL1-A         1    5
HRD1_sds01_SSTS      hitdev6     CL1-A         1    6
HRD1_sds01_LOG       hitdev7     CL1-A         1    7
HRD1_sds01_LOG       hitdev8     CL1-A         1    8
HRD1_sds01_LOG       hitdev9     CL1-A         1    9
HRD1_sds01_LOG       hitdev10    CL1-A         1   10
HRD1_sds01_SPD       hitdev11    CL1-A         1   11
HRD1_sds01_SPD       hitdev12    CL1-A         1   12
HRD1_sds01_DB        hitdev13    CL1-A         1   13
HRD1_sds01_DB        hitdev14    CL1-A         1   14
HRD1_sds01_DB        hitdev15    CL1-A         1   15
HRD1_sds01_DB        hitdev16    CL1-A         1   16
 
HORCM_INST#dev_group             ip_address  service
HRD1_unt1_USTS         HST2      horcm
HRD1_sds01_SSTS        HST2      horcm
HRD1_sds01_LOG         HST2      horcm
HRD1_sds01_SPD         HST2      horcm
HRD1_sds01_DB          HST2      horcm

                  ●リモートサイト

                  HORCM_MON
#ip_address  service   poll(10ms)  timeout(10ms)
HST2         horcm          1000            3000
 
HORCM_CMD
#dev_name
/dev/rdsk/c0t0d1
 
HORCM_DEV
#dev_group           dev_name    port#  TargetID  LU#
HRD1_unt1_USTS       hitdev1     CL1-D         2    1
HRD1_unt1_USTS       hitdev2     CL1-D         2    2
HRD1_unt1_USTS       hitdev3     CL1-D         2    3
HRD1_sds01_SSTS      hitdev4     CL1-D         2    4
HRD1_sds01_SSTS      hitdev5     CL1-D         2    5
HRD1_sds01_SSTS      hitdev6     CL1-D         2    6
HRD1_sds01_LOG       hitdev7     CL1-D         2    7
HRD1_sds01_LOG       hitdev8     CL1-D         2    8
HRD1_sds01_LOG       hitdev9     CL1-D         2    9
HRD1_sds01_LOG       hitdev10    CL1-D         2   10
HRD1_sds01_SPD       hitdev11    CL1-D         2   11
HRD1_sds01_SPD       hitdev12    CL1-D         2   12
HRD1_sds01_DB        hitdev13    CL1-D         2   13
HRD1_sds01_DB        hitdev14    CL1-D         2   14
HRD1_sds01_DB        hitdev15    CL1-D         2   15
HRD1_sds01_DB        hitdev16    CL1-D         2   16
 
HORCM_INST
#dev_group  ip_address  service
#dev_group             ip_address  service
HRD1_unt1_USTS         HST1      horcm
HRD1_sds01_SSTS        HST1      horcm
HRD1_sds01_LOG         HST1      horcm
HRD1_sds01_SPD         HST1      horcm
HRD1_sds01_DB          HST1      horcm

               
               
                  (5)　サーバマシンおよびディスク構成

                  この定義例のサーバマシンおよびディスク構成を次の図に示します。

                  
                     図A‒1　サーバマシンおよびディスク構成（ハイブリッド方式の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
            
               付録A.2　ログ同期方式の場合

               ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを使用する場合の，HiRDBのシステム定義，RAID Managerの構成定義，ならびにサーバマシンおよびディスク構成を次に示します。

               
                  (1)　システム共通定義の例

                  ●メインサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
#*******************************************************************************
# pdsys : system common definition
#*******************************************************************************
set pd_system_id = HRD1         #HRD1:system-id(change your environment)
set pd_name_port = 22200        #22200:port-number(change your environment)
set pd_mode_conf = MANUAL2
set pd_max_users = 2
set pd_max_access_tables = 50
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
                 :
pdunit -x HST2 -u unt1 -d /opt/HiRDB_S
pdstart -t SDS -s sds01 -x HST2
pdbuffer -a gbuf01 -n 20 -r rdmast,rddirt -w 20
pdbuffer -a gbuf02 -n 20 -r rddict -w 20
pdbuffer -a gbuf03 -n 100 -o -w 20
                 :
putenv HORCMINST  10

                  ●リモートサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
#*******************************************************************************
# pdsys : system common definition
#*******************************************************************************
set pd_system_id = HRD1         #HRD1:system-id(change your environment)
set pd_name_port = 22200        #22200:port-number(change your environment)
set pd_mode_conf = MANUAL2
set pd_max_users = 2
set pd_max_access_tables = 50
set pd_rise_use = Y
set pd_rise_pairvolume_combination = syssync
set pd_rise_fence_level = data
                 :
pdunit -x HST2 -u unt1 -d /opt/HiRDB_S
pdstart -t SDS -s sds01 -x HST2
pdbuffer -a gbuf01 -n 20 -r rdmast,rddirt -w 20
pdbuffer -a gbuf02 -n 20 -r rddict -w 20
pdbuffer -a gbuf03 -n 100 -o -w 20
                 :
putenv HORCMINST  10

               
               
                  (2)　ユニット制御情報定義の例

                  ●メインサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
# example definition of HiRDB/single server
#*******************************************************************************
# pdutsys : unit control information definition
#*******************************************************************************
#-------------------------------------------------------------------------------
# set form
#
set pd_unit_id = unt1               #unt1:unit-name(change your environment)
set pd_hostname = HST1
set pd_syssts_file_name_1 = "utsts1",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts1a",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts1b"
set pd_syssts_file_name_2 = "utsts2",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts2a",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts2b"
set pd_syssts_file_name_3 = "utsts3",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts3a",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts3b"
set pd_syssts_subfile_name_1 = "utsts1",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir01/utsts1a",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir02/utsts1b"
set pd_syssts_subfile_name_2 = "utsts2",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir03/utsts2a",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir01/utsts2b"
set pd_syssts_subfile_name_3 = "utsts3",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir02/utsts3a",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir03/utsts3b""
set pd_syssts_initial_error = stop
set pd_syssts_singleoperation = stop
#set pd_syssts_last_active_file = utsts1
#set pd_syssts_last_active_side = A

                  
                     	注

                     	
                        この例では，メインサイトをログ適用サイトとして運用ができるように，メインサイトでも副ステータスファイルを設定しています。メインサイトをログ適用サイトとして運用しない場合は，メインサイト側の副ステータスファイルの設定を省略できます。

                     

                  

                  ●リモートサイト

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
# example definition of HiRDB/single server
#*******************************************************************************
# pdutsys : unit control information definition
#*******************************************************************************
#-------------------------------------------------------------------------------
# set form
#
set pd_unit_id = unt1               #unt1:unit-name(change your environment)
set pd_hostname = HST2
set pd_syssts_file_name_1 = "utsts1",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts1a",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts1b"
set pd_syssts_file_name_2 = "utsts2",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts2a",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys01/utsts2b"
set pd_syssts_file_name_3 = "utsts3",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys02/utsts3a",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys03/utsts3b"
set pd_syssts_subfile_name_1 = "utsts1",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir01/utsts1a",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir02/utsts1b"
set pd_syssts_subfile_name_2 = "utsts2",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir03/utsts2a",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir01/utsts2b"
set pd_syssts_subfile_name_3 = "utsts3",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir02/utsts3a",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir03/utsts3b""
set pd_syssts_initial_error = stop
set pd_syssts_singleoperation = stop
#set pd_syssts_last_active_file = utsts1
#set pd_syssts_last_active_side = A

               
               
                  (3)　シングルサーバ定義の例

                  ●メインサイトおよびリモートサイト共通

                  # ALL RIGHTS RESERVED. COPYRIGHT (C) 1994, 2006, HITACHI, LTD.
# LICENSED MATERIAL OF HITACHI, LTD.
# example definition of HiRDB/single server
#*******************************************************************************
# sds01 : single server definition
#*******************************************************************************
                 :
set pd_log_dual = Y
#set pd_log_singleoperation = N
set pd_sts_file_name_1 = "sts1",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys11/sts1a", "/opt/HiRDB_S/rdsys12/sts1b"
set pd_sts_file_name_2 = "sts2",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys13/sts2a", "/opt/HiRDB_S/rdsys11/sts2b"
set pd_sts_file_name_3 = "sts3",¥
        "/opt/HiRDB_S/rdsys12/sts3a", "/opt/HiRDB_S/rdsys13/sts3b"
set pd_sts_subfile_name_1 = "sts1",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir11/sts1a", "/opt/HiRDB_S/sysdir12/sts1b"
set pd_sts_subfile_name_2 = "sts2",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir13/sts2a", "/opt/HiRDB_S/sysdir11/sts2b"
set pd_sts_subfile_name_3 = "sts3",¥
        "/opt/HiRDB_S/sysdir12/sts3a", "/opt/HiRDB_S/sysdir13/sts3b"
set pd_sts_initial_error = stop
set pd_sts_singleoperation = stop
set pd_spd_dual = Y
                 :
#   --- system log file ---
pdlogadfg -d sys -g log1 ONL
pdlogadfg -d sys -g log2 ONL
pdlogadfg -d sys -g log3 ONL
pdlogadfg -d sys -g log4 ONL
pdlogadfg -d sys -g log5 ONL
pdlogadfg -d sys -g log6 ONL
pdlogadpf -d sys -g log1 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys21/log1a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys22/log1b"
pdlogadpf -d sys -g log2 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys21/log2a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys22/log2b"
pdlogadpf -d sys -g log3 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys21/log3a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys22/log3b"
pdlogadpf -d sys -g log4 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys23/log4a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys24/log4b"
pdlogadpf -d sys -g log5 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys23/log5a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys24/log5b"
pdlogadpf -d sys -g log6 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys23/log6a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys24/log6b"
#   --- syncpoint dump file ---
pdlogadfg -d spd -g spd1 ONL
pdlogadfg -d spd -g spd2 ONL
pdlogadfg -d spd -g spd3 ONL
pdlogadpf -d spd -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys31/spd1a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys32/spd1b"
pdlogadpf -d spd -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys31/spd2a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys32/spd2b"
pdlogadpf -d spd -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/rdsys31/spd3a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/rdsys32/spd3b"
pdlogadfg -d ssp -g spd1 ONL
pdlogadfg -d ssp -g spd2 ONL
pdlogadfg -d ssp -g spd3 ONL
pdlogadpf -d ssp -g spd1 -a "/opt/HiRDB_S/sysdir31/spd1a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/sysdir32/spd1b"
pdlogadpf -d ssp -g spd2 -a "/opt/HiRDB_S/sysdir31/spd2a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/sysdir32/spd2b"
pdlogadpf -d ssp -g spd3 -a "/opt/HiRDB_S/sysdir31/spd3a" ¥
                         -b "/opt/HiRDB_S/sysdir32/spd3b"

                  
                     	注

                     	
                        この例では，メインサイトをログ適用サイトとして運用できるように，副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルを設定しています。メインサイトをログ適用サイトとして運用しない場合は，メインサイト側の副シンクポイントダンプファイルおよび副ステータスファイルの設定を省略できます。

                     

                  

               
               
                  (4)　RAID Managerの構成定義の例

                  ●メインサイト

                  HORCM_MON
#ip_address  service   poll(10ms)  timeout(10ms)
HST1         horcm          1000            3000
 
HORCM_CMD
#dev_name
/dev/rdsk/c0t0d1
 
HORCM_DEV
#dev_group           dev_name    port#  TargetID  LU#
HRD1_unt1_USTS       hitdev1     CL1-A         1    1
HRD1_unt1_USTS       hitdev2     CL1-A         1    2
HRD1_unt1_USTS       hitdev3     CL1-A         1    3
HRD1_sds01_SSTS      hitdev4     CL1-A         1    4
HRD1_sds01_SSTS      hitdev5     CL1-A         1    5
HRD1_sds01_SSTS      hitdev6     CL1-A         1    6
HRD1_sds01_LOG       hitdev7     CL1-A         1    7
HRD1_sds01_LOG       hitdev8     CL1-A         1    8
HRD1_sds01_LOG       hitdev9     CL1-A         1    9
HRD1_sds01_LOG       hitdev10    CL1-A         1   10
HRD1_sds01_SPD       hitdev11    CL1-A         1   11
HRD1_sds01_SPD       hitdev12    CL1-A         1   12
HRD1_sds01_DB        hitdev13    CL1-A         1   13
HRD1_sds01_DB        hitdev14    CL1-A         1   14
HRD1_sds01_DB        hitdev15    CL1-A         1   15
HRD1_sds01_DB        hitdev16    CL1-A         1   16
 
HORCM_INST
#dev_group             ip_address  service
HRD1_unt1_USTS         HST2        horcm
HRD1_sds01_SSTS        HST2        horcm
HRD1_sds01_LOG         HST2        horcm
HRD1_sds01_SPD         HST2        horcm
HRD1_sds01_DB          HST2        horcm

                  ●リモートサイト

                  HORCM_MON
#ip_address  service   poll(10ms)  timeout(10ms)
HST2         horcm          1000            3000
 
HORCM_CMD
#dev_name
/dev/rdsk/c0t0d1
 
HORCM_DEV
#dev_group           dev_name    port#  TargetID  LU#
HRD1_unt1_USTS       hitdev1     CL1-D         2    1
HRD1_unt1_USTS       hitdev2     CL1-D         2    2
HRD1_unt1_USTS       hitdev3     CL1-D         2    3
HRD1_sds01_SSTS      hitdev4     CL1-D         2    4
HRD1_sds01_SSTS      hitdev5     CL1-D         2    5
HRD1_sds01_SSTS      hitdev6     CL1-D         2    6
HRD1_sds01_LOG       hitdev7     CL1-D         2    7
HRD1_sds01_LOG       hitdev8     CL1-D         2    8
HRD1_sds01_LOG       hitdev9     CL1-D         2    9
HRD1_sds01_LOG       hitdev10    CL1-D         2   10
HRD1_sds01_SPD       hitdev11    CL1-D         2   11
HRD1_sds01_SPD       hitdev12    CL1-D         2   12
HRD1_sds01_DB        hitdev13    CL1-D         2   13
HRD1_sds01_DB        hitdev14    CL1-D         2   14
HRD1_sds01_DB        hitdev15    CL1-D         2   15
HRD1_sds01_DB        hitdev16    CL1-D         2   16
 
HORCM_INST
#dev_group             ip_address  service
HRD1_unt1_USTS         HST1        horcm
HRD1_sds01_SSTS        HST1        horcm
HRD1_sds01_LOG         HST1        horcm
HRD1_sds01_SPD         HST1        horcm
HRD1_sds01_DB          HST1        horcm

               
               
                  (5)　サーバマシンおよびディスク構成

                  この定義例のサーバマシンおよびディスク構成を次の図に示します。

                  
                     図A‒2　サーバマシンおよびディスク構成（ログ同期方式の場合）
                     [image: [図データ]]

                  
               
            
         
         
            付録B　サンプルシェルプログラム

            サンプルシェルプログラムをリアルタイムSANレプリケーションの運用時に使用してください。このサンプルシェルプログラムを使用すると，ペア論理ボリュームグループのボリューム属性，ステータスを表示できます。

            
               付録B.1　サンプルシェルプログラムの使用方法

               
                  (1)　サンプルシェルプログラムの格納先

                  サンプルシェルプログラムは，$PDDIR/bin下に格納されています。ファイル名はpdpairdsp.shです。

               
               
                  (2)　準備作業

                  サンプルシェルプログラムを使用する前の準備手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              サンプルシェルプログラムは使用環境に応じてカスタマイズする必要があるため，$PDDIR/bin下にあるサンプルシェルプログラムを，シェルを実行するカレントディレクトリにコピーしてください。

                           

                           	
                              サンプルシェルプログラムをカスタマイズします。サンプルシェルプログラムは，使用環境に応じてシェル変数の指定値を変更する必要があります。指定値を変更するシェル変数を次に示します。

                              
                                 
                                    
                                       
                                       
                                       
                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             シェル名

                                          
                                          	
                                             変数名

                                          
                                          	
                                             変数の指定値

                                          
                                       

                                    
                                    
                                       
                                          	
                                             pdpairdsp.sh

                                          
                                          	
                                             HORCMINST

                                          
                                          	
                                             システム共通定義のHORCMINSTオペランドの値を指定します。

                                          
                                       

                                    
                                 

                              
                           

                           	
                              サンプルシェルを実行する前に，リアルタイムSANレプリケーションで使用するインスタンスのRAID Managerを起動してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (3)　サンプルシェルプログラムの実行

                  HiRDB管理者（RAID Manager管理者権限も同時に保有していること）がサンプルシェルプログラムを実行できます。次に示すコマンドラインを入力してサンプルシェルプログラムを実行してください。

                  pdpairdsp.sh ペア論理ボリュームグループ名[ ペア論理ボリュームグループ名 …]

                  ペア論理ボリュームグループ名：サンプルシェルの実行対象になるペア論理ボリュームグループの名称を指定します。

                  ペア論理ボリュームグループ名を複数指定する場合は，間に半角スペースを指定してください。

               
            
         
         
            付録C　HiRDBの入れ替え

            HiRDBの入れ替え時の注意事項について説明します。なお，ここでいうHiRDBの入れ替えとは，HiRDBのバージョンアップ，および修正版HiRDBへの入れ替えの両方を意味しています。HiRDBのバージョンアップ，および修正版HiRDBへの入れ替えについては，マニュアル「HiRDB
               システム導入・設計ガイド」を参照してください。

            
               付録C.1　全同期方式，全非同期方式，およびハイブリッド方式の場合

               
                  (1)　入れ替え前の準備作業について

                  メインサイトおよびリモートサイトでの入れ替え前の準備作業の実行要否を次の表に示します。各作業項目の詳細については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                     表C‒1　メインサイトおよびリモートサイトでの入れ替え前の準備作業の実行要否
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 入れ替え前の準備作業の項目

                              
                              	
                                 メインサイト

                              
                              	
                                 リモートサイト

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 空き領域の確認

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 システム用RDエリアのバックアップの取得

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                              	
                                 ×※1

                              
                           

                           
                              	
                                 ライブラリの共用化の解除

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 メモリ容量の確認

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBが稼働中かどうかの確認

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×※2

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの正常終了

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×※2

                              
                           

                           
                              	
                                 メモリ所要量の確認

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 OSのオペレーティングシステムパラメタの確認

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 システムログファイルの総レコード数の確認

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDB運用ディレクトリ下のファイルのバックアップ取得

                              
                              	
                                 ○※3

                              
                              	
                                 ○※3

                              
                           

                           
                              	
                                 付加PPのバージョンアップ

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：作業が必要です。

                        ×：作業は不要です。

                     

                     	注※1

                     	
                        システム用RDエリアのバックアップはメインサイトで取得してください。取得したバックアップは入れ替え作業前にリモートサイトにコピーしてください。

                     

                     	注※2

                     	
                        メインサイトでHiRDBが稼働していることを前提にしているため，この操作が不要になります。

                     

                     	注※3

                     	
                        HiRDB運用ディレクトリ下のファイルのバックアップは，メインサイトとリモートサイトでそれぞれ取得してください。メインサイトのバックアップをリモートサイトで，リモートサイトのバックアップをメインサイトで使用できません。

                     

                  

               
               
                  (2)　入れ替え時の作業について

                  メインサイトおよびリモートサイトでの入れ替え時の作業の実行要否を次の表に示します。各作業項目の詳細については，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

                  
                     表C‒2　メインサイトおよびリモートサイトでの入れ替え時の作業の実行要否
                     
                        
                           
                           
                           
                        
                        
                           
                              	
                                 入れ替え時の作業項目

                              
                              	
                                 メインサイト

                              
                              	
                                 リモートサイト

                              
                           

                        
                        
                           
                              	
                                 旧バージョンのHiRDBをOSから削除

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ○

                              
                           

                           
                              	
                                 新バージョンのHiRDBをインストール

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                              	
                                 ○※1

                              
                           

                           
                              	
                                 新バージョンのHiRDBをOSに登録

                              
                              	
                                 ○※2

                              
                              	
                                 ○※2

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの定義変更

                              
                              	
                                 △

                              
                              	
                                 △

                              
                           

                           
                              	
                                 HiRDBの開始

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 pdvrupコマンドの実行

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×

                              
                           

                           
                              	
                                 システム用RDエリアのバックアップ取得

                              
                              	
                                 ○

                              
                              	
                                 ×※3

                              
                           

                        
                     

                  
                  
                     	（凡例）

                     	
                        ○：作業が必要です。

                        △：必要に応じて作業を実施してください。

                        ×：作業は不要です。

                     

                     	注※1

                     	
                        新しいバージョンのHiRDBをメインサイトとリモートサイトにそれぞれインストールしてください。インストールするHiRDBは，バージョン，リビジョン，アドレッシングモード，修正版コード（XX-XX-XX：下線部分）をメインサイトとリモートサイトで一致させてください。

                     

                     	注※2

                     	
                        メインサイトとリモートサイトの両方でpdsetupコマンドを実行し，新バージョンのHiRDBをOSに登録してください。このとき，メインサイトとリモートサイトで使用する文字コードを統一してください。

                     

                     	注※3

                     	
                        システム用RDエリアのバックアップファイルはメインサイトで取得してください。取得したバックアップファイルはリモートサイトにコピーしてください。

                     

                  

               
            
            
               付録C.2　ログ同期方式の場合

               HiRDBの入れ替え手順を次の表に示します。

               
                  表C‒3　HiRDBの入れ替え手順
                  
                     
                        
                        
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              手順

                           
                           	
                              手順の内容

                           
                           	
                              実施するサイト

                           
                           	
                              参照先

                           
                        

                        
                           	
                              業務サイト

                           
                           	
                              ログ適用サイト

                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              1

                           
                           	
                              ログ適用サイトを停止する

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              「ログ適用サイトのHiRDBの終了」

                           
                        

                        
                           	
                              2

                           
                           	
                              業務サイトのHiRDBを入れ替える

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              「業務サイトのHiRDBの入れ替え」

                           
                        

                        
                           	
                              3

                           
                           	
                              ログ適用サイトのHiRDBを入れ替える

                           
                           	
                              −

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              「ログ適用サイトのHiRDBの入れ替え」

                           
                        

                        
                           	
                              4

                           
                           	
                              システムログ適用化をする

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              ○

                           
                           	
                              「システムログ適用化」

                           
                        

                     
                  

               
               
                  	(凡例)

                  	
                     ○：該当するサイトで手順の内容を実施します。

                     −：該当するサイトでは，手順の内容を実施しません。

                  

               

               各サイトのHiRDBの入れ替え手順を次に示します。

               
                  (1)　業務サイトのHiRDBの入れ替え

                  業務サイトのHiRDBの入れ替え手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを開始してください。

                           

                           	
                              データベース状態解析ユティリティ（pddbst）でデータディクショナリ用RDエリアの空き領域を調べてください。

                           

                           	
                              pdstopコマンドでHiRDBを正常終了してください。

                           

                           	
                              HiRDBインストールディレクトリ下のファイルを退避してください（新バージョンでの動作確認までのバックアップです）。

                           

                           	
                              環境変数PDDIRの指定を変更してください。

                           

                           	
                              pdsetup -dコマンドで，旧バージョンのHiRDBをOSから削除してください。

                           

                           	
                              新バージョンのHiRDBをインストールしてください。

                           

                           	
                              新バージョンのHiRDB運用ディレクトリを作成してください。

                           

                           	
                              pdsetupコマンドでHiRDBをOSに登録してください。

                           

                           	
                              pdstartコマンドでHiRDBを開始してください。このとき，HiRDBがpdvrupコマンドを自動実行します。

                           

                           	
                              pdstopコマンドでHiRDBを正常終了してください。

                           

                        

                     

                  

               
               
                  (2)　ログ適用サイトのHiRDBの入れ替え

                  ログ適用サイトのHiRDBの入れ替え手順を次に示します。

                  
                     	〈手順〉

                     	
                        
                           	
                              HiRDBインストールディレクトリ下のファイルを退避してください（新バージョンでの動作確認までのバックアップです）。

                           

                           	
                              環境変数PDDIRの指定を変更してください。

                           

                           	
                              pdsetup -dコマンドで，旧バージョンのHiRDBをOSから削除してください。

                           

                           	
                              新バージョンのHiRDBをインストールしてください。

                           

                           	
                              新バージョンのHiRDB運用ディレクトリを作成してください。

                           

                           	
                              pdsetupコマンドでHiRDBをOSに登録してください。

                           

                        

                     

                  

               
            
         
         
            付録D　ログ適用サイトでのHiRDBのコマンド実行可否

            ログ同期方式のリアルタイムSANレプリケーションを適用している場合の，ログ適用サイトでのHiRDBのコマンド実行可否を次の表に示します。

            
               表D‒1　ログ適用サイトでのHiRDBのコマンド実行可否
               
                  
                     
                     
                     
                  
                  
                     
                        	
                           種別

                        
                        	
                           コマンド

                        
                        	
                           ログ適用サイトでのコマンド実行可否

                        
                     

                  
                  
                     
                        	
                           システムの運用

                        
                        	
                           pdadmvr

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdcat

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdchgconf

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdclibsync

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdconfchk

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdcspool

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdgeter

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdinfoget

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdinfocoreget

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdosinfoget

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pditvstop

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pditvtrc

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdjarsync

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdlistls

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdls

                        
                        	
                           △※1

                        
                     

                     
                        	
                           pdmemsv

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdobjconv

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdopsetup

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdseset

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdsetenv

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdsetup

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdsvhostname

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdvrup

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBファイルシステム

                        
                        	
                           pdfbkup

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdfchfs

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdffsck

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdfls

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdfmkfs

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdfrm

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdfrstr

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdfstatfs

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           ログ関係のファイル

                        
                        	
                           pdlogadpf

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogatul

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogchg

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogcls

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdloginit

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogls

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogopen

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogrm

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogswap

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogsync

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogucat

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdlogunld

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           ステータスファイル

                        
                        	
                           pdstscls

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdstsinit

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdstsopen

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdstsrm

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdstsswap

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDBの開始・終了

                        
                        	
                           pdstart

                        
                        	
                           △※2

                        
                     

                     
                        	
                           pdstop

                        
                        	
                           △※2

                        
                     

                     
                        	
                           統計ログ

                        
                        	
                           pdstbegin

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdstend

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdstjswap

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdstjsync

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           RDエリア

                        
                        	
                           pdclose

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pddbls

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdhold

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdopen

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrels

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pddbfrz

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrdrefls

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           グローバルバッファ

                        
                        	
                           pdbufls

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdbufmod

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           インメモリデータ処理

                        
                        	
                           pdmemdb

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           トランザクションの制御

                        
                        	
                           pdcmt

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdfgt

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrbk

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdtrndec

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           プロセスの制御

                        
                        	
                           pdcancel

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdchprc

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdpfresh

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrpause

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           修正版HiRDBの入れ替え

                        
                        	
                           pdprgcopy

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdprgrenew

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           HiRDB Datareplicator連携

                        
                        	
                           pdrplstart

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrplstop

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           インナレプリカ機能

                        
                        	
                           pddbchg

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           更新可能なオンライン再編成

                        
                        	
                           pdorbegin

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdorcheck

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdorchg

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdorcreate

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdorend

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           セキュリティ監査

                        
                        	
                           pdaudbegin

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudend

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudatld

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudrm

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudswap

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdaudput

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           CONNECT関連セキュリティ機能

                        
                        	
                           pdacunlck

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           トランザクションキューイング機能

                        
                        	
                           pdtrnqing

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           リアルタイムSANレプリケーション

                        
                        	
                           pdrisechk

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdrisedbto

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           pdriseset

                        
                        	
                           ○

                        
                     

                     
                        	
                           SQLトレースの取得

                        
                        	
                           pdclttrc

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           PRFトレース情報

                        
                        	
                           pdprfed

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdprflevel

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           SQLオブジェクトの情報表示

                        
                        	
                           pdobils

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           SQLの仕様関連

                        
                        	
                           pdextfunc

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           SQLの翻訳

                        
                        	
                           pdcbl

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdcpp

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdocb

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdocc

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           データベースの生成

                        
                        	
                           pdinit

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pddef

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdload

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdsql

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pddefrev

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           データベースの運用

                        
                        	
                           pdmod

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrorg

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdexp

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrbal

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdreclaim

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdpgbfon

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdconstck

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdchapthf

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdchpathn

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           チューニング

                        
                        	
                           pdstedit

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pddbst

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdgetcst

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdvwopt

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           データベースの障害対策

                        
                        	
                           pdcopy

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdbkupls

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdrstr

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdmstchk

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           プラグイン関連

                        
                        	
                           pdplgrgst

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdplgset

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           pdreginit

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                     
                        	
                           リードレプリカ機能

                        
                        	
                           pdrrpref

                        
                        	
                           ×

                        
                     

                  
               

            
            
               	(凡例)

               	
                  ○：実行できます。

                  △：制限つきで実行できます。

                  ×：実行しないでください。実行した場合の動作は保証されません。

               

               	注※1

               	
                  次のオプションを指定する場合は実行できません。

                  -d aud，ha，lck，org，rpl，stj，またはtrn

               

               	注※2

               	
                  サーバ単位では実行できません。
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               	ログ適用サイトのログ適用状況の確認[1]
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